
細
　
井
　
雄
　
介

リ
ー
グ
ル
著
『
オ
リ
エ
ン
ト
古
絨
毯
』（
六
）

─
附
載
「
郷
民
芸
術
・
家
内
仕
事
・
家
内
工
業
」
二
─
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Riegl’s Altorientalische Teppiche（continued）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　Altorientalische Teppiche（1891）is the first book of the art historian Alois Riegl（1858-
1905） and highly significant in the development of his whole activities.  Furthermore, 
it is regarded as the starting point of theoretically exact studies in Teppich in general.  
So, in the former issue（Vol. 123, July 2014）of this periodical, I introduced the 
Vorwort and Einleitung of the book with a chronological survey of Teppich-studies in 
the 1970s. Then, in the next issues（Vol. 126, December 2015）the first chapter, Der 
gewirkte Teppich, （Vol. 127, June 2016 ; Vol. 128, January 2017）the second chapter, 
Der Knüpfteppich, and（Vol. 129, June 2017） the third chapter, Susandschird.
　Now, with great respect for the content of the book, I continue my same work on 
the former part of the chapter Ⅳ, Der Knüpfteppich im Verhältnis zur altorientalischen 
Kunst, with an auxiliary part of another book. As before, in order not to miss any 
detail I have translated the whole of this chapter into Japanese here.
　The original text is as follows:
Alois Riegl, Der knüpfteppich im Verhältnis zur altorientalischen Kunst. in: 
Altorientalische Teppiche.
　　Mäander Kunstverlag 1979（Nachdruck der Ausgabe 1891）S. 109-147. 
Alois Riegl,［（chapter）Ⅱ］in: Volkskunst, Hausfleiß und Hausindustrie. 
　　Mäander Kunstverlag 1978（Nachdruck der Ausgabe 1894）S. 16-53.
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本
稿
の
目
的
は
後
段
に
置
く
二
論
考
の
翻
訳
紹
介
に
あ
る
。
芸
術
研
究
と
歴
史
と
の
相
関
を
思
い
、
美
術
史
家
リ
ー
グ
ル
（A

lois 

Riegl, 1858-1905

）
の
洞
察
を
重
ん
じ
て
著
書
『
オ
リ
エ
ン
ト
古
絨
毯
』
の
理
解
に
努
め
て
き
た
が
、今
回
も
同
じ
作
業
の
続
行
で
あ
り
、

同
書
第
四
章
「
オ
リ
エ
ン
ト
古
芸
術
と
の
関
係
に
お
け
る
添そ

え

毛げ

手
結
び
絨
毯
」
の
前
半
部
分
を
こ
こ
に
移
し
、
併
せ
て
予
め
、
第
四
章

全
体
お
よ
び
第
五
章
の
根
柢
に
あ
る
経
済
史
発
展
理
解
の
原
理
的
洞
見
を
紹
介
す
る
。

　

絨
毯
の
語
で
世
人
が
思
浮
べ
る
の
は
魔
法
の
ご
と
く
豪
奢
華
麗
な
「
ペ
ル
シ
ア
絨
毯
」
で
あ
っ
た
。
だ
が
こ
れ
も
制
作
原
理
は
至
極

簡
単
な
「
添
毛
手
結
び
」
で
あ
る
こ
と
に
変
り
な
い
。
絨
毯
全
般
の
技
法
お
よ
び
産
地
の
大
観
を
了
え
た
リ
ー
グ
ル
は
、
こ
の
「
ペ
ル

シ
ア
絨
毯
」
の
特
異
性
に
迫
ろ
う
と
す
る
が
、
そ
も
そ
も
前
史
に
つ
い
て
は
残
存
絨
毯
の
遺
品
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
リ
ー
グ
ル

は
平
面
の
飾
粧
と
い
う
絨
毯
の
一
特
性
に
着
目
し
て
、
同
じ
様
式
的
特
性
を
見
せ
る
諸
他
技
芸
の
遺
例
か
ら
、
目
の
前
に
は
現
存
せ
ぬ

絨
毯
の
姿
を
類
推
し
よ
う
と
努
め
る
。

　

ペ
ル
シ
ア
（
一
九
三
五
年
以
降
は
イ
ラ
ン
）
の
地
に
立
っ
た
王
朝
を
時
代
順
に
並
べ
る
と
、
ま
ず
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
語
ら
れ
る
ペ
ル
シ
ア

戦
役
の
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
（
紀
元
前
五
六
〇
─
三
三
〇
年
）、
こ
れ
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
手
で
滅
び
、
つ
づ
く
混
乱
の
あ
と
異
民
族

パ
ル
テ
ィ
ア
の
ア
ル
サ
ケ
ス
朝
（
紀
元
前
二
四
七
─
紀
元
後
二
二
六
年
）、こ
れ
を
倒
し
た
サ
サ
ン
朝
新
ペ
ル
シ
ア
（
紀
元
二
二
六
─
六
五
一
年
）

と
な
る
が
、サ
サ
ン
朝
晩
期
に
は
新
た
な
宗
教
の
興
隆
が
あ
っ
て
、こ
の
イ
ス
ラ
ム
の
ア
ッ
バ
ス
朝（
紀
元
七
五
〇
─
一
二
五
〇
年
）に
移
る
。

こ
の
よ
う
に
推
移
す
る
王
朝
の
も
と
、
平
民
の
生
活
水
準
は
向
上
せ
ず
、
上
流
人
士
の
使
用
品
は
ロ
ー
マ
や
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
所ゆ

か
り縁

の
も

の
で
あ
っ
て
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム-

ロ
ー
マ
文
化
の
優
勢
は
歴
然
と
し
て
い
た
、
と
リ
ー
グ
ル
は
見
る
。
こ
の
状
況
下
に
「
ペ
ル
シ
ア
絨
毯
」

の
成
立
は
な
い
。

　

こ
れ
が
今
回
の
第
四
章
前
半
部
分
の
大
要
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
絨
毯
そ
の
も
の
へ
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　

し
か
し
絨
毯
は
日
常
生
活
の
必
需
品
で
あ
り
、
平
織
り
の
壁
掛
け
絨
毯
や
添
毛
手
結
び
の
敷
物
絨
毯
は
太
古
か
ら
絶
え
る
こ
と
な
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く
作
ら
れ
、
使
わ
れ
、
襤
褸
屑
と
な
っ
て
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
日
常
品
制
作
原
初
の
姿
は
家
族
所
帯
に
よ
る
「
家
内
仕
事 

（H
ausfleiß

）」
で
あ
る
と
捉
え
て
、
す
で
に
リ
ー
グ
ル
は
考
察
済
み
（
本
論
叢
第
百
二
十
七
集
）
だ
が
、
無
論
い
つ
ま
で
も
の
停
滞
は
あ

る
は
ず
も
な
く
、
王
朝
に
よ
る
国
体
形
成
の
時
期
と
も
な
れ
ば
、
つ
ぎ
の
段
階
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
経
済
史
発
展
の
仮

説
的
考
察
が
附
載
論
考
の
内
容
で
あ
り
、
こ
の
論
考
は
一
八
九
四
年
、
す
な
わ
ち
『
オ
リ
エ
ン
ト
古
絨
毯
』（
一
八
九
一
年
）
に
つ
づ
く

姉
妹
篇
の
名
著
『
美
術
様
式
論
』（
一
八
九
三
年
）
の
翌
年
に
公
刊
、
い
わ
ば
両
書
を
支
え
る
理
論
的
骨
子
の
表
明
と
見
做
す
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　

今
回
翻
訳
二
篇
の
底
本
は
そ
れ
ぞ
れ
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

A
lois Riegl, A

ltorientalische T
eppiche. Leipzig 1891. N

achdruck

（M
äander K

unstverlag. M
ittenw

ald 1979

）. Ⅳ
. 

D
er K

nüpfteppich im
 V

erhältnis zur altorientalischen K
unst. S. 109-147.

　

A
lois Riegl, V

olkskunst, H
ausfleiß und H

ausindustrie. Berlin 1894. N
achdruck

（M
äander K

unstverlag. 

M
ittenw

ald 1978

）. Ⅱ
. S. 16-53.
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「
オ
リ
エ
ン
ト
古
絨
毯
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ロ
イ
ス
・
リ
ー
グ
ル

　
　

四　
　

オ
リ
エ
ン
ト
古
芸
術
と
の
関
係
に
お
け
る
添
毛
手
結
び
絨
毯

　

比
較
的
新
し
い
時
代
の
オ
リ
エ
ン
ト
添そ

え

毛げ

手
結
び
絨
毯
に
、
確
か
に
後
代
な
れ
ど
も
、
し
か
し
太
古
の
織
布
芸
術
［K

unst 

技
芸
］

の
本
質
的
に
は
曇
り
な
く
混
じ
り
気
な
い
後
裔
を
認
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
、
た
ん
に
技
術

0

0

（T
echnik

）
に
つ
い
て
ば
か
り

で
な
い
。
当
の
絨
毯
の
装
飾
文
様
の
内
容

0

0

0

0

0

0

0

（ornam
entaler Inhalt

）
も
ま
た
、
わ
ず
か
な
根
本
要
素
か
ら
合
成
さ
れ
る
典
型
的
性
格
に
、

き
わ
め
て
時
代
の
古
い
相
貎
を
見
せ
て
い
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
西
洋
に
比
べ
て
オ
リ
エ
ン
ト
は
全
く
特
別
で
あ
る
、
と
際
立
た
せ
る
保
守
的
な
諸
事
情
も
ま
た
、
受
継
い
だ
芸
術
的

形
体
言
語
は
で
き
る
だ
け
変
え
ず
に
固
持
す
る
態
度
を
、
絶
え
ず
助
け
た
に
違
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
オ
リ
エ
ン
ト
を
故
郷
と
す
る

絨
毯
装
飾
文
様
の
起
源
と
な
れ
ば
、
結
付
け
て
よ
い
と
信
じ
ら
れ
た
オ
リ
エ
ン
ト
の
過
去
に
は
、
二
つ
の
重
要
な
歴
史
的
契
機
が
あ
る
。

　

モ
ロ
ッ
コ
か
ら
イ
ン
ド
に
ま
で
及
ぶ
オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
の
技
術
お
よ
び
装
飾
文
様
に
目
立
つ
画
一
性
は
、
か
つ
て
、
こ
う
し
た
遠
く

離
在
し
て
政
治
的
に
も
さ
ま
ざ
ま
永
く
分
断
の
諸
国
す
べ
て
を
重
ね
纏
め
た
例
の
要
素
に
結
付
け
ら
れ
た
─
─
イ
ス
ラ
ム
教

0

0

0

0

0

（Islam

）

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
引
出
さ
れ
た
の
が
、
宗
教
的
統
一
思
想
の
創
始
者
に
し
て
伝
播
者
た
る
ア
ラ
ブ
人

0

0

0

0

は
イ
ス
ラ
ム
教
諸
国
の
諸
他
の

統
一
的
な
制
度
や
生
活
表
現
の
担
い
手
で
も
あ
っ
た
に
違
い
な
か
ろ
う
し
、
本
来
的
オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
制
作
に
も
同
様
と
言
え
て
、
こ

れ
の
発
祥
地
は
ア
ラ
ブ･

ベ
ド
ウ
ィ
ン
族
の
天
幕
内
で
あ
っ
た
、
と
い
う
結
論
で
あ
る
。

　

こ
の
期
間
で
は
短
か
す
ぎ
る
、
と
別
の
人
々
に
は
思
え
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
古
代
の
著
作
家
た
ち
に
、
よ
う
や
く
ヘ
ジ
ラ
［
紀
元
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六
二
二
年
。
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
メ
ッ
カ
か
ら
メ
ジ
ナ
へ
の
移
住
。
ヘ
ジ
ラ
暦
紀
元
］
の
世
紀
以
来
で
な
く
、
す
で
に
ロ
ー
マ
人
や
ギ
リ
シ
ア
人
で
も

オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
は
大
人
気
と
名
望
の
的
で
あ
っ
た
、
と
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
値
段
や
評
価
で
最
高
の
絨
毯
が
今
日
な
お

ペ
ル
シ
ア
で
作
ら
れ
る
こ
と
を
思
い
、こ
こ
に
は
同
時
に
古
代
の
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
［
紀
元
前
五
六
〇
─
三
三
〇
年
］
ペ
ル
シ
ア
文
化
や
ア
ッ

シ
リ
ア
文
化
と
の
多
々
素
材
面
で
の
共
通
性
が
あ
る
こ
と
を
吟
味
す
る
と
、オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
生
産
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

0

0

0

0

0

0

太
古
の
芸
術［
技

芸
］
か
ら
導
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
支
え
る
外
的
証
拠
は
例
え
ば
レ
ヤ
ー
ド
公
刊
書
の
ニ
ネ
ヴ
ェ
出
土
［
戸
口
敷
居
の
］
石
張
り

床
に
見
る
が
よ
い
と
信
じ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
の
空
間
分
割
や
加
飾
の
有
様
か
ら
、
こ
こ
で
の
狙
い
は
絨
毯
模
様
の
再
現
に
あ
っ
た
、
と

認
め
た
か
っ
た
の
で
あ
る
（
前
掲
書Layard und Place, S. 62, A

nm
erkung 1. 

本
論
叢
第
百
二
十
八
集
一
六
頁
）。
そ
の
後
、
当
の
ア
ッ
シ
リ

ア-

古
代
ペ
ル
シ
ア
織
布
芸
術
の
繁
栄
持
続
を
よ
り
よ
く
説
明
す
る
た
め
に
、
と
り
わ
け
サ
サ
ン
朝
［
紀
元
二
二
六
─
六
五
一
年
］
新
ペ

ル
シ
ア
王
国
の
政
治
的
興
隆
が
引
合
い
に
出
さ
れ
、
国
民
的
（national

）
ペ
ル
シ
ア
芸
術
の
ル
ネ
サ
ン
ス
は
こ
の
王
朝
の
も
の
、
無

論
こ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
は
古
代
ペ
ル
シ
ア
絨
毯
制
作
の
伝
承
に
も
役
立
っ
た
は
ず
、
と
さ
れ
た
。

　

イ
ス
ラ
ム
教
が
征
服
す
る
以
前
以
後
の
古
い
オ
リ
エ
ン
ト
の
歴
史
、こ
と
に
オ
リ
エ
ン
ト
の
文
化
や
芸
術
や
経
済
的
事
情
に
つ
い
て
、

わ
れ
わ
れ
の
知
識
は
依
然
き
わ
め
て
多
く
の
穴
だ
ら
け
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
実
質
的
に
は
今
日
に
至
る
ま
で
も
、
い
ま
述
べ
た
二
つ
の

ご
と
く
大
ま
か
な
仮
説
を
立
て
る
こ
と
で
満
足
し
て
よ
か
ろ
う
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
二
つ
の
仮
説
は
い
ず
れ
も
真
面
目
な

批
判
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

ま
ず
は
［
一
］
ア
ッ
シ
リ
ア

0

0

0

0

0-

サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
を
思
う
仮
説

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
サ
ラ
セ
ン
を
思
う
仮
説
よ
り
も
、
一
方

は
る
か
遠
い
過
去
へ
と
連
れ
戻
し
て
く
れ
る
し
、
他
方
や
は
り
根
拠
が
ど
こ
か
確し

か

り
し
て
い
る
と
思
え
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
理
由
で

す
で
に
、
や
や
精
し
い
検
討
を
求
め
て
い
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

オ
リ
エ
ン
ト
に
と
っ
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
に
よ
る
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
粉
砕
［
紀
元
前
三
三
〇
年
］
は
、
わ
れ
わ
れ
が
歴
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史
か
ら
知
る
最
も
重
要
で
最
も
影
響
力
あ
る
事
件
、
射
程
の
長
さ
は
イ
ス
ラ
ム
教
出
現
す
ら
遥
か
に
及
ば
ぬ
事
件
で
あ
っ
た
。
多
々
な

お
も
家
父
長
制
の
仕
組
、
近
寄
り
が
た
い
専
制
の
統
治
形
体
を
具
え
て
、
こ
れ
ま
で
静
か
に
自
足
し
て
い
た
オ
リ
エ
ン
ト
が
、
い
ま
や

一
撃
で
活
発
な
ギ
リ
シ
ア
民
族
に
開
か
れ
た
が
、
こ
の
ギ
リ
シ
ア
民
族
は
優
越
せ
る
武
器
や
制
度
や
文
化
や
技
芸
［
芸
術
］
を
極
限
ま

で
利
用
、
こ
れ
ら
を
王
国
最
遠
の
辺
境
地
帯
に
ま
で
も
移
植
し
て
は
維
持
し
た
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
後デ

ィ
ア
ド
コ
イ

継
者
統

治
の
結
果
と
し
て
オ
リ
エ
ン
ト
全
体
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
が
流
布
し
た
が
、
こ
の
文
化
も
こ
れ
自
体
ま
さ
し
く
流
動
性
と
順
応
性
の
ゆ

え
に
多
々
オ
リ
エ
ン
ト
の
要
素
を
吸
収
同
化
し
て
、こ
こ
か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

0

0

0

0

0

（hellenistisch

）文
化

0

0

と
呼
慣
わ
し
て
い
る
、例
の
一
風
変
っ

た
混
成
文
化
が
生
じ
た
。

　

残
念
な
が
ら
古
典
考
古
学
は
こ
れ
ま
で
余
り
に
も
専
一
的
に
ア
ッ
テ
ィ
カ
芸
術
の
純
然
た
る
傑
作
だ
け
を
相
手
に
し
て
き
た
。
ヘ
ラ

ス
［
ギ
リ
シ
ア
］
以
前
に
ア
ル
カ
イ
ク
［
古
拙
］
期
の
芸
術
と
レ
ヴ
ァ
ン
ト
［
地
中
海
東
部
沿
岸
諸
国
］
民
族
の
芸
術
と
を
繫
ぐ
糸
す
ら
が
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
後デ

ィ
ア
ド
コ
イ

継
者
時
代
に
お
け
る
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
芸
術
と
ギ
リ
シ
ア
芸
術
と
の
相
互
滲
透
よ
り
も
遥
か
に
熱
心
に
透
徹

の
明
る
み
に
出
さ
れ
た
の
に
、
後
者
の
相
互
滲
透
の
結
果
は
余
り
に
も
一
方
的
に
没
落
や
衰
退
と
見
做
し
、
無
視
し
て
も
差
支
な
い
と

思
わ
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
実
は
、
古
く
て
不
動
な
る
も
の
と
若
く
て
流
動
す
る
も
の
同
化
能
力
あ
る
も
の
と
の
接
触
は
、
む
し
ろ
新

た
な
文
化
期
芸
術
期
の
始
ま
り
と
把
握
す
べ
き
事
柄
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
は
生
成
し
つ
つ
あ
る
中
世
と
多
々
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
以
前

の
時
代
よ
り
も
遥
か
に
緊
密
に
連
関
す
る
の
で
あ
る
。

　

オ
リ
エ
ン
ト
に
お
け
る
相
互
的
な
影
響
や
調
停
の
過
程
を
望
ま
し
い
ほ
ど
精
確
に
追
う
こ
と
は
い
ま
な
お
で
き
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ

で
も
や
は
り
判
然
と
最
終
結
果
は
認
識
で
き
る
し
、
言
い
か
え
る
と
、
ロ
ー
マ
皇
帝
時
代
に
は
世
界
帝
国
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
で
例
の
ヘ

レ
ニ
ズ
ム
芸
術
が
際
限
な
き
支
配
に
達
し
、
向
い
立
つ
何
ら
か
地
方
の
特
殊
的
個
性
の
方
は
背
景
へ
と
完
全
に
退
く
の
が
見
え
る
。
ま

た
当
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
の
国
際
的
芸
術
の
支
配
が
実
証
さ
れ
る
の
は
、
た
ん
に
永
続
的
に
世
界
帝
国
内
へ
組
込
ま
れ
た
諸
民
族
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に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
例
え
ば
パ
ル
テ
ィ
ア
の
ア
ル
サ
ケ
ス
朝
［
安
息　

紀
元
前
二
四
七
─
後
二
二
六
年
］
の
ご
と
く
、
ギ
リ
シ
ア
人

ロ
ー
マ
人
と
の
政
治
的
連
関
で
短
期
間
の
屈
従
後
た
ち
ま
ち
身
を
も
ぎ
離
し
て
元
へ
戻
っ
た
民
族
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
中
部
ド
イ
ツ
の
住

民
の
ご
と
く
、ほ
ん
の
ひ
と
と
き
し
か
世
界
支
配
者
と
は
接
触
し
な
か
っ
た
類
の
民
族
す
ら
が
、後
期
ロ
ー
マ
の
少
く
と
も
芸
術
［
技
芸
］

面
で
の
軛
に
は
屈
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。［
画
家
出
の
先
史
学
者
］
リ
ン
デ
ン
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（Ludw

ig Lindenschm
it, 1809-1893

）
の
画

期
的
な
研
究
以
降
、
偏
見
な
き
観
察
者
に
と
っ
て
は
、
北
方
の
原
文
化
（U

rkultur

）
が
［
複
合
幻
獣
］
キ
マ
イ
ラ
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
皇

帝
時
代
で
も
な
お
ゲ
ル
マ
ン
人
が
芸
術
的
品
質
あ
る
家
具
は
全
部
地
中
海
諸
地
方
か
ら
直
接
に
受
取
る
か
少
く
と
も
こ
う
し
た
輸
入
の

品
々
を
模
し
て
い
た
こ
と
に
、
も
は
や
疑
い
の
余
地
は
あ
り
え
な
い
。
さ
よ
う
、
も
し
も
事
態
が
こ
の
よ
う
で
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

言
い
か
え
る
と
、
ま
こ
と
に
永
く
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
人
ペ
ル
シ
ア
人
を
支
配
せ
る
ア
ル
サ
ケ
ス
朝
す
な
わ
ち
太
古
の
芸
術
基
盤
の
新
統
治

者
も
、
同
様
ヘ
レ
ニ
ズ
ム-

ロ
ー
マ
芸
術
に
は
無
条
件
的
に
依
存
し
て
い
る
と
見
え
な
い
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
そ
は
驚
き
と
な
っ
た
に
違

い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ア
ル
サ
ケ
ス
朝
時
代
の
芸
術
で
明
る
み
に
出
せ
た
も
の
は
無
論
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
、
当
代
に
入
れ
る
の
は

確
率
の
度
に
よ
る
だ
け
の
品
を
差
引
け
ば
、
完
全
に
残
る
の
は
た
だ
硬
貨

0

0

（M
ünze

）
と
ゴ
ー
タ
ル
ゼ
ー
ス
の
浮
彫

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（Relief des 

Gotarzes

）
だ
け
で
あ
る
。

　

ア
ル
サ
ケ
ス
朝
の
硬
貨

0

0

は
、
古
代
ペ
ル
シ
ア
芸
術
最
近
年
の
編
纂
者
デ
ュ
ラ
フ
ォ
ア
も
強
調
す
る
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
の
手
本
を
完

全
に
真
似
て
い
る
（M

arcel A
uguste D

ieulafoy, 1844-1920. L’A
rt A

ntique de la Perse. 5 vols. 1884-1889. Ⅴ

）。
硬
貨
周
囲
に
刻
印
の

銘
は
ギ
リ
シ
ア
文
字
で
あ
る
。
パ
ル
テ
ィ
ア
独
得
の
も
の
と
し
て
よ
い
の
は
粗
っ
ぽ
い
外
見
で
あ
る
。
見
た
だ
け
で
ギ
リ
シ
ア
人
の
手

と
判
る
二
三
み
ご
と
な
作
例
に
も
欠
け
て
は
い
な
い
が
、わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、硬
貨
の
最
大
部
分
は
土
地
の
人
々

の
手
に
成
り
、
し
た
が
っ
て
パ
ル
テ
ィ
ア
人
自
身
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
技
芸
流
儀
を
唯
一
の
支
配
的
方
法
と
し
て
用
い
て
い
た
、
と
い
う



13

リーグル著『オリエント古絨毯』（六）　─附載「郷民芸術・家内仕事・家内工業」二─

事
情
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
ゴ
ー
タ
ル
ゼ
ー
ス

0

0

0

0

0

0

0

［
二
世
在
位
紀
元
三
九
／
四
四
─
五
一
年
］
の
浮
彫

0

0

0

を
顧
慮
す
れ
ば
、
こ
の
摩
崖
浮
彫
で
王
が
勝ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア

利
女
神
か

ら
王
冠
を
授
か
る
と
見
え
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
ギ
リ
シ
ア
人
ロ
ー
マ
人
の
芸
術
言
語
と
の
内
密
こ
の
上
な
い
連
関
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

建
築
の
保
存
遺
跡
で
ア
ル
サ
ケ
ス
時
代
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
銘
文
の
保
証
こ
そ
無
い
に
し
て
も
、
や
は
り
当
代
に
属
す
る
確
率

が
大
き
い
。
こ
と
に
興
味
深
い
の
は
ア
ラ
ビ
ア
の
太
守
王
家
が
居
城
を
構
え
た
ハ
ト
ラ
（H

atra

）
の
宮
殿
廃
墟
で
あ
り
、
あ
る
い
は

こ
こ
で
後
期
サ
ラ
セ
ン
芸
術
に
出
合
え
る
か
の
期
待
も
尤
も
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
。
し
か
し
サ
ラ
セ
ン
芸
術
に
つ
い
て
は
痕
跡
が
見

ら
れ
ず
、
少
く
と
も
飾
粧
（D

ekoration

）
で
は
、
と
い
う
の
も
固
有
の
構
築
的
素
質
を
制
約
す
る
の
が
当
地
オ
リ
エ
ン
ト
住
民
の
必

要
で
あ
り
風
土
の
要
求
で
あ
る
か
ら
だ
が
、
国
民
的
ペ
ル
シ
ア
の
影
響
に
つ
い
て
も
同
じ
く
痕
跡
が
見
ら
れ
な
い
。
デ
ュ
ラ
フ
ォ
ア
が

パ
ル
テ
ィ
ア
の
特
性
と
し
て
挙
げ
て
も
よ
い
か
と
す
る
唯
一
の
も
の
は
、
迫ア

ー
チ持

の
丸
天
井
切ブ

ロ
ッ
ク石

か
ら
ひ
ど
く
張
出
し
て
い
る
人
頭
の
列

で
あ
る
（
前
掲
書Ⅴ

. p. 18, fig. 9

）。
こ
れ
の
動モ

テ
ィ
ー
フ因

は
、
チ
ン
ギ
ス
汗ハ

ー
ン

や
テ
ィ
ム
ー
ル
の
先
祖
た
る
首
狩
り
パ
ル
テ
ィ
ア
人
の
真
正
な
芸

術
的
所
産
で
あ
ろ
う
、
と
デ
ュ
ラ
フ
ォ
ア
は
見
る
。
こ
の
ハ
ト
ラ
の
人
頭
は
他
所
の
迫ア

ー
チ持

で
は
脚
を
組
み
衣
裳
の
流
れ
る
女
性
像
、
す

な
わ
ち
、
よ
く
知
ら
れ
た
古
代
意モ

テ
ィ
ー
フ匠

の
舞
姫
た
ち
と
換
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
こ
で
飾
り
に
は
普
通
の
構
築
的
成
員
が
加
わ
る
─
─
柱

頭
装
飾
帯
（K

ym
ation

）
に
卵
鏃
文
（Eierstab

）、
わ
け
て
も
門
柱
上
ま
こ
と
に
よ
ろ
し
く
二
列
に
整
え
ら
れ
た
ア
カ
ン
サ
ス
で
あ
る

（
前
掲
書Ⅴ

. p. 10, fig. 10

）。（
太
陽
と
月
と
の
）
胸
像
お
よ
び
寓
話
動
物
の
帯フ

リ

ー

ズ

状
装
飾
が
内
容
は
確
か
に
現
地
の
神
話
と
連
関
す
る
も
の
の
、

現
地
の
神
話
は
汎
神
論
の
ロ
ー
マ
帝
国
内
で
国
民
的
性
格
の
大
方
を
失
っ
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
た
ん
に
ロ
ー
マ
や

ギ
リ
シ
ア
で
ば
か
り
か
、
ガ
リ
ア
や
ブ
リ
タ
ニ
ア
や
ゲ
ル
マ
ニ
ア
の
地
方
で
す
ら
は
っ
き
り
と
、
紋
章
や
刻
銘
に
オ
リ
エ
ン
ト
祭
儀
の

痕
跡
を
追
跡
で
き
る
次
第
と
な
っ
て
い
る
。

　

模
写
が
デ
ュ
ラ
フ
ォ
ア
本
に
あ
る
ヴ
ァ
ル
カ
（W

arka

）
の
柱
頭
群
（
前
掲
書Ⅴ

. p. 27, fig. 12-14

）
に
つ
い
て
も
同
様
、
こ
れ
ら
が
な
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お
も
ア
ル
サ
ケ
ス
朝
に
属
す
る
の
か
、
完
全
に
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
れ
で
も
粗
い
形
体
か
ら
は
っ
き
り
と
、
イ
オ
ニ
ア
式
柱
頭
の
模

倣
に
努
め
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
し
、
こ
の
こ
と
は
恐
ら
く
当
の
早
い
時
代
を
指
す
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
幾
つ
か
石
製
格
子
細
工

の
標
本
（
前
掲
書Ⅴ

. p. 29

）
も
決
し
て
古
典
古
代
と
無
縁
の
形
体
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
に
何
故
デ
ュ
ラ
フ
ォ
ア
が
格
別
な

現
地
の
伝
統
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
か
、
理
解
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ほ
ぼ
紀
元
前
二
世
紀
か
ら
紀
元
後
二
世
紀
に
わ
た
る
ペ
ル
シ
ア
芸
術
の
考
察
を
終
え
て
は
っ
き
り
す
る
の
は
、
短
期
で
し
か
な
か
っ

た
と
し
て
も
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
［
紀
元
前
三
一
二
─
前
六
四
年
］
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
人
支
配
は
、
こ
の
地
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
芸
術
の
徹
底
的
な

入
場
を
許
す
に
は
充
分
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
異
議
を
唱
え
て
、
当
地
の
パ
ル
テ
ィ
ア
人
支
配
者
は
現
地
の
民

族
か
ら
出
た
者
で
な
く
、
草ス

テ

ッ

プ

原
地
蛮
族
出
の
子
孫
と
し
て
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
芸
術
侵
入
に
は
無
条
件
で
身
を
染
め
た
に
違
い
な
く
、
他
方

で
相
並
ぶ
本
来
の
ペ
ル
シ
ア
人
に
は
国
民
的
芸
術
が
、
少
く
と
も
隠
れ
て
、
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
に
は
も
は
や
認
め
る
こ
と
の
で
き
な

い
姿
で
、
な
お
も
永
く
生
延
び
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
、
と
見
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
試
金
石
を
提
供
す
る
の
は
、

後
続
の
国
民
出
の
君
主
国
サ
サ
ン
朝
［
紀
元
二
二
六
─
六
五
一
年
］
の
も
と
で
、
す
な
わ
ち
紀
元
三
世
紀
中
葉
以
来
、
新
た
な
ペ
ル
シ
ア

王
国
内
で
行
わ
れ
て
き
た
芸
術
の
考
察
で
あ
る
。

　

こ
の
君
主
国
か
ら
芸
術
は
多
く
の
助
成
を
得
た
か
に
見
え
る
。
だ
が
遺
例
の
大
観
が
許
す
限
り
で
は
、
こ
の
芸
術
を
国
民
的
ル
ネ
サ

ン
ス
と
呼
ぶ
の
は
全
く
不
適
切
で
あ
る
。
サ
サ
ン
朝
の
芸
術
は
む
し
ろ
後
期
ロ
ー
マ
の
古
代
様
式
と
初
期
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
様
式
と
の

融
合
に
不
可
欠
の
成
分
に
他
な
ら
な
い
。
た
だ
し
西
方
に
お
い
て
よ
り
も
作
り
の
程
度
が
種
々
さ
ま
ざ
ま
に
粗
い
の
は
、
ア
レ
ク
サ
ン

ド
リ
ア
や
ロ
ー
マ
や
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ウ
ム
な
る
後
期
古
代
芸
術
活
動
の
中
心
地
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

　

ま
ず
は
サ
サ
ン
朝
建
築
芸
術
で
最
も
重
要
な
遺
構
、
ク
テ
シ
フ
ォ
ン
の
ホ
ス
ロ
ー
王
宮

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（K
hosroes- Palast zu K

tesiphon　

前
掲
書 

D
ieulafoy, Ⅴ

. fig. 3ff.

）
の
正
面
部
（Fassade

）
を
眺
め
よ
う
。
外
見
で
は
何
階
か
の
作
り
と
思
わ
せ
る
が
、
宮
殿
内
部
の
構
成
と
は
何



15

リーグル著『オリエント古絨毯』（六）　─附載「郷民芸術・家内仕事・家内工業」二─

ら
対
応
の
な
い
飾
粧
の
正
面
部
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
。
半
円
迫ア

ー
チ持

の
列ア

ー
ケ
ー
ド栱

が
壁
面
を
幾
つ
か
の
階
へ
と
分
け
て
、

下
方
二
つ
の
階
で
は
片
蓋
柱
（Pilaster

）
ご
と
に
纏
め
ら
れ
た
区
分
が
あ
る
か
に
見
え
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス

宮
殿
で
確
め
ら
れ
る
後
期
古
代
壁
面
飾
粧
の
原
理
だ
が
、
た
だ
し
ロ
ー
マ
の
皇
帝
宮
殿
に
お
け
る
分
節
構
成
の
熟
考
熟
慮
か
ら
は
遠
く

隔
た
っ
て
い
る
。
総
じ
て
西
方
で
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
蛮
風
が
す
で
に
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
下
階

に
並
ぶ
片
蓋
柱
の
水ア

ー
キ
ト
レ
ー
ヴ

平
梁
部
上
で
真
中
に
立
つ
上
階
片
蓋
柱
の
載の

り
具
合
で
あ
る
。

　

ク
テ
シ
フ
ォ
ン
の
王
宮
正
面
部
が
示
す
の
は
、
こ
の
よ
う
に
後
期
ロ
ー
マ
壁
面
飾
粧
の
粗
い
模
倣
に
他
な
ら
な
い
。
国
民
的-

ペ
ル

シ
ア
的
な
る
も
の
と
の
連
関
は
む
し
ろ
建
物
の
構
成
に
表
れ
て
い
る
。
丸
屋
根
（W

ölbung　

穹
窿
）
の
芸
術
（K

unst　

技
芸
）
は
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
や
イ
ラ
ン
な
る
木
材
に
乏
し
い
地
方
の
古
い
持
物
で
あ
り
、
現
に
太
古
の
時
代
か
ら
中
世
に
ま
で
間
断
な
く
受
継
が
れ
て
き

た
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
エ
ジ
プ
ト
の
ラ
メ
セ
ス
葬
祭
殿
や
ニ
ネ
ヴ
ェ
で
指
摘
さ
れ
た
尖
頭
迫
持
［
オ
ジ
ー
ヴ
］
が
ホ
ス
ロ
ー
王
宮
に

登
場
す
る
の
も
右
の
連
関
の
事
柄
で
、
こ
こ
で
は
上
階
の
負
担
軽
減
の
た
め
丸
屋
根
に
大
穴
が
開
け
ら
れ
た
が
、
ま
こ
と
に
特
徴
的
な

が
ら
明
る
い
穴
の
向
き
は
、
飾
粧
の
正
面
部
へ
向
け
て
で
な
く
、
観
る
者
の
眼
差
に
は
隠
さ
れ
て
い
る
建
物
内
部
へ
向
け
て
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
西

オ
ク
シ
デ
ン
ト

洋
に
お
い
て
と
同
様
こ
こ
で
も
初
期
中
世
に
、
伝
承
さ
れ
た
共
有
的
後
期
古
代
図
式
の
内
部
で
、
ま
ず
は
純
粋
に
実
務

的
で
多
分
に
偶
然
的
な
契
機
の
登
場
す
る
の
が
見
え
る
が
、
現
れ
た
当
の
瞬
間
に
は
、
後
世
の
発
展
に
お
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
役

割
が
こ
う
し
た
契
機
に
用
意
さ
れ
て
い
る
か
、
誰
し
も
全
く
気
付
か
な
か
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

つ
づ
い
て
サ
サ
ン
朝
芸
術
遺
例
の
な
か
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
、サ
サ
ン
朝
諸
王
が
戦
勝
を
称
揚
せ
る
摩
崖
浮
彫

0

0

0

0

（Felsenrelief

し
ば
し
ば
刊
行
さ
れ
る
が
、
最
近
年
で
は
こ
れ
も
デ
ュ
ラ
フ
ォ
ア
の
前
掲
書
に
あ
る
─Ⅴ

.
）
を
一
瞥
し
よ
う
。
こ
う
し
た
彫
刻
を
見
て
真
先
に
異
国

風
と
思
わ
せ
る
の
は
人
物
の
風
変
り
な
衣
装
で
あ
っ
て
、こ
れ
が
後
期
ロ
ー
マ
常
用
の
衣
装
と
は
本
質
的
に
相
違
す
る
。け
れ
ど
も
ロ
ー

マ
の
浮
彫
に
刻
ま
れ
た
ペ
ル
シ
ア
人
虜
因
の
姿
を
思
出
す
だ
け
で
、
も
は
や
両
芸
術
領
域
の
親
近
性
、
ど
こ
ろ
か
共
通
性
は
見
誤
る
こ
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と
が
で
き
な
か
ろ
う
。
全
般
的
に
は
や
は
り
新
ペ
ル
シ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
を
語
る
正
し
さ
に
執
着
す
る
人
だ
が
、
そ
の
デ
ュ
ラ
フ
ォ
ア

で
も
右
の
印
象
は
拒
め
な
い
。
例
の
大
凱
旋
門
（
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
・
セ
ウ
ェ
ル
ス
帝
）
や
記
念
円
柱
（
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
、
マ
ル
ク
ス･

ア
ウ
レ

リ
ウ
ス
帝
）
と
同
じ
纏
め
方
が
あ
り
、
同
じ
細
部
処
理
が
あ
っ
て
、
た
だ
ま
た
し
て
も
、
さ
き
に
ホ
ス
ロ
ー
宮
殿
で
確
め
た
こ
と
と
類

比
的
に
、
あ
る
程
度
の
蛮
化
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
決
定
的
に
大
切
な
こ
と
な
の
だ
が
、
右
の
浮
彫
を
岩
壁
に

刻
ん
だ
の
は
ギ
リ
シ
ア
人
で
な
く
、
土
地
の
人
々
で
あ
っ
た
─
─
こ
の
こ
と
を
デ
ュ
ラ
フ
ォ
ア
は
鋭
敏
に
も
ロ
ー
マ
人
衣
服
の
処
理
に

即
し
て
立
証
す
る
が
、
原
則
と
し
て
ロ
ー
マ
人
衣
服
の
出
来
は
、
ペ
ル
シ
ア
人
衣
装
に
纏ま

つ

わ
る
処
理
よ
り
も
遥
か
に
自
然
ら
し
さ
が
劣

る
の
で
あ
る
。

　

右
の
ご
と
く
述
べ
れ
ば
サ
サ
ン
朝
王
国
の
技
芸
慣
習
に
及
ぼ
し
た
後
期
ロ
ー
マ
古
代
の
圧
倒
的
影
響
は
も
は
や
ほ
と
ん
ど
疑
え
な
い

と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
、
持
出
さ
れ
た
証
拠
が
関
る
の
は
や
は
り
本
質
的
に
記
念
碑
的
芸
術
だ
け
で
あ
っ
て
、
他
方
の
絨
毯
は
工0

芸0

（K
unstgew

erbe

）
の
領
域
す
な
わ
ち
芸
術
活
動
の
比
較
的
下
位
に
あ
る
小
枝
に
属
し
、
こ
こ
で
は
昔
な
が
ら
の
形
体
が
、
例
え
ば

西
方
文
化
の
優
越
性
が
隈く

ま

な
く
迫
っ
て
納
得
づ
く
で
優
勢
と
な
る
建
築
や
彫
刻
に
お
い
て
よ
り
も
、
邪
魔
さ
れ
ず
に
容
易
く
生
永
ら
え

た
、と
異
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
物
語
る
別
な
る
時
代
の
相
似
た
例
は
見
出
す
の
に
難
し
く
な
い
。

世
は
挙
げ
て
フ
ラ
ン
ス
風
流
行
様
式
で
刺
繡
す
る
と
い
う
前
世
紀
［
十
八
世
紀
］
ド
イ
ツ
で
、
エ
ル
ベ
河
の
辺
鄙
な
沼
沢
地
や
幾
つ
か

高
地
ア
ル
プ
ス
溪
谷
の
家
内
仕
事
の
刺
繡
で
は
太
古
の
装
飾
文
様
法
が
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
序つ

い
で

な
が
ら
装
飾
文
様
法
と
な
れ
ば
、
こ

れ
は
さ
き
に
問
題
の
時
代
と
も
決
し
て
全
く
無
縁
と
し
て
は
な
る
ま
い
。

　

と
こ
ろ
で
サ
サ
ン
朝
時
代
の
オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
製
造
に
つ
い
て
は
、
も
と
よ
り
当
時
す
で
に
、
後
代
の
中
世
か
ら
最
近
時
ま
で
に
お

い
て
と
同
じ
く
、
上
流
向
け
の
豪
華
特
製
工
程

0

0

0

0

0

0

（Luxusfabrikation

）
と
普
段
日
用
の
家
内
仕
事
制
作

0

0

0

0

0

0

（H
ausfleißproduktion

）
と
を

区
別
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
後
者
は
装
飾
文
様
に
つ
い
て
原
始
的
と
は
い
え
太
古
か
ら
伝
承
の
文
様
法
に
固
執
し
た
と
し
て
よ
か
ろ
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う
が
、
こ
れ
は
実
質
す
べ
て
に
お
い
て
今
日
の
遊
牧
民
絨
毯
の
文
様
法
に
合
致
す
る
と
見
て
よ
く
、
現
状
の
歴
史
的
前
段
階
と
し
て
考

察
す
べ
き
装
飾
文
様
法
で
あ
る
。
前
者
の
豪
華
特
製
工
程
に
は
、当
時
を
支
配
し
た
最
新
流
行
、す
な
わ
ち
後
期
ロ
ー
マ-

ビ
ザ
ン
テ
ィ

ン
芸
術
方
式
に
ぴ
っ
た
り
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
は
確
か
と
し
て
よ
い
。
後
期
古
代
の
著
述
家
に
多
々
語
ら
れ
て
い
る
西
洋
向
け

輸
出
品
と
も
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
一
段
と
上
流
な
人
々
に
繫
が
れ
て
い
た
で
も
あ
ろ
う
。
こ
う
な
る
と
や
は
り
、
オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
添

毛
手
結
び
の
人
々
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
買
手
に
顧
慮
し
な
か
っ
た
、
な
ど
と
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
工
芸
の
領
域
で
も
不
可
避

的
に
、
ロ
ー
マ-

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
装
飾
文
様
法
の
が
わ
か
ら
の
影
響
が
生
じ
た
に
違
い
な
か
っ
た
。

　

オ
リ
エ
ン
ト
の
工
芸
（K

unstgew
erbe

）
と
し
て
思
う
の
は
ま
ず
サ
サ
ン
朝
工
芸
だ
が
、
芸
術
史
案
内
書
で
は
ど
こ
に
で
も
、
後
期

古
代
に
オ
リ
エ
ン
ト
の
工
芸
は
西
洋
へ
の
大
き
な
影
響
を
見
せ
た
で
あ
ろ
う
、
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
結
付
け
る
の
が

た
だ
、
オ
リ
エ
ン
ト
で
は
太
古
か
ら
土
着
で
あ
っ
た
何
ら
か
の
技
術
的
過
程
の
普
及
に
つ
い
て
だ
け
な
ら
ば
、
異
論
は
ひ
と
つ
も
出
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
普
及
を
導
く
主
要
刺
戟
は
す
で
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
征
服
が
与
え
て
い
た
し
、
普
及
の
遂
行
は
実
質
的

に
は
早
く
も
後デ

ィ
ア
ド
コ
イ

継
者
時
代
に
生
じ
て
い
た
。
他
方
の
装
飾
文
様
法
と
な
れ
ば
、
い
ず
れ
の
が
わ
に
主
導
的
役
割
が
あ
っ
た
か
と
決
定
で

き
る
に
は
、
後
期
古
代-

オ
リ
エ
ン
ト
を
由
来
と
す
る
遺
存
の
品
々
に
、
前
以
て
照
会
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

由
来
に
疑
い
な
い
サ
サ
ン
朝
工
芸

0

0

0

0

0

0

の
遺
例
で
、
新
ペ
ル
シ
ア
工
芸
の
特
別
な
性
格
を
読
取
る
こ
と
の
で
き
る
ほ
ど
の
数
が
保
持
さ
れ

て
い
る
領
域
は
た
だ
ひ
と
つ
、
す
な
わ
ち
金
工

0

0

（Goldschm
iedekunst

）
だ
け
で
あ
る
。

　

言
い
か
え
る
と
、
か
な
り
多
数
の
銀
器

0

0

（Silbergerät

）
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
と
サ
サ
ン
朝
王
国
と
の
連
関
は
疑
う
こ
と
が

で
き
な
い
。と
い
う
の
も
幾
つ
か
の
品
に
は
パ
フ
レ
ヴ
ィ
文
字［Pehlevi　
サ
サ
ン
朝
時
代
公
用
語
］が
刻
ま
れ
て
い
る
し（
例
え
ば
ス
テ
フ
ァ
ー

ニ
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
水
指
。Ludolf Stephani, 1811-1887. in : Com

pt rendu de la Com
m

ision Im
périale A

rchéologique. St. Petersburg

（1878

）, p. 153

）、
他
の
品
々
は
衣
装
の
点
で
サ
サ
ン
朝
摩
崖
浮
彫
と
き
わ
め
て
緊
密
に
連
な
る
か
ら
で
あ
る
（
同
右
報
告 fig. Ⅶ

）。
け
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れ
ど
も
、
衣
装
を
越
え
る
も
の
、
人
物
の
総
じ
て
む
き
出
し
の
人
柄
を
越
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
隈
な
く
後
期
古
代
の
精
神
が
満
ち

て
い
る
と
見
え
る
。

　

こ
の
こ
と
は
と
り
わ
け
装
飾
文
様
に
つ
い
て
言
え
る
。
あ
る
の
は
全
く
後
期
古
代
の
蔓
草
文
様
で
あ
り
、
葉
冠
や
輪
つ
な
ぎ
心ハ

ー
ト臓

形

や
慣
用
の
襠ま

ち

［
当
て
布
］
風
空
間
充
填
で
あ
る
。
こ
と
に
教
え
ら
れ
る
の
は
ス
テ
フ
ァ
ー
ニ
公
表
の
深
皿

0

0

（Schüssel in : Com
pte rendu 

1881, pl. Ⅱ
. 10. Stephani 

の
論
評
は p. 52ff.

）
で
あ
る
。
中
央
で
は
リ
ラ
を
弾
く
愛エ

ロ
ス神

が
獅
子
に
乗
り
、
周
り
は
二
つ
の
同
心
円
内
に
自

然
動
物
と
空
想
動
物
が
走
り
、
最
外
部
で
古
代
葉
冠
ひ
と
つ
が
締
め
く
く
り
と
な
る
が
、
こ
こ
か
ら
な
ら
ば
確
か
に
「
や
っ
と
こ
模
様

（Zangenm
uster

）」（
＊
）

も
出
る
は
ず
の
、
例
の
蛮
風
に
変
形
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
当
の
深
皿
考
で
ス
テ
フ
ァ
ー
ニ
自
身
は
、
中
心

的
画モ

テ
ィ
ー
フ

因
た
る
愛エ

ロ
ス神

が
ど
れ
ほ
ど
後
期
ロ
ー
マ
の
古
代
芸
術
表
象
圏
か
ら
の
借
用
で
あ
る
こ
と
か
と
強
調
し
て
い
る
。
愛エ

ロ
ス神

が
オ
リ
エ
ン

ト
の
衣
装
で
、
脚
を
組
ん
で
坐
っ
て
い
る
と
見
え
る
の
は
、
も
と
よ
り
制
作
者
が
ペ
ル
シ
ア
人
の
所せ

為い

で
あ
る
。
反
面
、
相
似
た
例
で

今
日
な
お
多
く
思
わ
れ
勝
ち
だ
が
、
空
想
動
物
は
決
し
て
ペ
ル
シ
ア
専
有
の
名
物
で
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
芸
術
に
と
っ
て
動
物
文
様
は
一

度
と
し
て
他よ

郷そ

者
で
な
か
っ
た
し
、
寓
話
動
物
（Fabeltier 

龍
な
ど
想
像
上
の
動
物
）
は
古ア

ル
カ
イ
ク

拙
期
の
オ
リ
エ
ン
ト
化
す
る
陶
器
画
に
見
ら

れ
る
ば
か
り
か
、
と
り
わ
け
ポ
ム
ペ
イ
壁
画
で
も
使
わ
れ
て
い
る
（
下
記
の
例
─
─Fausto e Felice N

iccolini, Casa di Sallustio

［1890

］

T
av. 3. in : Case ed i m

onum
enti di Pom

pei

（N
eapel

）, 1854-1896

）。
わ
れ
わ
れ
が
歴
史
的
情
報
を
も
つ
最
古
の
ペ
ル
シ
ア
王
国
は
ま
だ

話
題
と
な
り
得
な
か
っ
た
時
代
に
、
早
く
も
ア
ジ
ア
の
混
成
動
物
は
地
中
海
民
族
の
芸
術
圏
内
へ
入
り
込
ん
で
い
る
。
だ
が
サ
サ
ン
朝

時
代
で
は
も
は
や
総
じ
て
扱
う
問
題
で
も
な
い
の
は
、
当
の
姿
を
描
く
装
飾
文
様
法
は
す
で
に
、
後
期
ロ
ー
マ-

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
な
る

古
代
の
支
配
が
達
し
た
地
な
ら
ば
到
る
と
こ
ろ
で
流
布
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

�（
＊
）
別
な
る
「
ス
キ
タ
イ
」
の
例
が
同
じ
説
明
で
ハ
ム
ペ
ル
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
─
─Josef H

am
pel, 1849-1913. D

er Goldfund 

von N
agy- Szent- M

iklós. 1885. S. 94f.　

け
れ
ど
も
私
は
こ
の
説
明
に
賛
同
で
き
な
い
。
当
の
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
のZangenm

uster

の
謎
め
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い
た
奇
妙
さ
は
「Zangen 

や
っ
と
こ
・
火
挟
み
」
に
で
な
く
、
こ
れ
の
コ
ム
パ
ス
状
の
連
結
（V

erbindung 

繫
ぎ
方
）
に
あ
る
ゆ
え
に
で
あ
る
。

ハ
ム
ペ
ル
の
眼
中
に
あ
る
の
は
本
来
のZangenm

uster

（
図
例
は
下
記
参
照
─
─O

skar M
othes, D

ie Baukunst des M
ittelalters in 

Italien.
（5 T

eile

（Jena

）1882-1883

）Fig. 66d

）
で
な
く
、そ
の
種
の
も
の
と
デ
ヒ
オ
（Georg D

ehio, 1850-1932

）
の
説
い
た
模
様
で
あ
る
が
、

こ
の
模
様
が
波
状
葉
文
（Blattw

elle

）
か
ら
出
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
サ
サ
ン
朝
銀
器
内
で
諸
他
文
様
と
並
ぶ
動
物
文
様
に
出
合
う
と
し
て
も
、
こ
こ
に
往
昔
の
ア
ッ
シ
リ
ア
人
と
か
古
代
ペ

ル
シ
ア
人
の
古ア

ル
カ
イ
ク

拙
期
様
式
の
国
民
的
残
響
を
読
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
根
拠
は
な
い
。
こ
う
し
た
動
物
文
様
は
む
し
ろ
、
当
の
金
工
に

よ
る
諸
作
の
植
物
的
と
か
慣
習
的
な
ど
の
装
飾
文
様
と
同
じ
く
、
後
期
ロ
ー
マ-

古
代
が
も
つ
形
体
（Form

）
群
の
宝
庫
か
ら
取
出

さ
れ
た
と
見
る
の
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
。

　

こ
の
際
な
お
ひ
と
つ
の
事
情
を
語
り
た
い
。
サ
サ
ン
朝
の
銀
細
工

（
＊
）

が
芸
術
的
価
値
で
は
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン-

ロ
ー
マ
の
細
工
に
劣

る
こ
と
、
し
か
も
建
築
や
彫
刻
で
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
人
の
作
業
が
西

オ
ク
シ
デ
ン
ト

洋
の
作
業
に
後
れ
る
の
と
ほ
ぼ
同
程
度
に
劣
る
こ
と
は
、
や
は

り
誰
し
も
否
定
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
価
値
に
お
い
て
劣
位
の
品
が
高
位
の
品
に
何
か
影
響
し
た
、
な
ど
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
そ
う
に
な

い
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
サ
サ
ン
朝
も
の
に
疑
い
な
い
大
方
の
金
工
品
も
、
見
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
ロ
シ
ア
の
地
、
ペ
ル
ミ
行
政
管
区

（Perm
 

ウ
ラ
ル
地
方
西
部
の
都
市
）（

＊
＊
）

す
な
わ
ち
住
民
が
一
方
で
は
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
し
、
他
方
で
は
輸
出
の
盛
ん
な

地
中
海
諸
国
よ
り
も
サ
サ
ン
朝
王
国
に
近
し
い
関
係
を
も
つ
こ
と
の
で
き
た
地
方
で
あ
っ
た
。

　

�（
＊
）
こ
う
し
た
銀
器
の
大
部
分
は
呈
示
内
容
（
王
の
狩
猟
な
ど
）
か
ら
推
し
て
確
か
に
最
上
流
人
士
用
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
く
、
比
べ
て
後
期

ロ
ー
マ
銀
器
の
粗
製
ぶ
り
は
、
低
所
得
の
持
主
向
け
と
い
う
こ
と
で
説
明
で
き
よ
う
。

　

�（
＊
＊
）
大
方
の
こ
と
を
前
掲
の
ス
テ
フ
ァ
ー
ニ
（Stephani, in : Com

pte rendu, 1878, p. 145ff. ; 1881, p. 52ff.

）
に
負
う
が
、
当
の
遺
例
に

つ
い
て
は
早
く
も
一
八
六
七
年
と
一
八
七
五
年
に
報
告
さ
れ
て
い
た
。
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上
述
の
銀
細
工
に
比
べ
る
と
、
他
に
な
お
わ
れ
わ
れ
に
遺
贈
さ
れ
た
新
ペ
ル
シ
ア
人
の
工
芸
成
果
は
比
較
的
重
要
で
な
い
。
こ
の
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
原
則
的
に
ま
さ
し
く
サ
サ
ン
朝
諸
王
の
専
権
と
見
做
さ
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
が
、
絹
織
物

0

0

0

（Seidenstoff

）
に
つ
い
て

す
ら
言
え
る
。

　

も
と
よ
り
後
期
古
代
お
よ
び
初
期
中
世
の
絹
織
物
は
サ
サ
ン
朝
に
由
来
す
る
と
の
仮
説
は
、
こ
れ
を
支
え
た
土
台
た
る
、
あ
れ
こ
れ

外
的
な
支
点
に
欠
け
て
い
な
い
。
こ
こ
に
は
と
り
わ
け
、ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
に
お
け
る
養
蚕

0

0

（Seidenzucht

）
は
よ
う
や
く
ユ
ス
テ
ィ

ニ
ア
ヌ
ス
大
帝
（
在
位
五
二
七
─
五
六
五
年
）
の
も
と
で
普
及
と
い
う
事
情
も
入
る
。
そ
れ
ゆ
え
地
中
海
諸
国
に
達
す
る
た
め
に
東
ア
ジ

ア
の
絹
は
ペ
ル
シ
ア
王
国
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
こ
の
事
情
を
み
ご
と
に
活
用
す
る
術
を
ペ
ル
シ
ア
の
諸
王
は
歴
然

と
心
得
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
で
は
ま
だ
、
ロ
ー
マ-

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
西
洋
が
既
成
絹
布

0

0

0

0

（verw
ebte Seide 

織
ら
れ
た
絹
）
に

つ
い
て
も
ペ
ル
シ
ア
な
る
東
方
に
頼
っ
て
い
た
、
と
推
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
以
前
す
で
に
絹
織
り
（Seidenw

eberei

）
が
シ
リ
ア

0

0

0

や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

0

0

0

0

0

0

で
栄
え
て
い
た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
っ

て
い
る
（W

ilhelm
 H

eyd, 1823-1906. Geschichte des Levantehandels in M
ittelalter. Stuttgart 1879. Bd. I, S. 21 

参
照
の
こ
と
）。
ペ
ル
シ

ア-

レ
ヴ
ァ
ン
ト
の
交
易
で
調
達
さ
れ
た
の
は
ま
さ
に
粗
絹
だ
け
で
、
こ
れ
を
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
人
自
身
が
織
っ
て
仕
上
げ
た
。
早
く
も

サ
サ
ン
朝
の
シ
ャ
プ
ー
ル
一
世
（Schapur I, 241-273
）
は
紀
元
三
世
紀
に
多
数
の
絹
織
工
を
戦
利
品
と
し
て
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
お
よ
び

シ
リ
ア
か
ら
ペ
ル
シ
ア
へ
移
住
さ
せ
た
。
後
代
の
伝
統
で T

uster Sus 

そ
の
他
ペ
ル
シ
ア
都
市
の
絹
織
術
（Seidenw

eberei

）
の
起

源
は
ペ
ル
シ
ア
王
国
へ
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
絹
織
工
の
移
植

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
帰
せ
ら
れ
る
が
、
何
故
こ
の
伝
統
は
間
違
い
と
さ
れ
る
の
か
理
解
で
き
な

い
。
さ
よ
う
、
シ
ャ
プ
ー
ル
一
世
を
俟
っ
て
再
度
よ
う
や
く
ペ
ル
シ
ア
王
国
ま
す
ま
す
の
盛
時
が
始
ま
っ
た
が
、
豪
華
織
物
工
場
生
産

に
と
っ
て
の
前
提
も
こ
れ
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
今
日
な
お
保
存
さ
れ
て
い
る
遺
例
と
照
し
合
せ
た
い
。
新
ペ
ル
シ
ア
か
ら
出
た
こ
と
に
間
違
い
な
い
絹
織
物
の
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数
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
絹
織
物
に
お
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
に
異
国
風
と
思
わ
せ
て
、
い
ず
れ
に
も
共
通
の
根
基
を
認
め

さ
せ
る
も
の
は
、
主
と
し
て
人
物
の
衣
装
で
あ
る
。
第
二
〇
図
第
二
一
図
の
布
地
模
様
（Stoffm

uster 

布
地
見
本
。
下
記
の
書
か
ら
採
録
─

Friedrich Fischbach, 1839-1908. O
rnam

ente der Gew
ebe von 1000 vor Christus bis 1800 nach Chr. 1883. T

af. 3

）
双
つ
だ
け
を
眺
め
よ

う
。
第
二
〇
図
に
は
祭
壇
が
あ
り
、
双デ

ィ
オ
ス
ク
ロ
イ

子
神
（
？
）
に
守ゲ

ニ

ウ

ス

護
神
に
犠
牲
牛
が
い
て
、
間
違
い
な
く
後
期
ロ
ー
マ
由
来
の
も
の
と
見
え
る
。

第
二
一
図
に
は
風
変
り
な
衣
装
の
騎
手
が
い
て
、
こ
と
に
獅
子
の
銜く

わ

え
る
や
っ
と
こ

0

0

0

0

類
を
思
え
ば
、
サ
サ
ン
期
由
来
の
も
の
に
帰
せ
ら

れ
る
の
も
尤
も
で
あ
る
。

　

双
つ
の
模
様
は
根
本
的
な
配
置
で
一
致
す
る
。
こ
れ
は
後
期
古
代
の
平
面
分
割
・
平
面
充
填
の
方
式
で
あ
る
。
装
飾
文
様
の
豊
か
さ

で
、
し
ば
し
ば
重
苦
し
い
ま
で
に
な
る
後
期
古
代
は
、
菱
形
と
か
（
円
や
多
角
の
）
求
心
形
に
区
分
け
し
て
大
き
な
平
面
を
解
消
す
る

の
が
常
で
あ
る
。
第
二
〇
図
第
二
一
図
双
つ
の
布
地
模
様
で
は
、
個
々
の
円
形
区
分
内
に
人
物
な
ど
の
場
景
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
呈
示
の

一
半
は
残
り
の
一
半
と
ぴ
っ
た
り
重
な
り
合
う
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
、
と
目
に
映
る
。
ま
た
こ
の
相
称
の
重
複
に
よ
っ
て
人
物
な

ど
の
平
面
充
填
に
も
純
粋
な
飾
粧
の
性
格
が
認
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

無
論
こ
れ
は
古
代
ア
ッ
シ
リ
ア
芸
術
で
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
絶
対
的
相
称

0

0

0

0

0

（absolute Sym
m

etrie

）
の
原
理
で
あ
る
が
、
し
か
し

新
ペ
ル
シ
ア
人
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
時
間
的
に
ひ
ど
く
掛
け
離
れ
た
芸
術
期
双
つ
の
あ
い
だ
に
潜
在
的
な
追
想
、
ま
し

て
や
生
気
溌
剌
の
連
関
を
無
理
強
い
に
思
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
飾
粧
の
原
理
こ
そ
は
ロ
ー
マ
皇
帝
時
代
に
久
し
く
世

間
一
般
の
標
準
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

個
々
の
丸
輪
の
あ
い
だ
と
な
る
四
隅
の
当
て
布
部
（Zw

ickel

）
へ
は
、
双
つ
の
布
地
見
本
で
同
じ
よ
う
に
、
植
物
に
よ
る
平
面
充
填

が
嵌
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
装
飾
文
様
の
配
置
に
つ
い
て
全
般
的
に
後
期
ロ
ー
マ
共
有
の
性
格
が
サ
サ
ン
朝
布
地
（
第
二
一
図
）
に
も
疑
い
な
く
見
え
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る
と
す
れ
ば
、
同
様
こ
れ
の
装
飾
文
様
法
を
個
別
的
に
調
べ
て
も
本
質
的
に
異
国
風
の
も
の
は
何
ひ
と
つ
出
て
こ
な
い
。
丸
い
枠
は
求

心
的
な
三
帯
に
分
た
れ
、
最
も
内
が
わ
の
帯
は
連
珠
文
の
変
様
（Perlenschnur 

第
二
〇
図
ロ
ー
マ
の
布
地
の
同
種
成
員
と
並
べ
て
見
よ
）、
中

央
帯
は
リ
ボ
ン
の
捲
付
く
花
蔓
（Blütenranke

）、
外
が
わ
の
帯
は
ギ
リ
シ
ア
字
母
Γ
（Gam

m
afigur

［en

］）
を
見
せ
て
い
る
。
当
て
布

部
の
葉
形
飾
り
（Laubw

erk

）
は
後
期
古
代
の
ア
カ
ン
サ
ス
蔓
草
の
後
裔
で
あ
り
、し
か
も
丸
く
ギ
ザ
ギ
ザ
を
付
け
た
葉よ

う

縁え
ん

（Blattrand

）

に
は
抽
象
的
形
成
へ
向
う
傾
き
が
明
白
だ
が
、
こ
れ
こ
そ
は
サ
ラ
セ
ン
芸
術
に
お
い
て
後
日
も
と
も
と
の
植
物
的
意
義
を
全
然
も
は
や

思
出
さ
せ
な
い
純
然
た
る
装
飾
文
様
の
形
成
へ
と
導
い
た
傾
向
に
他
な
ら
な
い
。
だ
が
ア
カ
ン
サ
ス
の
抽
象
的
様
式
化
へ
向
う
傾
き
が

サ
サ
ン
朝
芸
術
に
存
在
し
て
い
た
ば
か
り
か
、
地
中
海
の
東
部
で
普
通
に
広
く
勢
い
を
増
大
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
第
二
〇
図
ロ
ー
マ
の

第二〇図
後期ローマ絹布
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布
地
の
相
似
た
葉
縁
形
成
が
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
ロ
ー
マ
の
布
地
の
出
所
は
エ
ジ
プ
ト
か
シ
リ
ア
か
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
探
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

こ
う
い
う
次
第
で
サ
サ
ン
朝
絹
織
物
の
乏
し
い
遺
例
か
ら
は
、
保
持
さ
れ
て
い
る
量
の
遥
か
に
多
い
金
細
工
か
ら
と
同
様
に
、
新
ペ

ル
シ
ア
人
の
国
民
的
（national

）
様
式
を
引
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
比
較
研
究
に
は
標
本
数
が
乏
し
く
て
意
の
ま
ま
に
な
ら

ぬ
状
態
が
危
う
い
と
思
わ
れ
る
な
ら
ば
当
然
、
も
と
よ
り
絨
毯
も
属
す
る
織
布
の
領
域
で
、
こ
れ
で
も
足
り
ぬ
と
は
聴
く
も
煩
わ
し
い

ほ
ど
比
較
材
料
に
富
む
領
域
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
何
年
か
幸
い
に
も
、こ
と
に
サ
ッ
カ
ー
ラ
（Sakkarah< Saqqâra 

古
都M

em
phis 

西
方
の
村
）
と
ア
ク
ミ
ー
ム
（A

khm
îm

< Chem
m

is 

第二一図
ササン朝絹布
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ギ
リ
シ
ア
名 Panopolis

）
で
明
る
み
に
出
た
、
例
の
エ
ジ
プ
ト
墳
墓
大
量
出
土
繊
維
品
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
は
思
い
が
け
ぬ
補
足

と
教
示
が
与
え
ら
れ
た
（A

lois Riegl, D
ie ägyptischen T

extilfunde im
 Ö

sterreichischen M
useum

. W
ien 1889. 

参
照
の
こ
と
）。
こ
れ
ら

は
大
体
の
と
こ
ろ
普
通
の
民
俗
衣
装
（V

olkstracht 

郷
民
服
装
）
の
成
分
で
あ
り
、こ
の
よ
う
な
次
第
で
民
俗
衣
装
の
飾
り
（V

erzierung

［en

］
飾
り
方
）
と
も
わ
れ
わ
れ
は
知
り
合
う
。
サ
サ
ン
朝
織
布
芸
術
［
技
芸
］
で
見
ら
れ
た
の
と
並
行
す
る
事
情
は
、
エ
ジ
プ
ト
出
土

品
で
も
話
題
と
な
る
の
が
一
国
土
（Land

）
の
工
芸
所
産
、
す
な
わ
ち
全
く
独
自
で
閉
鎖
的
で
意
義
高
度
な
芸
術
的
過
去
、
も
し
か
す

る
と
ア
ッ
シ
リ
ア-
古
代
ペ
ル
シ
ア
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
な
芸
術
的
過
去
を
所
有
せ
る
一
国
土
の
工
芸
所
産
で
あ
る
、
と
い
う
事
情
で

あ
る
。
そ
し
て
ロ
ー
マ-
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
時
代
に
お
け
る
古
代
エ
ジ
プ
ト
芸
術
も
今
日
同
様
に
、
サ
サ
ン
朝
王
国
に
お
け
る
ア
ッ
シ

リ
ア-

古
代
ペ
ル
シ
ア
の
芸
術
よ
り
は
遥
か
に
多
量
の
重
要
な
遺
例
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
是
認
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

さ
て
飾
り
あ
る
衣
服
の
名
残
り
の
山
を
意
の
ま
ま
と
し
て
、
な
か
に
エ
ジ
プ
ト
諸
王フ

ァ
ラ
オの

芸
術
［
技
芸
］
を
想
起
さ
せ
る
、
ば
ら
ば
ら

の
要
素
を
見
出
す
絶
大
な
努
力
は
ま
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
だ
が
当
の
要
素
は
こ
こ
か
し
こ
に
存
在
し
て
も
、
ど
こ
に
で
も
溢
れ
て
い

る
後
期
古
代
共
通
要
素
の
傍
ら
で
は
完
全
に
消
え
て
し
ま
う
。
す
べ
て
を
吸
込
む
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
層
は
ま
さ
し
く
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス

朝
［
前
三
〇
五
─
前
三
〇
年
］
エ
ジ
プ
ト
の
上
に
も
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、し
か
も
わ
れ
わ
れ
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
ロ
ー
マ
文
化
ロ
ー

マ
芸
術
の
最
も
重
要
で
指
導
的
な
中
心
地
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
と
認
め
さ
せ
る
標
識
は
、
日
に
日
に
増
し
て
い
る
（Georg T

heodor 

Schreiber, 1848-1913. D
ie W

iener Brunnenreliefs aus Palazzo Grim
ani. Leipzig 1888. S. 36ff. 

参
照
の
こ
と
）。
こ
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
エ
ジ

プ
ト
芸
術
は
、
た
ん
に
学
問
的
生
活
や
世
界
的
交
易
の
中
心
に
限
ら
れ
る
宮
廷
芸
術
に
留
ま
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
、

発
見
場
所
が
サ
ッ
カ
ー
ラ
で
あ
れ
フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
（Fayum

）
で
あ
れ
ア
ク
ミ
ー
ム
で
あ
れ
、
ま
た
エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
い
て
で
あ
っ
て

す
ら
、
あ
ら
ゆ
る
衣
服
片
に
全
く
等
し
く
見
出
し
て
い
る
。

　

な
お
こ
こ
で
別
な
る
一
事
情
が
き
わ
め
て
重
々
し
い
。
発
掘
さ
れ
た
衣
服
の
大
部
分
は
亜
麻
（Linen

）
製
品
で
あ
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
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ス
か
ら
皇
帝
時
代
最
晩
期
に
至
る
ま
で
古
代
で
は
い
つ
で
も
、
エ
ジ
プ
ト
は
亜
麻
文
化･

亜
麻
製
壁
掛
け
の
古
典
的
国
土
と
見
做
さ
れ

て
い
た
し
、
そ
れ
ゆ
え
工
芸
の
こ
の
一
支
脈
で
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
の
支
配
権
樹
立
時
代
に
古
い
伝
統
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
こ
の
古
い
伝
統
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム-

ロ
ー
マ
古
代
の
平
準
化
を
進
め
る
波
に
覆
わ
れ
て
、
取
る
に
足
り
な

い
想
出
ま
で
も
が
揉
み
消
さ
れ
て
し
ま
う

（
＊
）。

こ
れ
ほ
ど
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム-

ロ
ー
マ
の
侵
略
に
逆
ら
っ
て
一
体
ど
う
し
て
、
諸フ

ァ
ラ
オ

王
時

代
の
エ
ジ
プ
ト
織
布
芸
術
よ
り
も
ペ
ル
シ
ア
織
布
芸
術
の
方
が
抵
抗
力
は
強
か
っ
た
な
ど
と
証
明
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

�（
＊
）
こ
の
よ
う
な
想
出
が
時
折
い
か
に
浮
ぶ
か
の
実
例
を
下
記
図
録
の
跪
く
婦
人
像
（in : K

atalog der ägyptischen T
extilfunde im

 

Ö
sterreichischen M

useum
. 

［1889

］T
afel Ⅴ

）
が
見
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
の
頭
覆
い
（K

opfbedeckung

）
は
見
た
目
に
古
代
エ
ジ
プ
ト
の

頭
巾
（H

aube

）
と
同
一
で
あ
る
。「
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
工
芸
博
物
館
（Leipziger K

unstgew
erbem

useum

）」
保
管
の
衣
服
片
（
図
版
は
下
記
新

聞
参
照
の
こ
と
─in : Illustrierte Zeitung, N
o. 2423.  7. D

ezem
ber 1889

）
は
後
期
古
代
に
き
わ
め
て
広
く
流
布
せ
る
春
の
擬
人
像
を
示
す
が
、

こ
の
例
で
は
手
に
蓮
花
（Lotusblüte

）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
見
え
る
─
─
地
方
で
の
成
立
を
示
唆
し
て
注
目
に
値
す
る
事
柄
で
あ
る
。

　

装
飾
文
様
法
に
つ
い
て
は
サ
サ
ン
朝
絹
織
物（Seidengew

ebe

）と
後
期
ロ
ー
マ-

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
時
代
エ
ジ
プ
ト
平
織
物（W

irkerei

）

と
の
あ
い
だ
に
広
範
な
親
近
性
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
と
に
人
物
な
ど
の
形
像
に
よ
る
円
形
区
画
や
方
形
区
画
の
充
填
に
み
ら
れ
る
絶
対

的
相
称
だ
が
、
こ
れ
は
先
ん
じ
て
ア
ッ
シ
リ
ア
芸
術
で
描
か
れ
た
図
式
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
空
間
的
に
き
わ
め
て
遠
く
離
れ
た
領
域
が

出
合
う
。
と
な
れ
ば
、
あ
の
織
布
出
土
品
若
干
の
性
質
か
ら
、
織
布
の
エ
ジ
プ
ト
向
け
ペ
ル
シ
ア
の
輸
出
は
立
証
で
き
な
い
も
の
か
、

と
さ
え
問
い
か
け
ら
れ
よ
う
。
だ
が
答
と
し
て
は
、
後
期
ロ
ー
マ
人
や
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
人
は
蛮
化
さ
れ
た
サ
サ
ン
朝
銀
器
に
頼
り
は
し

な
か
っ
た
が
、
同
じ
よ
う
に
、
織
物
通
［
精
通
者
］
の
エ
ジ
プ
ト
人
は
そ
の
種
の
輸
入
を
全
く
必
要
と
し
な
か
っ
た
、
と
返
す
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
て
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
諸
国
間
の
頻
繁
な
運
輸
事
情
の
も
と
で
、
時
に
は
ペ
ル
シ
ア
の
羊
毛
品
も
エ
ジ
プ
ト
に
届

い
た
こ
と
を
排
除
す
る
に
は
及
ば
な
い

（
＊
）。

け
れ
ど
も
右
の
数
多
い
エ
ジ
プ
ト
織
布
出
土
品
の
芸
術
的
性
格
は
（
無
論
い
つ
で
も
ど
こ
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で
も
生
じ
る
何
ダ
ー
ス
も
の
粗
製
品
は
度
外
視
し
て
よ
か
ろ
う
）、
有
名
に
な
っ
た
サ
サ
ン
朝
絹
製
品
の
芸
術
的
性
格
を
多
々
き
わ
め
て
高
く
越

え
て
い
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
に
は
、
一
体
な
に
が
エ
ジ
プ
ト
人
を
刺
戟
し
て
現
地
亜
麻
文
化
の
卓
越
せ
る
自
己
製
品
に
代
え
て
ま
で
、

価
値
の
劣
る
外
国
製
品
を
取
ら
せ
た
り
す
る
の
か
、
到
底
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

�（
＊
）
そ
の
種
の
布
地
を
ペ
ル
シ
ア
か
ら
輸
入
し
た
証
拠
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
と
カ
ラ
バ
ツ
ェ
ク
教
授
の
信
じ
て
い
る
品
に
つ
い
て
（Joseph 

K
arabacek, K

atalog der T
h. Graf’schen Funde in Ä

gypten.

［W
ien 1883

］S. 47f.

）、
実
状
の
説
明
に
は
丁
度
こ
こ
が
よ
か
ろ
う
。
当
の
エ

ジ
プ
ト
織
布
出
土
品
を
最
初
に
規
定
し
分
類
し
て
功
績
の
大
き
い
学
者
は
、
織
物
の
縁へ

り

飾
り
（Borte 

笹さ
さ

縁べ
り 

本
論
叢
第
百
二
十
八
集
三
二
頁
）
に
、

水
中
で
差
出
し
た
山
羊
皮
を
頼
り
に
泳
ぐ
人
の
姿
が
見
え
る
と
信
じ
、
こ
れ
を
今
日
で
も
テ
ィ
グ
リ
ス
河
畔
で
行
わ
れ
て
い
る
類
の
渡
河
と
結

付
け
た
。
し
か
し
、
こ
の
例
で
泳
ぎ
手
と
目
さ
れ
た
の
は
、
例
の
多
々
繰
返
さ
れ
て
き
た
形
姿
、
献
納
品
を
捧
げ
る
愛エ

ロ
ス神

た
ち
で
あ
り
、
右
の

縁へ
り

に
属
す
る
方
形
の
縫
込
み（K

atalog N
o. 374, K

ar

［abacek

］418

）で
は
同
じ
愛
神
が
鵞
鳥
と
一
緒
に
い
る
こ
と
、ま
た
別
の
縫
込
み（K

atalog 

T
afel Ⅳ

, N
o. 372, K

ar

［abacek

］403

）
も
同
様
で
、
こ
れ
の
縁へ

り

飾
り
で
は
、
み
ご
と
に
呈
示
さ
れ
た
泳
ぐ
愛
神
た
ち
が
も
は
や
誤
解
を
許
さ

な
い
こ
と
、
と
い
う
事
情
に
よ
る
だ
け
で
、
疑
念
は
こ
と
ご
と
く
片
付
く
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
す
べ
て
か
ら
自
立
的
で
国
民
的
な
織
布
文
様
法
（T

extilornam
entik

）
は
、
後
期
古
代
の
エ
ジ
プ
ト
人
に
欠
け
て
い
た
こ
と

は
歴
然
、
サ
サ
ン
朝
王
国
の
ペ
ル
シ
ア
人
に
も
認
め
る
の
は
困
難
と
な
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
な
る
と
等
し
く
後
期
ロ
ー
マ-

ビ
ザ
ン

テ
ィ
ン
の
古
代
に
指
図
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
サ
サ
ン
朝
の
絨
毯
装
飾
文
様
法
（T

eppichornam
entik

）
は
ど
の
よ
う
に
見
え
た
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
最
も
近
い
工
芸
所
産
の
一
群
す
な
わ
ち
絹
織
物
（Seidenw

eberei

）
の
性
質
か
ら
は
決
め
ら
れ
な
い
。
と
い

う
の
も
絹
織
物
は
別
な
る
技
術
つ
ま
り
芸
術
織
り
（K

unstw
eberei

）
に
よ
っ
て
も
別
な
る
目
的
規
定
に
よ
っ
て
も
絨
毯
と
区
別
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
装
飾
文
様
（O

rnam
ent

［e

］）
の
様
式
的
処
理
に
も
影
響
し
た
に
違
い
な
い
事
柄
で
あ
る
。

　

だ
が
装
飾
文
様
に
よ
る
後
期
サ
サ
ン
朝
時
代
平
面
装
飾

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（Flächenverzierung
）
の
例

0

0

は
皆
無
で
は
な
い
。
そ
の
種
、
確
か
に
敷
物
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絨
毯
と
で
は
い
け
な
い
が
壁
掛
け
絨
毯

0

0

0

0

0

と
な
ら
ば
並
べ
て
よ
い
例
を
見
据
え
て
、
サ
サ
ン
朝
平
面
装
飾
文
様
法
と
後
期
オ
リ
エ
ン
ト
絨

毯
装
飾
文
様
法
と
の
連
関
を
取
出
せ
な
い
か
と
調
べ
た
い
。
し
か
し
装
飾
文
様
に
つ
い
て
の
個
別
的
な
研
究
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
、

第
二
章
で
記
述
せ
る
オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
の
根
柢
に
あ
る
平
面
装
飾
体
系

0

0

0

0

0

0

（System
 der Flächenverzierung

）
の
起
源

0

0

0

を
全
般
的
に
探
究

す
る
の
が
得
策
で
あ
ろ
う
。

　

平
面
装
飾
の
最
も
簡
単
な

0

0

0

0

0

体
系
は
第
八
図
の
遊
牧
民
絨
毯
が
示
し
て
い
る
。
平
面
は
こ
こ
で
は
並
行
す
る
縞0

（Streifen

）
に
切
分

け
ら
れ
て
見
え
る
し
、
縞
の
な
か
で
個
々
の
意モ

テ
ィ
ー
フ匠

は
相
互
に
何
ら
結
ば
れ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
隣
合
せ
に
並
ぶ
だ
け
で
あ
る
が
、
縁ふ

ち

取

り
（Bordüre

）
と
外
縁べ

り

（Saum

）
は
す
で
に
存
在
す
る
。
こ
の
種
の
平
面
装
飾
の
段
階
は
、
ほ
ぼ
、
ア
ッ
シ
リ
ア
人
の
衣
服
装
飾
が

立
つ
と
わ
れ
わ
れ
の
見
る
段
階
に
相
当
す
る
。
比
べ
る
と
第
一
一
図
の
遊
牧
民
絨
毯
が
早
く
も
進
歩
を
示
し
て
い
る
の
は
、
装
飾
全
部

の
関
係
す
る
中
央
部
に
あ
る
求
心
的

0

0

0

（zentral

）
意モ

テ
ィ
ー
フ匠

が
こ
こ
で
は
す
で
に
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
浮
彫
で
は
（
例
え
ば
王
た
ち
の
胸
飾
り
の
ご

と
く
）
た
だ
小
規
模
に
で
し
か
な
い
の
に
、
こ
れ
と
同
じ
ほ
ど
激
し
く
強
調
さ
れ
て
い
る
と
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
達
す
る
の
は
例
の
平
面
装
飾
体
系
、
き
わ
め
て
数
多
い
小
ア
ジ
ア
絨
毯
群
の
代
表
と
し
て
第
九
図
が
見
せ
て
く
れ
る
体
系

で
あ
る
。
無
論
こ
の
体
系
も
な
お
、
相
互
に
結
ば
れ
て
は
い
な
い
単
位

0

0

（
星
形
や
角
形
）
の
整
列

0

0

0

（Reihung von Einheit

［en

］ 

統
一
体
の

並
置
）
と
い
う
だ
け
で
満
足
し
て
い
る
。
だ
が
こ
う
し
た
単
位
は
す
で
に
高
次

0

0

種
類
の
も
の
で
あ
り
、
各
々
そ
れ
だ
け
で
確
か
に
一

箇
の
閉
じ
ら
れ
た
求
心
的
意モ

テ
ィ
ー
フ

匠
を
、
小
規
模
の
絨
毯

0

0

0

0

0

0

（T
eppich im

 K
leinen

）
を
呈
示
す
る
。
こ
の
体
系
に
は
す
で
に
ニ
ネ
ヴ
ェ
の
大

理
石
戸
口
敷
居
で
出
合
っ
て
い
て
、
こ
の
こ
と
は
さ
き
に
言
及
し
た
（
本
論
叢
第
百
二
十
八
集
一
六
頁
。A

. H
. Layard, T

he M
onum

ents 

of N
ineveh. vol. Ⅱ

（London 1853

）, p. 56

─
こ
れ
に
拠
っ
て J. Lessing, T

afel 30 ; G. Sem
per, D

er Stil. Ⅰ

（1860

）, S. 51 ; G. Perrot et C. 

Chipiez, H
istoire de l’art dans l’antiquité. vol. 2

（Paris 1884

）, p. 316

）。
絶
え
ず
繰
返
さ
れ
る
単
位
と
し
て
の
星
形
は
、
ニ
ネ
ヴ
ェ
で
は

蓮ロ
ー
ト
スの

花
と
蕾
か
ら
古ク

ラ

シ

ク

典
的
そ
の
も
の
と
い
う
仕
方
で
合
成
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
ロ
ー
マ
時
代
に
は
大
方
の
モ
ザ
イ
ク
床
も
同
じ
体
系
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に
倣
っ
て
作
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
ゼ
ム
パ
ー
が
写
し
取
っ
た
南
仏
オ
ラ
ン
ジ
ュ
出
の
床
（Sem

per, D
er Stil. Ⅰ

, S. 60

）
を
見
る
と
、

純
幾
何
学
的
文
様
か
ら
合
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
床
板
は
一
見
即
座
に
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
躍
動
的
な
蓮
花
文
様
あ
る
ニ
ネ
ヴ
ェ

の
戸
口
敷
居
よ
り
も
第
九
図
に
代
表
さ
れ
る
部ク

ラ
ス類

の
オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
と
相
似
て
い
る
。
ゼ
ム
パ
ー
の
モ
ザ
イ
ク
床
の
単
位
は
、
レ
ッ

シ
ン
グ
著
『
古
オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
模
様
』
に
全
く
相
似
た
仕
方
で
し
ば
し
ば
繰
返
さ
れ
る
（Lessing, T

afel 1, 3, 11, 14, 26

）
同
じ
八
角

の
星
形
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
平
面
装
飾
体
系
を
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
人
の
あ
い
だ
で
排
他
的
か
つ
即
身
的
に
今
日
ま
で
も
保
持
さ

れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
ア
ッ
シ
リ
ア
独
得
の
も
の
、
と
説
く
必
要
が
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

最
後
に
来
る
の
が
、
さ
き
の
、
連
な
り
合
う
花
蔓
で
表
面
を
完
全
に
埋
め
て
い
た
ペ
ル
シ
ア
絨
毯
に
見
ら
れ
る
類
の
、
広
い
平
面

を
装
飾
文
様
で
覆
い
尽
す
最
も
進
歩
せ
る
様
式
で
あ
る
（
本
論
叢
第
百
二
十
八
集
二
五
頁
以
下
）。
こ
こ
で
は
中
央
部
へ
の
総
勢
の
関
与

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（allgem
eine Bezugnahm

e

）
も
大
体
の
と
こ
ろ
貫
か
れ
て
い
る
と
見
え
る
ば
か
り
か
、
大
方
は
パ
ル
メ
ッ
ト
風
の
花
々
で
あ
る
個
々
の

意モ
テ
ィ
ー
フ

匠
も
、
心
地
よ
く
絡
む
蔓

0

0

0

0

0

0

0

に
よ
っ
て
相
互
に
結
ば
れ
て
い
る
と
見
え
る
。

　

こ
の
体
系
は
ア
ッ
シ
リ
ア-

古
代
ペ
ル
シ
ア
芸
術
で
は
ま
だ
実
証
で
き
て
い
な
い
─
─
植
物
界
か
ら
採
ら
れ
た
画モ

テ
ィ
ー
フ因

（
蓮

ロ
ー
ト
スや

パ
ル

メ
ッ
ト
）
は
、
こ
こ
で
は
、
た
だ
リ
ボ
ン
形
で
し
か
進
行
弧
線
上
に
並
ん
で
い
な
い
。
こ
う
し
た
外
縁べ

り
（Bordüre

）
に
ギ
リ
シ

ア
芸
術
が
は
じ
め
て
一
段
と
豊
か
な
運
動
（
ア
ン
テ
ミ
オ
ン
帯
［A

nthem
ion 

棕
櫚
葉
と
蓮
花
に
よ
る
装
飾
文
様
］
や
波
状
蔓
草
）
を
も
た
ら

し
、
こ
の
と
き
リ
ボ
ン
方
式
を
見
棄
て
て
、
パ
ル
メ
ッ
ト
で
相
称
形
に
連
な
り
合
う
具
合
に
平
面
全
体
を
埋
め
よ
う
と
試
み
る
。
こ

の
こ
と
を
第
二
二
図
が
見
せ
て
く
れ
る
が
、
ほ
ぼ
紀
元
前
三
世
紀
の
南
イ
タ
リ
ア
陶
器
か
ら
の
採
図
で
あ
る
。
こ
こ
で
平
面
を
充

た
す
の
は
、
た
だ
パ
ル
メ
ッ
ト
と
、
こ
れ
を
描
く
楔
形
部
分
（Zw

ickel
）
に
嵌
込
ん
だ
半
パ
ル
メ
ッ
ト
だ
け
と
見
え
る
が
、
個
々
の 

意モ
テ
ィ
ー
フ匠

同
士
の
結
合
は
進
み
ゆ
く
蔓
草
の
線
が
作
り
出
し
て
い
る
。
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こ
う
し
て
全
時
代
に
と
っ
て
の
図
式
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
文
字
通
り
に
同
じ
姿
を
十
三
世
紀

サ
ラ
セ
ン
の
仕
事
（
第
三
二
図　

射
手
外
套
の
装
飾
）
に
も
見
付
け
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
驚
く
に
は
及
ば
な
い
。
す
で
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の

時
代
、
パ
ル
メ
ッ
ト
に
代
っ
て
時
折
、
他
の
自
然
の
手
本
に
近
い
花
々
が
画モ

テ
ィ
ー
フ因

と
な
り
、
そ
の
後
こ
れ
ら
に
、
例
え
ば
ヒ
ル
デ
ス
ハ

イ
ム
遺
宝
内
の
銀
製
両
手
壷
（Silberkrater

）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
童
子
神
や
蝸
牛
な
ど
の
小
動
物
が
鏤
め
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も 

意モ
テ
ィ
ー
フ

匠
の
根
本
的
な
配
列
と
配
分
は
以
後
つ
ね
に
有
効
の
ま
ま
で
あ
り
（
と
り
わ
け
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
後ア

プ
シ
ス陣

モ
ザ
イ
ク
を
充
た
す
ア
カ
ン
サ
ス
蔓

草
文
様
の
基
礎
）、
こ
う
し
て
つ
い
に
、
十
七
世
紀
十
八
世
紀
の
当
面
話
題
の
ペ
ル
シ
ア
絨
毯
で
も
相
変
ら
ず
、
ま
た
同
時
代
の
壁
張
り

用
彩フ

ァ
ヤ
ン
ス

釉
タ
イ
ル
（Fayenceplatte m

it Em
ailm

alerei 

エ
ナ
メ
ル
絵
画
付
き
）
で
も
観
察
で
き
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
サ
サ
ン
朝
製
と
論
証
で
き
る
壁
面
装
飾
で
出
合
う
個
々
の
意
匠
の
考
察

0

0

0

0

0

0

0

0

（Betrachtung der Einzelm
otive

）
に
入
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
ま
ず
ホ
ス
ロ
ー
二
世
（K

hosro Ⅱ
. Parw

iz

「
勝
利
者
」　

在
位
五
九
〇
─
六
二
八
年
）
時
代
す
な
わ
ち
七
世
紀
初
頭
で
サ
サ
ン

第二二図
南イタリア陶器把手の装飾文様

（紀元前三世紀）
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朝
統
治
最
晩
期
の
遺
例
二
つ
が
顧
慮
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
の
が
大
切
な
の
は
、
ホ
ス
ロ
ー
二
世
時
代
に
イ
ス

ラ
ム
の
興
隆
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
り
、
何
年
か
後
に
ペ
ル
シ
ア
王
国
は
独
立
性
を
失
い
、
こ
う
し
て
同
時
に
、
イ
ス
ラ
ム
の
ア
ッ
バ
ス

朝
［
七
五
〇
─
一
二
五
〇
年
］
教カ

リ
フ主

王
国
（K

halifat

）
に
至
る
ま
で
の
百
年
以
上
に
わ
た
り
、記
念
碑
的
芸
術
の
活
動
助
成
条
件
を
も
失
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

遺
例
の
一
つ
は
マ
シ
タ

0

0

0

の
宮
殿
（Palast von M

aschita

）
で
あ
り
、こ
れ
に
つ
い
て
は
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
の
記
述
と
図
版
が
あ
る
（H

enry 

Baker T
ristram

, 1822-1906. Land of M
oab. 1874

）。
こ
こ
か
ら
幾
つ
か
の
細
部
を
ロ
ー
リ
ン
ソ
ン
が
複
写
（George Raw

linson, 1812-

1902. T
he seventh great oriental m

onarchy. ［1875

］London 1876. p. 594ff.

）、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
デ
ュ
ラ
フ
ォ
ア
が
再
録
し
て
い
る
（
前

掲
書 D

ieulafoy, L’A
rt A

ntique de la Perse. Ⅴ
. p. 91ff.

）。

　

同
地
に
は
規
則
正
し
い
切
り
石
で
仕
上
げ
た
壁
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
壁
の
全
長
は
稲ジ

グ
ザ
グ妻

線
で
区
分
け
と
見
え
る
が
、
折
れ
る
三
角

部
（Zw

ickel 

楔
）
に
は
六
弁
飾
り
か
八
角
形
の
大
き
な
円ロ

ゼ
ッ
ト花

が
嵌
込
ま
れ
て
い
る
（
平
面
区
分
の
い
わ
ゆ
る
稲
妻
図
式Zickzackschem

a

は

エ
ジ
プ
ト
出
土
品
の
装
飾
文
様
法
で
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
前
掲
書 Riegl, D

ie ägyptischen T
extilfunde. ⅩⅩ

. 

参
照
の
こ
と
）。
こ
れ
の
激
し

い
張
出
し
で
強
調
さ
れ
た
基
本
図
式
に
伴
う
の
は
、
柔
か
く
て
目
の
詰
ん
だ
文
様
施
工
で
あ
り
、
力
強
い
稲
妻
線
に
挟
ま
れ
て
文
様
が

絨
毯
の
よ
う
に
張
っ
て
い
る
。
こ
の
精
妙
な
装
飾
文
様
法
は
三
角
形
各
部
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
（
第
二
三
図
）
─
─
底
部
中
央
の
花

瓶
か
ら
四
足
獣
と
鳥
が
相
称
形
に
向
合
っ
て
両
脇
を
固
め
（
花
瓶
の
な
い
箇
所
で
は
相
互
の
蔓
が
輪
形
に
絡
ん
で
溢
れ
出
る
）、
二
本
の
葡
萄
蔓

が
芽
を
吹
い
て
右
と
左
へ
相
称
形
に
伸
び
、
葡
萄
の
葉
と
房
と
で
隙
間
な
く
、
あ
い
だ
に
は
鳥
が
蔓
の
上
で
揺
れ
て
い
る
（
本
図
よ
り

大
き
い
一
切
片
が
下
記
の
書
に
も
あ
る
（Jam

es Fergusson, 1808-1886. A
 H

istory of A
rchitecture. ［3 vols. 1865-1867

］I, p. 390

））。



31

リーグル著『オリエント古絨毯』（六）　─附載「郷民芸術・家内仕事・家内工業」二─
　

動
物
で
は
自
然
動
物
の
ほ
か
寓
話
動
物
も
連
込
ま
れ
、
例
え
ば
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
「
ニ
ネ
ヴ
ェ
や
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
で
発
見
さ

れ
た
も
の
の
直
系
子
孫
」
と
い
う
有
翼
の
獅
子
が
い
る
。
し
か
し
描
か
れ
た
壁
面
装
飾
全
体
が
大
体
の
配
列
や
配
分
に
お
い
て
ば
か
り

か
、
細
部
す
べ
て
に
お
い
て
も
後
期
ロ
ー
マ-

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
装
飾
文
様
法
と
合
致
す
る
こ
と
に
は
何
の
疑
い
も
な
い
。
相
称
形
は

と
て
も
絶
対
的
で
は
な
い
が
、
三
角
部
分
い
ず
れ
も
の
二
半
分
（
第
二
三
図
）
は
確
か
に
完
全
な
均
衡
を
保
っ
て
い
る
し
、
こ
と
に
花

瓶
両
側
の
動
物
や
鳥
は
相
称
形
の
性
格
を
前
面
に
押
出
す
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。
だ
が
蔓
草
の
線
の
運
び
に
し
て
も
、
動
物
の
型タ

イ
プ

や

身
振
り
に
し
て
も
、
絹
織
物
な
ら
ば
織
布
技
術
の
機
械
の
性
格
に
制
約
さ
れ
て
相
称
は
原
則
で
あ
っ
た
が
、
絹
織
物
に
見
ら
れ
る
ほ
ど

完
全
に
は
左
右
が
重
な
り
合
わ
な
い
。

第二三図
ササン朝マシタ宮殿の石壁充填
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サ
サ
ン
朝
後
期
の
壁
面
装
飾
が
後
期
ロ
ー
マ-

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
装
飾
と
密
着
す
る
ば
か
り
に
繫
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
マ
シ
タ

の
廃

が
示
す
と
す
れ
ば
、
同
じ
統
治
者
時
代
の
遺
例
も
う
一
つ
、
タ
ー
ジ
・
ボ
ス
タ
ン
の
ホ
ス
ロ
ー
迫ア

ー
チ持

（K
hosroes-Bogen T

ag-

i-Bostan
）
は
す
で
に
後
続
す
る
発
展
と
の
結
合
点
を
見
せ
て
い
る
（Eugène Flandin, 1809-1889 et Pascal Coste, 1787-1879. V

oyage en 

Perse.

［Paris 1843-54

］, fig. 3

）。
第
二
四
図
の
支
柱
（Pfeiler 

た
だ
し
図
版
説
明
文
で
はPilaster 

付
柱
・
片
蓋
柱
と
な
っ
て
い
る
─
訳
者
）
装
飾

を
観
察
し
よ
う
（
同
右
書 fig. 5

）。
こ
こ
で
は
絶
対
的
相
称
形
に
伸
び
る
花
や
葉
の
あ
る
直
立
樹
木

0

0

の
姿
と
し
て
植
物
的
性
格
を
装
飾 

   

第二四図
ホスロー迫持の付柱画板
（タージ・ボスタン） 

文
様
化
す
る
働
き
に
気
付
く
。
花
や
葉
よ
り
大
き
な
葉
飾
り
は
ア
カ
ン
サ
ス
か
ら
採
ら
れ
た
と
見
て
間
違
い
な
く
、
並
ん
で
は
別
の
柏オ

ー
ク

風
の
葉
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
葉
は
互
い
に
相
違
が
甚
し
い
。
冠
頂
は
豊
か
に
合
成
さ
れ
た
蕾
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
明
か
に
、
特

定
の
植
物
学
上
の
樹
木
種
は
念
頭
に
な
く
、
は
っ
き
り
し
た
目
的
、
ひ
と
つ
の
植
物
的
統
一
形
態
に
よ
っ
て
長
方
形
空
間
を
充
填
す
る

と
い
う
目
的
の
た
め
の
純
然
た
る
飾
粧
的

0

0

0

0

0

0

0

（rein dekorativ

）
意モ

テ
ィ
ー
フ匠

で
あ
る
。

　

こ
の
装
飾
を
ロ
ー
リ
ン
ソ
ン
は
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
（Ispahan

）
出
の
柱
頭
群
と
結
付
け
て
い
る
（
前
掲
書 Raw

linson, plate 17-27. 

つ
づ

い
て p. 600f. 

ま
た D

ieulafoy, Ⅴ
. p. 79

）。
見
れ
ば
、
ま
さ
し
く
同
じ
意モ

テ
ィ
ー
フ匠

を
柱
頭
の
台
形
平
面
に
入
れ
て
の
合
成
に
気
付
く
。
柱
頭
群

の
出
た
場
所
と
年
代
は
周
知
の
典
型
的
な
サ
サ
ン
朝
諸
王
像
に
よ
っ
て
確
実
と
思
わ
れ
る
。
柱
頭
群
の
基
本
形
式
は
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
風
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で
あ
り
、
装
飾
文
様
は
ど
こ
ま
で
も
後
期
古
代
の
性
格
を
も
つ
。
様
式
化
さ
れ
た
樹
木
意モ

テ
ィ
ー
フ

匠
が
多
々
繰
返
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
意
匠

が
サ
サ
ン
朝
芸
術
に
お
い
て
格
別
に
愛
好
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
断
さ
せ
る
。

　

右
に
挙
げ
た
二
つ
の
建
造
物
は
誰
か
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
建
築
家
が
仕
上
げ
た
の
で
な
い
か
、
の
疑
問
は
投
げ
か
け
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
タ
バ
リ
（T

abari

）
に
保
存
さ
れ
て
い
る
現
地
記
録
、
こ
れ
ら
建
造
物
の
主
要
当
事
者
は
フ
ェ
ル
バ
ド
（Ferbad

）
な
る
名
前
の

ペ
ル
シ
ア
人
と
す
る
記
録
（Raw

linson, p. 619

）
に
は
、
何
ら
疑
う
べ
き
強
制
的
根
拠
が
な
い
。
タ
ー
ジ
・
ボ
ス
タ
ン
迫ア

ー
チ持

の
人
像
彫

刻
群
は
、
誰
も
が
や
は
り
同
音
に
現
地
人
の
仕
事
と
し
て
説
明
す
る
サ
サ
ン
朝
摩
崖
浮
彫
群
と
の
、
少
く
と
も
目
に
付
く
相
違
は
示
し

て
い
な
い
。

　

タ
ー
ジ
・
ボ
ス
タ
ン
の
支
柱
装
飾
に
は
さ
ら
に
一
例
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
描
い
た
樹
木
意モ

テ
ィ
ー
フ

匠
の
発
展
が
な
お
一

段
と
進
ん
で
い
る
。
ご
く
走
り
描
き
で
し
か
な
い
の
が
残
念
な
図
版
が
デ
ュ
ラ
フ
ォ
ア
に
あ
る
（D

ieulafoy, p. 100ff.

）。
フ
ラ
ン
ス
人

技
師
モ
ー
ス
（M

auss

）
に
よ
る
ラ
バ
ト
・
ア
マ
ン
（Rabbath- A

m
m

an

「
ア
ン
モ
ン
人
の
国
」）
宮
殿
趾
装
飾
文
様
の
細
部
で
あ
る
。
図

は
上
方
へ
四
分
の
三
ほ
ど
迫ア

ー
チ持

の
で
き
た
壁
龕
の
長
方
形
で
平
た
い
羽パ

ネ

ル

目
板
で
あ
る
。
は
っ
き
り
と
、
こ
の
壁
龕
装
飾
で
目
に
す
る
の

は
タ
ー
ジ
・
ボ
ス
タ
ン
の
と
同
じ
飾
粧
の
樹
木
意モ

テ
ィ
ー
フ

匠
、
と
断
言
し
て
よ
か
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
葉
と
花
が
右
へ
左
へ
と
伸
び
る
同
じ
垂

直
の
幹
で
あ
る
。
下
に
あ
る
房
は
葉
と
合
わ
ず
、明
か
に
葡
萄
葉
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、見
た
と
こ
ろ
蕾
も
実
も
撒
い
て
あ
る
。
タ
ー

ジ
・
ボ
ス
タ
ン
の
羽パ

ネ

ル

目
板
と
比
べ
て
の
ず
れ
、
お
好
み
な
ら
進
歩
は
、
分
け
枝
の
配
分
で
絶
対
的
相
称
形
が
す
で
に
放
棄
さ
れ
て
い
る

と
見
え
る
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
の
壁
龕
で
す
で
に
わ
れ
わ
れ
は
ス
サ
ン
［
ト
］
シ
ル
ト
絨
毯
（
第
一
六
図
）
切
妻
型
壁
龕
部

0

0

0

0

0

0

ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
充
た
す
、
例
の
様

式
化
さ
れ
た
飾
粧
的
樹
木
像
の
極
く
間
近
に
い
る
。
と
い
う
の
も
同
様
こ
こ
に
は
垂
直
の
幹
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
葉
や
蕾
や
花
の
付
い

て
、
な
る
ほ
ど
相
称
だ
が
決
し
て
合
同
で
は
な
い
小
枝
あ
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
ラ
バ
ト
・
ア
マ
ン
在
テ
ュ
ム
パ
ノ
ン
（T

ym
panon 
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タ
ン
パ
ン
）
側
面
の
三
角
部
分
（Zw

ickel

）
も
葉
飾
り
で
充
た
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

特
徴
的
な
こ
と
だ
が
デ
ュ
ラ
フ
ォ
ア
も
こ
れ
ら
並
列
す
る
ラ
バ
ト
・
ア
マ
ン
壁
龕
に
「
壁
を
覆
う
羽
目
板
（lam

bris qui tapisse les 

m
urs

）」
を
見
て
い
る
。
ま
こ
と
に
こ
れ
は
、
稲
妻
線
内
に
嵌
込
ま
れ
た
マ
シ
タ
の
壁
面
区
画

0

0

0

0

0

0

0

0

や
ス
サ
ン
［
ト
］
シ
ル
ト
絨
毯
の
祈
禱

0

0

壁
龕

0

0

と
同
様
、
下
な
る
壁
面
の
絨
毯
上
張
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（T
eppichverkleidung

）
で
あ
る
。
祈ミ

フ

ラ

ー

ブ

禱
壁
龕
の
例
で
は
植
物
的
要
素
の
様
式
化
が
す
で

に
遥
か
に
進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
一
方
で
は
、
い
つ
の
間
に
か
支
配
に
達
し
て
い
た
サ
ラ
セ
ン
文
化
の
も
つ
抽
象
体
へ
の
全
般

的
傾
向
か
ら
説
明
さ
れ
る
し
、
他
方
で
は
、
全
く
特
別
な
こ
と
だ
が
、
添
毛
手
結
び
技
術
の
様
式
的
要
求
か
ら
も
説
明
さ
れ
る
。

　

ス
サ
ン
［
ト
］
シ
ル
ト
絨
毯
の
切
妻
部
分
の
充
填
に
比
較
的
古
い
装
飾
文
様
の
意モ

テ
ィ
ー
フ匠

が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
は
カ
ラ
バ
ツ
ェ
ク
が
す

で
に
見
抜
い
て
い
る
（
前
掲
書K

arabacek, Susandschird. S. 152ff.

）。
だ
が
こ
の
画モ

テ
ィ
ー
フ因

の
説
明
で
は
支
配
的
見
解
に
従
っ
て
い
る
─
す

な
わ
ち
相
称
形
の
構
成
や
周
囲
を
も
つ
初
期
中
世
の
樹
木
像
に
は
、い
ず
れ
に
も
ペ
ル
シ
ア
の
聖
樹
、い
わ
ゆ
る
生
命
樹（Lebensbaum

）

を
認
め
た
い
見
解
の
こ
と
で
あ
る
（
こ
の
蔓
延
し
て
い
る
見
解
に
根
拠
が
な
い
こ
と
は
す
で
に
ペ
ロ
が
強
調
し
て
い
る
。
前
掲
書
─
本
論
叢
第

百
二
十
六
集
一
二
頁 Perrot, Ⅲ

. p. 304

）。こ
の
生
命
樹
は
こ
れ
と
し
て
起
源
を
さ
ら
に
古
代
ア
ッ
シ
リ
ア
へ
と
帰
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

し
か
も
ア
ッ
シ
リ
ア
芸
術
や
古
代
ペ
ル
シ
ア
芸
術
の
樹
木
の
相
称
風
な
纏
め
方
が
直
接
間
接
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム-

ロ
ー
マ
芸
術
の
類
似
の

造
形
へ
と
通
じ
て
い
る
可
能
性
、
ど
こ
ろ
か
蓋
然
性
は
、
無
論
こ
の
関
係
に
つ
い
て
の
願
わ
し
い
明
瞭
性
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
装
飾
文
様
法

の
詳
細
な
研
究
後
に
よ
う
や
く
得
ら
れ
る
し
か
な
い
が
、
決
し
て
疑
え
る
こ
と
で
な
い
。
し
か
し
当
面
の
事
例
で
カ
ラ
バ
ツ
ェ
ク
は
、

同
じ
学
説
の
信
奉
者
総
勢
と
同
様
、
ま
た
も
や
後
期
ロ
ー
マ
古
代
の
万
事
を
平
準
化
す
る
国
際
的
意
義
を
過
小
に
評
価
す
る
。
そ
れ
で

も
花
瓶
や
花
束
の
両
側
に
一
対
の
動
物
と
い
う
配
置
は
後
期
古
代
共
通
の
意モ

テ
ィ
ー
フ想

で
あ
り
、
こ
れ
が
サ
サ
ン
朝
芸
術
や
中
世
・
オ
リ
エ
ン

ト
芸
術
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
な
ら
ば
、直
接
の
手
本
は
ア
ッ
シ
リ
ア
芸
術
や
古
代
ペ
ル
シ
ア
芸
術
に
探
す
べ
き
で
な
か
ろ
う
。

さ
き
に
見
た
通
り
、ア
ッ
シ
リ
ア
芸
術
や
古
代
ペ
ル
シ
ア
芸
術
と
ア
ル
サ
ケ
ス
朝-
サ
サ
ン
朝
芸
術
と
は
、ま
さ
し
く
た
だ
、後
期
ロ
ー
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マ-

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
芸
術
を
仲
立
ち
と
し
て
し
か
接
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

カ
ラ
バ
ツ
ェ
ク
は
、
ペ
ル
シ
ア
樹viçpa-taokhm

a 

す
な
わ
ち
「
そ
の
上
に
あ
ら
ゆ
る
樹
々
（
植
物
）
の
種
子
が
降
ろ
さ
れ
て
い

るA
llsam

en

［
全
種
子
］」
と
類
比
的
に
同
じ
一
本
の
樹
に
見
出
さ
れ
る
、
多
数
の
花
々
に
も
生
命
樹
仮
説
の
拠
り
所
を
求
め
て
い
る
。

逆
で
あ
っ
て
、
タ
ー
ジ
・
ボ
ス
タ
ン
や
ラ
バ
ト
・
ア
マ
ン
の
樹
木
羽パ

ネ

ル

目
板
に
特
定
の
植
物
種
を
見
定
め
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
両
例

に
あ
る
の
は
む
し
ろ
、
後
期
古
代
の
ア
カ
ン
サ
ス
化
し
て
ゆ
く
葉
形
飾
り
に
間
違
い
な
い
。
ス
サ
ン
［
ト
］
シ
ル
ト
絨
毯
樹
木
の
花
々

に
本
当
に
ス
ミ
レ
や
ア
ネ
モ
ネ
等
々
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
が
証
す
の
は
た
だ
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
ペ
ル
シ
ア
人

も
中
世
の
西
洋
人
と
ま
さ
し
く
同
様
に
、
在
来
の
後
期
古
代
の
因
習
的
形
式
に
誰
に
で
も
わ
か
る
新
し
い
内
容
を
注
ぎ
た
い
と
努
め
て

い
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
か
な
い
。

　

ス
サ
ン
［
ト
］
シ
ル
ト
絨
毯
で
用
い
ら
れ
た
図
式
、
相
称
形
の
樹
木
模
様
に
よ
る
祈
禱
壁
龕
部
へ
の
平
面
充
填
の
図
式
が
、
オ
リ
エ

ン
ト
絨
毯
生
産
に
活
気
が
あ
っ
た
限
り
、
持
続
的
に
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
拡
散
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
も
中
国
寄

り
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
見
ら
れ
る
使
用
例
は
さ
き
に
（
本
論
叢
百
二
十
九
集
二
八
頁
）
取
上
げ
た
。
新
ペ
ル
シ
ア
の
自
然
主
義
好
み
の
傾
向

に
合
せ
て
、
細
部
で
変
容
だ
が
、
や
は
り
起
源
か
ら
見
て
間
違
い
よ
う
も
な
い
同
じ
図
式
の
表
れ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
第
一
五
図
の
祈
禱

絨
毯
で
出
合
う
。

　

こ
の
絨
毯
は
ま
こ
と
に
短
く
刈
ら
れ
て
い
て
、
羊
毛
か
ら
の
出
来
だ
が
、
絹
の
輝
き
に
近
い
。
模
様
化
の
基
本
図
式
は
、
さ
き
ほ
ど

サ
サ
ン
朝
い
く
つ
か
の
壁
面
飾
粧
や
ス
サ
ン
［
ト
］
シ
ル
ト
絨
毯
で
注
視
で
き
た
図
式
と
同
じ
で
あ
る
。
上
方
へ
尖
る
壁
龕
部
で
は
目

の
詰
む
植
物
模
様
と
出
合
う
が
、
こ
れ
は
中
央
の
真
直
ぐ
な
幹
か
ら
右
へ
左
へ
と
相
称
形
に
咲
い
て
い
る
。
花
々
は
極
端
に
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
切
妻
頂
冠
部
両
側
の
三
角
部
分（Zw

ickel

）も
花
々
の
蔓
で
充
填
と
見
え
る
。
切
妻
の
屋
根
部
に
は
弧ア

ー
チ状

の
ギ
ザ
ギ
ザ
が
入
っ

て
、
幻
想
風
な
構
築
支
柱
の
上
に
載
っ
て
い
る
。
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縁ふ
ち

取
り
（Bordüre

）
の
装
飾
文
様
法
も
こ
こ
で
は
本
質
的
に
植
物
的
要
素
が
調
達
し
て
い
る
。
幅
広
い
中
央
縞
あ
る
い
は
本
来
の

縁
取
り
は
等
分
に
置
か
れ
て
走
る
一
本
の
蔓
草
で
充
た
さ
れ
て
い
る
と
見
え
る
が
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
花
や
、
後
期
ペ
ル
シ
ア
芸
術
で

周
知
の
、
恐
ら
く
ア
カ
ン
サ
ス
か
ら
出
た
で
あ
ろ
う
類
の
、
ギ
ザ
ギ
ザ
縁ぶ

ち

あ
る
反そ

っ
て
長
め
の
葉
と
一
緒
に
で
あ
る
。
こ
の
縁
取
り
中

央
縞
に
は
な
お
両
側
に
外
縁べ

り

（Saum

）
と
し
て
波
状
蔓
草
が
あ
り
、
仲
立
ち
の
縫
い
目
に
は
太
古
の
Ｓ
模
様
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

金
糸
や
銀
糸
は
欠
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
絨
毯
も
や
は
り
豪
華
品
製
造
工
場
か
ら
出
て
き
た
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
疑
い
は
な
い
。

　

だ
が
家
内
仕
事
の
絨
毯
制
作
で
も
様
式
化
さ
れ
た
樹
木
模
様
は
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
ま
で
も
保
た
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
模
様
の

毛
羽
立
ち
絨
毯
を
カ
ラ
バ
ツ
ェ
ク
（
前
掲
書 K

arabacek, S. 154

）
が
挙
げ
る
が
、
ク
ル
ド
遊
牧
民
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
品
で
あ
る
。
あ

ら
ゆ
る
遊
牧
民
絨
毯
と
同
様
こ
の
例
で
も
、
ま
さ
し
く
原
始
的
段
階
の
添
毛
手
結
び
技
術
相
応
に
、
も
の
の
輪
郭
は
で
き
る
だ
け
直
線

と
な
り
、
円ロ

ゼ
ッ
ト花

は
角
張
っ
た
星
形
に
変
え
、
分
け
枝
は
鋭
く
折
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
当
の
ク
ル
ド
絨
毯
樹
木
模
様
の
手
本
を
古

代
ア
ッ
シ
リ
ア
に
求
め
る
必
要
は
な
い
。

　

ラ
バ
ト
・
ア
マ
ン
で
は
壁
龕
羽パ

ネ

ル

目
板
と
並
ん
で
環
状
区
画
用
の
羽
目
板
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
十
字
形
に
合
成
の
花
茎
を
示
し
て

い
る
─
─
今
日
な
お
オ
リ
エ
ン
ト
の
絨
毯
装
飾
文
様
法
で
大
き
な
役
割
を
演
じ
、こ
と
に
ク
ル
ド
絨
毯
で
頻
繁
に
繰
返
さ
れ
て
い
る（
前

掲
書 Robinson, plates 5 and 6

）。
ま
た
ウ
ィ
ー
ン
の
ト
ロ
ル
博
士
（
前
出D

r. J. T
roll

）
が
所
持
す
る
ホ
ー
タ
ン
絹
織
絨
毯
で
も
、
こ
の

羽
目
板
意モ

テ
ィ
ー
フ

匠
が
い
か
に
も
特
徴
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
度
こ
れ
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
ス
サ
ン
［
ト
］
シ
ル
ト
絨
毯
で
出
合
う
類
の
植
物
的
絨
毯
装
飾
文
様
法
は
後
期

古
代
芸
術
に
ま
で
遡
る
流
れ
を
全
く
判
然
と
追
跡
で
き
る
が
、
他
方
こ
れ
ま
で
以
上
に
確
か
な
手
掛
り
に
欠
け
る
の
で
、
一
体
、
当
の

装
飾
文
様
法
の
全
般
が
、
ま
た
い
か
な
る
要
素
が
、
ど
こ
ま
で
起
源
と
し
て
の
ア
ッ
シ
リ
ア-

古
代
ペ
ル
シ
ア
所
蔵
の
形
式
群
に
属
し

て
い
た
の
か
、
こ
の
所
蔵
か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム-

ロ
ー
マ
芸
術
へ
と
移
行
し
た
の
か
、
こ
の
問
は
未
決
の
ま
ま
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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す
で
に
古
代
ペ
ル
シ
ア
の
時
代
に
当
地
で
豪
華
絨
毯
が
生
産
さ
れ
て
い
た
と
は
、
ど
こ
に
も
確
証
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ギ
リ
シ
ア
人

の
報
告
か
ら
判
然
と
な
る
の
は
、
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
時
代
［
前
五
六
〇
─
前
三
三
〇
年
］
の
諸
都
市
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ア
人
は
き
わ
め
て
貧

し
か
っ
た
に
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
で
き
よ
う
が
、
ど
う
し
て
も
為
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
古
代
ペ
ル
シ
ア
人

の
絨
毯
制
作
は
、
例
え
ば
今
日
の
遊
牧
民
絨
毯
に
な
お
観
察
で
き
た
類
の
幾
何
学
的
模
様
か
素
朴
自
然
主
義
的
模
様
で
の
、
た
だ
の

家
内
仕
事
の
生
産
に
限
ら
れ
て
い
た
。
符
合
す
る
こ
と
だ
が
、
文
書
記
録
に
照
す
と
、
ペ
ル
シ
ア
の
王
や
高
官
の
バ
ビ
ロ
ン
絨
毯
リ
ュ

デ
ィ
ア
絨
毯
使
用
は
あ
っ
て
も
、
現
地
製
絨
毯
の
使
用
に
つ
い
て
の
証
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
（
前
掲
書 Perrot et Chipiez, H

istoire de  

l’art dans l’antiquité, Ⅴ
. p. 866

）。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
後デ

ィ
ア
ド
コ
イ

継
者
の
も
と
で
は
じ
め
て
、
虎
の
形
像
呈
示
を
好
ん
だ
一
ペ
ル
シ
ア
絨
毯
産

業
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
虎
の
形
像
が
高
度
の
因
習
的
装
飾
文
様
法
か
ら
出
て
い
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
素
朴

自
然
主
義
の
遣
り
方
で
呈
示
さ
れ
て
い
た
も
の
か
、
わ
れ
わ
れ
に
は
解
ら
な
い
。

　

オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
装
飾
文
様
法
の
全
体
な
い
し
部
分
を
ア
ッ
シ
リ
ア-

古
代
ペ
ル
シ
ア
の
根
基
へ
と
戻
す
試
み
は
、
決
し
て
散
発
的

な
ま
ま
で
な
い
。
こ
と
に
英
国
人
が
こ
の
試
み
か
ら
、
向
後
な
お
わ
れ
わ
れ
が
特
別
に
相
手
と
す
る

学
問
的
公
理
（A

xiom

）
を
作
り
出
し
て
い
る
。
珍
事
と
し
て
一
フ
ラ
ン
ス
人
学
者
の
仮
説
を
こ
こ

に
は
挙
げ
た
い
が
、
第
二
五
図
、
と
り
わ
け
絨
毯
平
織
り
（W

irkerei

）
に
頻
繁
に
現
れ
、
平
織
り

技
術
か
ら
様
式
的
に
出
て
く
る
と
し
て
よ
い
装
飾
文
様
に
は
、
周
知
の
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
の
背
中
合
せ

二
牛
前
軀
柱
頭
（D

oppelstierkapitäl
）
の
織
布
へ
の
転
用
を
認
め
な
く
て
は
な
る
ま
い
、
と
説
く
の

で
あ
る

（
＊
）。

　

�（
＊
）
前
掲
書Perrot et Chipiez, Ⅴ

. p. 867

─
こ
こ
に
はH

oussay

が
こ
の
見
解
の
代
表
者
と
名
指
さ
れ
て
い
る
。
本
書
第
二
五
図
は
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
平
織
り
絨
毯
か
ら
採
っ
た
が
、
平
織
り
技
術
に
制
約
さ
れ
た
階
段
状
輪
郭
を
度
外
視
す
れ
ば
、
ペ
ロ
の
報
告
し
て
い
る
意モ

テ
ィ
ー
フ匠

と
完

第二五図
ブルガリア平織り 

絨毯の意匠
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全
に
合
う
。

　

ふ
た
た
び
ホ
ス
ロ
ー
迫ア

ー
チ持

に
戻
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
オ
リ
エ
ン
ト
絨
毯
装
飾
文
様
法
の
別
な
る
一
面
を
説
明
す
る
の
に
好
適
な
作
だ

か
ら
で
あ
る
。
迫ア

ー
チ持

内
壁
の
平
面
に
は
壁
掛
け
絨
毯
に
代
る
二
浮
彫
が
あ
っ
て
、
狩
猟
場
面

0

0

0

0

（Jagdszene

）
双
つ
を
見
せ
て
く
れ
る
。

一
つ
に
は
雄
鹿
（H

irsch 

前
掲
書 Flandin et Coste, fig. 12

）、
も
う
一
つ
に
は
雄
猪
（Eber 

同
上
書 fig. 10

）
を
狩
る
王
が
見
え
る
。
サ

サ
ン
朝
芸
術
に
お
け
る
狩
猟
場
面
の
人
気
に
つ
い
て
は
幾
枚
か
の
深
皿
も
証
拠
と
な
る
。だ
が
深
皿
で
は
呈
示
は
大
体
わ
ず
か
一
つ
か
、

第二六図
ホスロー迫持内壁の浮彫

ご
く
少
数
の
形
姿
と
限
定
さ
れ
る
の
に
、
こ
の
タ
ー
ジ
・
ボ
ス
タ
ン
で
は
き
わ
め
て
大
き
な
壁
面
全
体
が
形
姿
ゆ
た
か
な
情
景
で
賑
わ

し
く
見
え
る
。
と
り
わ
け
第
二
六
図
の
雄
鹿
狩
り
の
場
面
で
あ
り
、
恐
れ
て
走
る
動
物
や
狩
立
て
て
矢
を
放
つ
騎
手
が
い
て
、
こ
の
見
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晴
し
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
飾
粧
的
で
し
か
な
い
が
、
し
か
し
極
度
に
自
然
の
真
に
迫
っ
て
活
気
溢
れ
る
描
写
で
、
即
座
に
、
等
し
い
内
容

の
後
期
ペ
ル
シ
ア
絨
毯
を
思
出
さ
せ
る
。

　

こ
う
し
て
第
一
三
図
第
一
四
図
の
例
が
最
も
豊
麗
な
代
表
の
ひ
と
つ
と
な
る
豪
華
な
絨
毯
が
、
い
か
な
る
原
像
か
ら
出
て
き
た
か
、

も
は
や
ほ
と
ん
ど
疑
い
は
あ
る
ま
い
。
け
れ
ど
も
ま
た
、
こ
の
種
の
絨
毯
装
飾
に
つ
い
て
は
即
刻
、
こ
れ
を
新
ペ
ル
シ
ア
専
有
の
国
民

的
（national
）
意モ

テ
ィ
ー
フ匠

と
見
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
力
説
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
出
土
品
の
装
飾
で
も
、
何

ら
、
こ
と
に
衣
服
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ア
・
サ
サ
ン
朝
風
特
性
な
ど
思
わ
せ
な
い
狩
猟
場
面
が
装
飾
文
様
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
（
前
掲
書 Riegl, K

atalog N
r. 628, T

afel 13

）。
し
か
も
第
一
四
図
ウ
ィ
ー
ン
宮
廷
の
絨
毯
に
は
そ
の
ま
ま
、
往
昔
こ
の
装
飾
文

様
法
が
後
期
古
代
と
連
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
委
細
が
あ
る
─
─
縁
取
り
（Bordüre

）
の
、
皿
と
供
物
を
手
に
し
た
翼
あ
る

0

0

0

若
い
男
ふ
た
り
一
組

0

0

0

0

0

0

0

0

の
姿
で
あ
る
。
あ
ぐ
ら

0

0

0

の
脚
を
不
快
と
見
て
は
い
け
な
い
が
、
す
で
に
サ
サ
ン
朝
の
銀
皿
で
、
獅
子
に
乗
る
愛エ

ロ
ス神

が
オ
リ
エ
ン
ト
独
得
の
同
じ
安
坐
の
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
サ
サ
ン
朝
時
代
の
何
ら
か
の
芸
術
作
品
に
後
年
ペ
ル
シ
ア
絨
毯
の
装
飾
文
様
法
で
最
高
級
の
役
割
が
指
定
さ
れ
る
と
見

え
る
要
素
に
出
合
っ
た
と
き
、
そ
し
て
結
果
と
し
て
、
当
の
要
素
に
ペ
ル
シ
ア
絨
毯
装
飾
文
様
法
が
以
後
発
展
す
る
出
発
点
を
求
め
て

よ
い
と
疑
念
も
晴
れ
た
と
き
、
そ
れ
で
も
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
要
素
の
起
源

0

0

（U
rsprung

）
を
や
は
り
即
座
に
国
民
的
（national

）

古
代
ペ
ル
シ
ア
芸
術
に
認
め
る
の
で
な
く
、む
し
ろ
国
際
的（international

）ヘ
レ
ニ
ズ
ム-

ロ
ー
マ
芸
術
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

サ
サ
ン
朝
に
出
た
作
品
に
、
こ
の
芸
術
の
ま
さ
し
く
避
け
が
た
い
地
方
的
性
格
を
成
す
個
々
の
特
性
が
発
露
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

し
か
な
い
─
─
例
え
ば
衣
服
で
あ
り
狩
猟
場
面
好
み
で
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
す
べ
て
は
下
記
の
事
実
に
比
べ
る
と
意
義
の
低
い
こ
と

で
し
か
な
く
、
装
飾
文
様
の
基
本
的
図
式
は
個
々
の
装
飾
形
式
と
も
ど
も
完
全
に
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
芸
術
に
よ
っ
て
創
ら
れ
ロ
ー
マ
芸
術

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
後
期
古
代
の
流
儀
内
で
動
い
て
い
る
、と
い
う
の
が
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
サ
サ
ン
朝
帝
国
内
で
は
、個
々
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の
地
方
的
ペ
ル
シ
ア
の
影
響
の
認
め
ら
れ
る
後
期
ロ
ー
マ-

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
芸
術
に
つ
い
て
語
る
方
が
、
従
来
の
両
者
関
係
理
解
の
ご

と
く
、
西
方
の
影
響
あ
る
国
民
的
ペ
ル
シ
ア
芸
術
に
つ
い
て
語
る
よ
り
も
、
は
る
か
に
正
し
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
第
四
章　

前
半
］
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「
郷
民
芸
術
・
家
内
仕
事
・
家
内
工
業
」（
一
八
九
四
年
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ロ
イ
ス
・
リ
ー
グ
ル

　
　
　
　

二

　

他よ

所そ

者
を
知
ら
ず
全
員
が
一
体
で
あ
っ
た
家
内
仕
事
（H

ausfleiß

）
の
時
代
は
、
古
代
の
詩
人
た
ち
が
夢
中
で
讃
え
た
、
ま
さ
し
く

黄
金
の
時
代
で
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
の
家
族
所
帯
（Fam

ilienverband

）
の
な
か
で
成
員
は
互
い
に
誰
で
も
同
等
、
区
別
と
し
て
は
た
だ

男
女
の
性
に
よ
る
区
別
と
年
齢
に
よ
る
区
別
し
か
な
か
っ
た
。
確
か
に
家
父
（
母
権
制
集
団
な
ら
ば
家
母
）
は
所
帯
成
員
に
無
制
約
の
力

を
行
使
し
た
も
の
の
、
手
元
の
品
々
を
享
受
す
る
こ
と
で
は
決
し
て
誰
に
も
先
ん
じ
る
人
で
な
か
っ
た
。
無
論
こ
の
よ
う
な
理
想
的
社

会
状
態
に
永
続
性
が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
万
人
が
生
れ
つ
き
等
し
い
強
さ
を
も
ち
、
身
体
の
諸
力
は
等
し
く
、
精
神
の
素

質
も
等
し
い
場
合
だ
け
で
し
か
な
か
ろ
う
。
だ
が
人
間
の
も
と
で
支
配
的
と
な
る
不
平
等
が
強
者

0

0-

弱
者
の
区
別

0

0

0

0

0

を
も
た
ら
し
た
。
人

間
の
本
性
に
抜
き
が
た
く
根
差
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
強
者
は
お
の
れ
の
優
越
性
を
弱
者
に
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
も
と
も
と
主

に
肉
体
の
強
さ
に
つ
い
て
言
え
た
の
だ
が
、
開
化
の
進
む
に
つ
れ
て
優
越
性
は
精
神
の
領
域
で
重
さ
を
増
し
た
。
例
え
ば
今
日
で
は
、

生
れ
つ
き
肉
体
の
長
所
を
た
っ
ぷ
り
具
え
て
い
る
誰
か
が
、
こ
の
長
所
を
わ
ざ
わ
ざ
磨
い
て
周
り
の
連
中
の
面
前
で
羨
し
が
ら
せ
て
や

ろ
う
と
努
め
て
も
、
こ
の
振
舞
い
の
実
質
は
、
例
の
旧
約
聖
書
の
強
者
サ
ム
ソ
ン
が
お
の
れ
の
強
さ
に
驚
嘆
さ
せ
て
や
ろ
う
と
仲
間
を

殴
っ
た
振
舞
い
と
、
何
ら
変
り
が
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
家
族
所
帯
の
内
部
で
は
、
強
者
と
弱
者
の
区
別
は
、
こ
れ
を
言
張
る
強
者
の
試
み
が
し
ば
し
ば
突
発
す
る
ま
で
に
な
っ
て
、

し
ば
ら
く
続
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
血
縁
関
係
の
自
然
的
感
情
に
よ
っ
て
で
あ
れ
家
父
の
権
威
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
と
も
か
く
抑
え
ら
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れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
独
立
す
る
二
つ
の
家
族
所
帯
が
衝
突
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
き
は
別
で
あ
る
。
隣
接
す
る
風
土
を
越
え
る
空
間
的
延
長
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
強
さ
に
ま
で
一
所
帯
の
成
員
数
が
増
大
す
る
や
、
衝
突
の
機
会
は
無
論
お
の
ず
と
、
ま
た
必
然
的
に
生
じ
た
。

こ
の
と
き
に
強
者
の
権
利
が
も
の
を
言
っ
た
─
─
強
い
所
帯
（
種
族
や
民
族
）
が
弱
い
所
帯
を
襲
っ
て
、
弱
者
の
土
地
の
全
部
な
い
し

一
部
を
我
が
物
と
す
る
。
弱
者
が
絶
滅
と
な
れ
ば
、
人
類
発
展
の
こ
れ
ま
で
の
方
式
に
何
の
変
り
も
な
か
っ
た
。
弱
い
所
帯
は
消
え
て

代
り
に
強
い
所
帯
が
登
場
、
両
者
間
に
生
じ
て
い
た
交
際
は
敵
意
あ
る
交
際
で
し
か
な
か
っ
た
し
、
弱
者
の
抹
殺
で
終
っ
て
、
後
を
引

く
結
末
を
も
た
な
か
っ
た
。
弱
者
が
逃
れ
て
、
こ
れ
ま
で
住
む
者
の
な
か
っ
た
新
た
な
居
場
所
を
得
る
と
か
、
自
分
ら
よ
り
弱
い
者
を

追
払
う
な
ど
の
成
功
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
大
切
な
帰
結
で
な
か
っ
た
。
は
じ
め
て
闘
争
の
結
果
が
由
々
し
い
重
み
を
得
た

の
は
、弱
い
所
帯
が
抹
殺
と
な
ら
ず
、さ
り
と
て
追
放
に
も
な
ら
ず
、強
者
を
相
手
と
す
る
従
属
と
依
存
の
間
柄

0

0

0

0

0

0

0

0

に
入
っ
た
と
き
で
あ
る
。

こ
の
と
き
強
い
所
帯
は
、
こ
と
に
当
所
帯
の
家
父
は
、
お
の
れ
自
身
や
自
分
の
家
族
所
帯
に
属
さ
な
い
と
は
い
え
、
や
は
り
無
条
件
で

意
の
ま
ま
に
使
え
る
労
働
力
を
得
た
。
こ
の
新
た
に
得
た
労
働
力
に
向
け
て
家
父
は
、
自
分
の
家
族
所
帯
に
向
け
る
と
同
様
の
顧
慮
を

払
う
必
要
が
な
い
。
ど
こ
ろ
か
、
ま
さ
し
く
こ
う
し
て
家
父
が
得
た
の
は
、
弱
者
相
手
に
強
者
の
甘
美
な
権
利
の
行
使
と
い
う
、
自
分

の
優
越
性
を
誇
示
で
き
る
可
能
性
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り
贅
沢
に
暮
し
豪
華
に
着
飾
り
な
が
ら
家
父
は
、
お
の
れ
自
身
や
同
格
の

家
族
に
厄
介
を
か
け
ず
に
済
む
こ
と
が
で
き
た
。
と
い
う
よ
り
家
族
は
む
し
ろ
、
も
と
よ
り
家
父
と
も
ど
も
所
帯
全
体
が
得
た
余
剰
の

分
前
に
与
っ
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り
高
い
要
求
が
強
者
に
は
生
じ
、
隷
属
す
る
弱
者
に
は
同
時
に
、
当
の
膨
れ
た
要
求
を
叶
え
る
た
め
の

労
働
力
が
押
寄
せ
た
。
こ
の
新
た
に
得
た
他
人
の
労
働
力
を
統
べ
る
の
は
無
制
約
の
支
配
で
あ
っ
た
。
新
た
な
労
働
力
に
家
父
は
自
分

の
所
帯
仲
間
に
と
同
様
に
命
じ
た
。
こ
の
所
帯
仲
間
は
所
帯
の
財
物
享
受
で
は
誰
で
も
同
等
の
権
利
を
も
っ
て
い
た
が
、
隷
属
者
は
そ

う
で
な
い
。
隷
属
者
は
強
い
征
服
者
、
自
分
ら
の
主
人
に
向
合
う
奴
隷
（Sklave
）
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
が
人
間
の
歴
史
で
初
め
て
生
じ
た
瞬
間
は
並
外
れ
て
決
定
的
な
時
点
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
瞬
間
に
国0
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体
形
成

0

0

0

（Staatenbildung

）
が
、つ
ま
り
、も
は
や
家
族
連
帯
の
混
じ
り
気
な
い
土
台
に
は
も
と
づ
か
ぬ
政
治
的
集
団
の
形
成
が
始
ま
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
隷
属
者
に
向
合
う
家
父
の
地
位
は
自
分
の
所
帯
仲
間
相
手
の
地
位
と
は
異
な
っ
た
。
所
帯
仲
間
に
は
高
齢
の
力
で

支
配
し
た
が
、
い
ま
や
隷
属
者
に
は
強
者
の
権
利
に
も
と
づ
い
て
命
令
し
た
の
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
家
族
仲
間
に
家
父
は
な
お
家
長

（Patriarch
）
の
ま
ま
だ
が
、
隷
属
の
他
人
を
向
け
ば
主
人
と
な
り
支
配
者
と
な
り
王
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
黄
金
時
代
は
終
り
、
奴
隷

制
の
青
銅
時
代
が
始
ま
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
点
は
文
化
の
途
方
も
な
い
進
歩

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
表
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
人
類
の
友

は
嘆
く
か
も
知
れ
ず
、
悲ペ

シ

ミ

ス

ト

観
論
者
は
、
現
世
は
最
悪
と
説
く
の
に
用
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
体
形
成
に
至
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
は
別
々
に
独
立
で
育
ち
伸
び
て
き
た
個
人
間
の
交
流
に
至
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
高
い
要
求
を
掲
げ
て
高
い

活
動
を
案
じ
る
に
至
る
た
め
に
は
、
一
言
に
纏
め
て
、
高
い
意
味
で
の
文
化

0

0

（K
ultur

）
に
至
る
た
め
に
は
、
奴
隷
制
を
踏
ま
え
て
行

く
よ
り
外
の
道
は
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
て
直
ぐ
さ
ま
一
つ
に
纏
め
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
人
間
の
歴
史

0

0

0

0

0

（Geschichte der M
enschheit

）
も
始
ま
る
─
─
古
代
オ
リ
エ

ン
ト
諸
国
の
制
度
と
と
も
起
り
、
つ
ぎ
に
は
ギ
リ
シ
ア
・
イ
タ
リ
ア
小
都
市
の
運
命
を
物
語
る
が
、
こ
れ
ら
小
都
市
が
近
く
や
遠
く
の

隣
国
支
配
に
喘
い
で
は
一
部
の
支
配
に
も
至
る
、
と
い
う
歴
史
で
あ
る
。
い
つ
で
も
人
間
全
体
の
歴
史
を
導
く
の
は
、
前
面
に
立
っ
て

支
配
欲
に
燃
え
る
膨
張
主
義
の
民
族
で
あ
る
。
傍
ら
に
は
途
方
も
な
い
土
地
の
拡
が
り
に
細
々
と
暮
す
部
族
が
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
が

知
る
の
は
た
だ
、
こ
う
し
た
部
族
と
個
々
別
々
の
敵
対
的
接
触
を
も
っ
た
地
中
海
沿
岸
の
歴
史
的
民
族
が
、
こ
れ
は
語
っ
て
お
く
の
が

よ
い
と
し
た
部
族
の
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
例
え
ば
、
歴
史
の
な
い
極
寒
の
草ス

テ
ッ
プ原

に
古
代
全
体
を
通
じ
て
住
ん
で
い
た
ス
キ

タ
イ
人
の
種
族
に
つ
い
て
、
何
を
知
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。
こ
の
人
々
に
と
っ
て
の
毎
日
は
同
じ
日
々
で
あ
っ
た
。
ぞ
く
っ
と
す

る
稲
光
り
、
大
洪
水
、
頭か

し
ら

（
家
父
）
の
死
─
─
ひ
た
す
ら
家
内
仕
事
（H

ausfleiß
）
に
打
込
ん
で
い
る
日
々
の
生
活
で
は
、
こ
う
し
た

こ
と
こ
そ
掛
替
え
の
な
い
事
件
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
人
々
自
身
は
わ
れ
わ
れ
に
、
い
か
な
る
仕
方
で
も
情
報
を
残
し
て
い
な
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い
。

　

全
く
相
似
た
こ
と
に
中
世
で
も
出
合
う
。
も
と
よ
り
中
世
は
権
勢
欲
あ
る
新
た
な
民
族
の
勝
誇
る
前
進
で
始
ま
る
が
、
結
局
の
と
こ

ろ
中
世
ゲ
ル
マ
ン
人
ロ
マ
ン［
ス
］人
の
賦
役
領
地［
農
地
］は
経
済
的
に
は
ギ
リ
シ
ア
人
ロ
ー
マ
人
の
奴
隷
経
済
に
外
な
ら
な
い
。
だ
が
、

ゆ
っ
く
り
と
は
い
え
絶
え
ず
増
し
つ
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
部
や
南
部
で
労
働
の
奴
隷
状
態
か
ら
の
解
放
が
開
け
る
の
に
、
東
部
は
ス
キ

タ
イ
の
故
郷
本
来
の
家
内
仕
事
（H

ausfleiß

）
お
よ
び
家
父
長
制
の
仲ゲ

セ
ル
シ
ャ
フ
ト

間
社
会
的
形
体
に
留
ま
っ
て
、
国
体
形
成
の
西
方
的
体
系
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
混
合
形
体
を
採
用
す
る
ば
か
り
で
、
た
だ
の
ろ
の
ろ
と
不
承
不
承
に
し
か
順
応
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
過
程

が
東
部
で
は
今
日
に
至
る
ま
で
も
続
い
て
い
て
、
現
在
わ
れ
わ
れ
は
、
昨
日
ま
で
依
然
ほ
と
ん
ど
家
父
長
制
で
生
活
の
郷
民
が
不
意
に

今
日
は
最
近
代
式
議
会
主
義
へ
飛
躍
、
と
い
う
類
の
風
変
り
な
見
世
物
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、
当
然
こ
れ
は
結
果
と
し
て
多
々
奇
妙
な

姿
を
見
ず
に
は
済
ま
ぬ
事
柄
で
あ
る
。

　

私
に
は
、
こ
の
際
く
ど
く
ど
説
い
て
、
世
界
史
上
は
じ
め
て
国
体
形
成
の
生
じ
た
時
点
の
意
義
、
全
般
的
文
化
状
態
の
発
展
に
と
っ

て
の
意
義
を
強
烈
に
際
立
た
せ
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
わ
れ
わ
れ
は
、
政
治
的
革
新
が
経
済
や
芸
術
の
事
情

に
及
ぼ
し
た
大
変
動
を
も
容
易
く
理
解
で
き
よ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
よ
り
高
い
政
治
的
発
展
の
た
め
に
と
同
様
、
経
済
や
芸
術

の
発
展
の
た
め
に
も
、
い
ま
こ
そ
土
台
が
よ
う
や
く
据
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
最
初
に
、
国
体
形
成
が
経
済
的
領
域
に
も
た
ら
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た
結
果

0

0

0

を
考
察
し
よ
う
。

　

こ
の
経
済
的
領
域
で
い
ま
や
弘
ま
っ
た
最
も
重
大
な
革
新
は
、
す
で
に
た
び
た
び
挙
げ
た
通
り
、
奴
隷
身
分
（Sklaverei

奴
隷
制
）

の
発
生
で
あ
る
。
見
た
目
に
当
初
、
こ
の
こ
と
で
生
産
体
系
は
も
と
よ
り
何
の
変
化
も
受
け
な
か
っ
た
。
古
い
体
系
に
新
た
な
労
働
力

を
合
せ
よ
う
と
努
め
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
し
か
な
か
っ
た
し
、
あ
っ
さ
り
と
自
分
の
家
族
所
帯
内
に
奴
隷
を
取
込
ん
だ
。
交
通
整
備

を
始
め
た
結
果
と
し
て
経
済
事
情
は
す
で
に
多
々
や
は
り
前
進
し
て
い
た
の
だ
が
、
依
然
こ
う
し
た
皇
帝
時
代
の
ロ
ー
マ
人
で
も
、
奴
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隷
は
主
人
家
族
の
一
員
と
数
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
古
代
の
奴
隷
経
済
は
実
質
的
に
は
相
変
ら
ず
家
内
仕
事
（H

ausfleiß

）
に
も
と

づ
い
て
い
る
─
─
原
材
料
は
主
人
の
財
で
生
産
さ
れ
て
加
工
さ
れ
消
費
さ
れ
る
し
、
財
は
一
瞬
た
り
と
も
持
主
を
変
え
ず
、
主
人
の
血

縁
な
ら
ぬ
主
人
の
奴
隷
で
あ
っ
て
も
財
の
加
工
者
は
水
入
ら
ず
家
族
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
他
人
な
る
要
素
を
古
い
家
族

所
帯
に
受
入
れ
る
こ
と
で
、
や
は
り
同
時
に
、
こ
の
家
族
内
に
は
未
来
の
解
体
の
萌
芽
が
持
込
ま
れ
た
。

　

家
族
所
帯
が
成
員
数
の
目
立
つ
ま
で
に
大
き
く
な
る
や
、
純
然
た
る
家
父
長
制
と
し
て
混
り
気
な
い
家
族
を
維
持
す
る
こ
と
は
す
で

に
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ど
う
し
て
も
段
々
と
分
割
が
生
じ
て
部
分
的
所
帯
を
作
ら
ず
に
は
い
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
所
帯
は
、

確
か
に
わ
れ
わ
れ
近
代
小
家
族
の
自
律
性
は
持
合
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
大
き
な
全
体
の
内
部
で
は
何
ら
か
の
程
度
ま
で
自

立
す
る
統
一
体
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
成
員
数
が
増
し
て
一
郷
民
（V

olk 

民
族
）
と
語
る
の
も
尤
も
な
り
と
思
え
る
程
度
に
ま
で
大
き
く

な
っ
た
ば
あ
い
に
は
、
小
所
帯
へ
の
分
割
は
ほ
と
ん
ど
不
可
抗
力
と
予
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
分
割
、
原
始
的
大
家
族
所
帯

の
近
代
的
小
家
族
へ
の
瓦
解
を
導
い
た
分
割
を
、
奴
隷
身
分
は
最
も
決
定
的
に
促
進
し
た
に
違
い
な
か
っ
た
。

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
部
分
的
所
帯
の
内
部
に
お
け
る
奴
隷
の
地
位
を
思
浮
べ
た
い
。
主
人
は
無
制
限
に
奴
隷
の
労
働
力
を
支
配
し
、

奴
隷
に
は
、
い
な
け
れ
ば
自
分
自
身
に
伸の

し

掛か
か

る
労
働
を
、
ひ
い
て
は
所
帯
内
血
族
の
労
働
を
も
行
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
血
族
や
自
分

自
身
の
た
め
に
取
っ
て
置
く
の
は
、
た
だ
一
段
と
高
貴
で
容
易
な
労
働
だ
け
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
狩
猟
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
方
に

は
主
人
と
一
族
、
他
方
に
は
奴
隷
と
い
う
区
別
が
生
じ
る
が
、
こ
れ
は
労
働

0

0

（A
rbeit

）
に
も
と
づ
く
区
別
で
、
原
始
的
な
家
内
仕
事 

（H
ausfleiß

）
の
内
部
に
は
場
の
な
か
っ
た
区
別
で
あ
る
。
こ
の
事
情
か
ら
、
ど
う
し
て
階
級
の
相
違
す
な
わ
ち
身
分
に
よ
る
分
離

0

0

0

0

0

0

0

（Scheidung nach Ständen

）
が
発
生
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
、
す
で
に
明
か
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
以
上
に
経
済
発
展
に
と
っ

て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、奴
隷
身
分
の
登
場
と
と
も
に
都
市
制
度

0

0

0

0

（Städtew
esen

）
創
設
に
と
っ
て
の
（
も
と
よ
り
唯
一
な
ら
ぬ
と
し
て
も
）

実
質
的
な
条
件
が
作
ら
れ
た
、
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
農
業
労
働
は
肉
体
的
存
在
の
露
命
を
つ
な
ぐ
条
件
で
あ
っ
た
し
、
あ
り
続
け
た
。
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身
寄
り
と
も
ど
も
田
畑
を
耕
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
限
り
、
家
父
は
土
地
に
留
ま
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
い
ま
や
家

父
は
自
分
の
身
が
、
野
良
仕
事
は
奴
隷
の
世
話
と
定
め
、
自
身
は
耕
地
か
ら
遠
く
離
れ
て
余
事
を
追
い
、
別
な
る
野
心
を
満
足
さ
せ
て

よ
い
可
能
性
の
な
か
に
あ
る
と
見
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
奴
隷
経
済
の
生
産
体
系
は
い
ま
で
も
家
内
仕
事
に
も
と
づ
く
も
の
の
、
し
か
し
最
も
原
始
的
な
経
済
体
系
の
、
こ
の
よ
う

に
進
歩
せ
る
階
梯
で
労
働
は
見
る
見
る
う
ち
に
弛
緩

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
。
以
前
に
は
、
血
族
関
係
に
も
と
づ
い
て
い
た
ゆ
え
に
労
働
は
緊
密
こ
の
上

な
く
所
帯
と
関
り
、
労
働
を
前
に
す
れ
ば
全
員
が
等
し
か
っ
た
。
こ
こ
に
変
化
が
生
じ
、
労
働
は
質
に
よ
り
分
配
さ
れ
て
、
ま
す
ま
す

専
門
化
す
る
。
こ
の
さ
き
に
発
展
す
る
道
は
く
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
て
、
大
家
族
か
ら
解
放
さ
れ
る
方
向
へ
と
労
働
は
確
然
と
突
進

む
。
こ
の
過
程
は
最
後
い
わ
ゆ
る
賃
［
金
］
仕
事
（Lohnw

erk

［↔
Preisw

erk

代
価
仕
事
］）
で
完
成
と
見
え
る
が
、
こ
れ
は
経
済
発
展

の
大
き
な
第
二
段
階
で
あ
る
。

　

家
内
仕
事
か
ら
賃
金
仕
事
へ
の
推
移
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
個
々
の
事
情
次
第
で
、
こ
こ
か
し
こ
相
異
な
る
仕
方
で
行
わ
れ
た
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
完
全
明
瞭
な
情
報
は
ロ
ー
マ
法
制
史
の
領
域
に
現
存
す
る
し
、
取
出
す
こ
と
の
で
き
る
推
移
経
過
は
典
型

と
し
て
こ
こ
で
伝
え
て
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
政
治
史
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
共
和
制
終
焉
へ
と
向
う
ロ
ー
マ
世
界
帝
国
の
版
図
に
お
い
て
奴

隷
経
済
が
占
め
て
い
た
途
方
も
な
い
規
模
を
教
え
ら
れ
る
。
奴
隷
は
生
け
る
人
力
と
し
て
高
価
な
財
産
で
あ
り
、
売
る
な
ら
ば
、
で
き

る
だ
け
儲
け
が
出
る
よ
う
に
努
め
た
。
一
定
の
経
済
範
囲
内
で
、
と
き
に
は
、
も
は
や
奴
隷
多
数
の
使
い
道
が
全
然
な
い
こ
と
も
起

り
得
た
の
で
あ
る
。
何
か
の
技
能
で
訓
練
を
積
ん
で
い
る
が
自
分
の
経
済
内
で
は
無
用
と
な
っ
た
奴
隷
は
、
そ
の
よ
う
な
労
働
力
を
持

合
せ
ず
必
要
と
し
て
い
た
別
の
経
済
人
に
、
賃
金
と
引
換
え
で
奉
公
さ
せ
ら
れ
た
。
作
業
を
切
望
し
て
い
た
他
家
族
の
も
と
へ
当
の
奴

隷
は
一
定
期
間
委
ね
ら
れ
、
こ
こ
で
原
料
や
原
料
加
工
に
必
要
な
道
具
を
手
に
し
、
労
働
を
仕
了
え
る
と
、
ま
た
元
の
主
人
の
と
こ
ろ

へ
戻
り
、
労
働
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
は
主
人
の
も
の
と
な
っ
た
。
御
覧
の
通
り
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
根
本
に
お
い
て
な
お
家
内
仕
事
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（H
ausfleiß

）
で
あ
る
。
品
物
を
消
費
し
よ
う
と
す
る
者
が
原
料
を
も
道
具
を
も
手
渡
し
、
当
人
の
地
所
で
品
物
は
出
来
上
る
。
た
だ

0

0

し
労
働
だ
け
が
外
か
ら
や
っ
て
く
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

─
─
も
は
や
労
働
は
、
仕
上
げ
ら
れ
る
品
物
が
要い

る
家
族
の
所
帯
に
は
属
さ
な
い
が
、
や
は
り
ま

だ
自
由
で
は
な
い
。
こ
の
最
後
の
一
歩
と
は
労
働
の
完
全
な
る
解
放

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（die volle Befreiung der A
rbeit

）
の
こ
と
だ
が
、
ロ
ー
マ
法
治

国
家
の
内
部
で
、
こ
れ
は
原
則
と
し
て
以
下
の
ご
と
く
遂
行
さ
れ
た
。
一
層
高
度
な
作
業
へ
と
腕
前
上
達
を
鼓
舞
し
、
こ
う
し
て
主
人

の
利
益
と
な
る
奴
隷
の
奉
仕
能
力
向
上
の
た
め
に
、
主
人
か
ら
は
、
他
所
で
の
労
働
に
よ
っ
て
得
た
例
の
賃
金
の
小
部
分
が
奴
隷
に
与

え
ら
れ
る
。
器
用
で
あ
っ
て
節
約
の
才
も
あ
れ
ば
、
徐
々
に
奴
隷
は
資
金
総
額
を
貯
め
て
、
つ
い
に
自
分
自
身
を
買
戻
す
。
い
ま
や
奴

隷
は
自
由
と
な
っ
た
身
だ
が
、
し
か
し
そ
の
よ
う
な
身
と
し
て
慣
れ
た
仕
事
を
続
行
す
る
。
言
い
か
え
る
と
、
主
人
で
あ
っ
た
者
と
の

契
約
で
こ
れ
ま
で
果
し
て
き
た
具
合
に
、
な
お
も
続
け
て
あ
れ
こ
れ
の
作
業
に
奉
仕
す
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
賃
金
は
全
部
自
分
の
も

の
と
し
て
完
全
な
自
由
の
な
か
で
気
の
向
く
ま
ま
に
で
あ
る
。
人
間
と
同
時
に
労
働
も
自
由

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（frei

）
に
な
っ
た

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
経
済
史

の
こ
の
段
階
を
ビ
ュ
ー
ヒ
ャ
ー
教
授
［K

arl Bücher, 1847-1930. 

前
出　

本
論
叢
第
百
二
十
七
集
八
一
頁
］
は
賃
金
仕
事
（Lohnw

erk

）
と
名

付
け
て
い
る
。
こ
れ
は
手
仕
事
（H

andw
erk 

家
内
仕
事
で
は
全
身
的
作
業
だ
が
、
こ
の
作
業
が
手
に
集
約
さ
れ
た
と
き
を
指
す
と
し
て
よ
か
ろ
う
─

訳
者
）
の
直
接
的
前
段
階
で
あ
り
、
手
仕
事
に
な
る
と
、
た
ん
に
労
働
ば
か
り
か
道
具
も
原
料
す
ら
も
が
、
品
物
を
消
費
す
る
家
族
か

ら
解
き
放
た
れ
て
し
ま
う
。

　

家
内
仕
事
か
ら
賃
金
仕
事
へ
の
推
移
過
程
は
ロ
ー
マ
時
代
に
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
こ
と
で
な
い
。
す
で
に
ホ
メ
ー
ロ
ス
で
幾
つ
か
の

生な
り

業わ
い

が
賃
金
仕
事
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
い
た
と
見
え
る
し
、
賃
金
仕
事
の
開
始
は
晩
く
と
も
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
河
流
文
化
の
時
代
に

ま
で
は
遡
る
に
違
い
な
い
。他
方
で
は
ロ
ー
マ
法
治
国
家
で
観
察
さ
れ
た
の
と
全
く
相
似
る
過
程
を
中
世
全
体
の
流
れ
に
追
跡
で
き
る
。

自
由
な
ら
ぬ
隷
属
の
労
働
が
徐
々
に
大
き
な
賦
役
農
場
や
僧
院
そ
の
他
か
ら
解
き
放
た
れ
、
と
り
わ
け
都
市
で
初
め
て
賃
金
仕
事
と
し

て
旨
く
行
き
、
さ
ら
に
発
展
は
進
ん
で
手
仕
事
（H

andw
erk

）
と
し
て
定
着
す
る
。
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欧
州
大
陸
の
西
方
で
は
賃
金
仕
事
は
家
内
仕
事
と
同
様
い
ま
で
は
離
れ
ば
な
れ
の
残
滓
と
し
て
し
か
見
ら
れ
ず
、
し
か
も
原
初
の

純
粋
な
姿
で
は
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
東
方
で
は
家
内
仕
事
と
並
ん
で
今
日
で
も
賃
金
仕
事
は
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
ガ
リ
チ
ア
［Galizien  

ポ
ー
ラ
ン
ド
南
東
部
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
に
わ
た
る
地
方
］
の
ル
テ
ニ
ア
人
［Ruthene

［n

］
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
一
種
族
］

農
民
は
、
み
ず
か
ら
麻
を
植
え
、
羊
を
飼
い
、
糸
を
整
え
て
紡
い
で
、
こ
れ
を
染
め
、
た
だ
織
成
の
労
働
そ
の
も
の
だ
け
は
、
そ
の
た

め
に
雇
っ
た
織
工
に
委
託
す
る
、
と
い
う
仕
方
で
絨
毯
を
織
ら
せ
て
い
る
。
だ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
西
方
の
賃
金
仕
事
と
の
相
違
と
し
て
直

ち
に
力
を
込
め
て
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
賃
金
仕
事
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
方
で
は
、
ゲ
ル
マ
ン
諸
国
ロ
マ
ン
［
ス
］
諸

国
に
お
い
て
の
ご
と
く
奴
隷
制
度
を
経
て
成
立
し
た
の
で
な
く
、
原
始
的
な
家
内
仕
事
か
ら
そ
の
ま
ま
生
じ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
推
移
が
引
起
さ
れ
た
の
は
、
こ
と
に
近
代
の
交
通
の
便
で
次
第
に
増
す
西
方
の
人
々
や
経
済
事
情
と
の
接
触
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
古

い
家
族
所
帯
は
緩
む
か
消
え
る
─
─
家
族
内
で
の
用
事
向
け
労
働
力
が
徐
々
に
欠
け
は
じ
め
、
こ
う
な
る
と
、
や
む
を
得
ず
賃
金
仕
事

に
慣
れ
る
し
か
な
か
っ
た
。
だ
が
近
年
の
東
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
経
済
機
構
の
変
革
は
余
り
に
も
速テ

ム
ポ度

が
速
す
ぎ
て
、
家
内
仕
事

を
見
棄
て
る
や
、
し
ば
し
ば
賃
金
仕
事
の
段
階
、
ま
し
て
手
仕
事
の
段
階
は
飛
越
え
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
進
み
方
を
、
こ
と
に
南

ス
ラ
ヴ
の
諸
地
方
で
の
発
展
が
取
っ
て
い
る
。
多
く
の
証
言
に
よ
る
と
、
ほ
ん
の
十
数
年
前
に
は
な
お
住
民
た
る
農
民
の
も
と
、
少
々

の
賃
金
仕
事
は
交
え
て
も
、
専も

っ
ぱ

ら
と
し
て
よ
い
ほ
ど
に
家
内
仕
事
の
経
済
体
系
が
支
配
し
て
い
た
。
今
日
の
当
地
で
は
、
古
い
手
先
の

器
用
さ
は
大
方
が
忘
れ
ら
れ
、
歳
月
の
飛
び
ゆ
く
に
つ
れ
工
場
生
産
体
系
へ
と
移
行
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
も
ま
た
、
政
治
的
発
展

と
経
済
的
発
展
と
の
あ
い
だ
に
は
緊
密
こ
の
上
な
い
並
行
（Parallele
）
が
あ
り
、
一
方
に
家
父
長
制
構
成
か
ら
議
会
主
義
へ
の
飛
躍

が
あ
れ
ば
、
他
方
に
は
最
も
原
始
的
な
家
内
仕
事
か
ら
最
近
代
的
工
場
生
産
体
系
へ
の
同
じ
大
飛
躍
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
最
初
の
国

体
創
設
以
来
い
つ
の
世
に
も
人
間
で
は
、
一
方
が
条
件
と
な
っ
て
他
方
を
制
約
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
調
べ
る
こ
と
が
な
お
残
っ
て
い
る
―
―
こ
れ
ま
で
述
べ
た
奴
隷
身
分
と
賃
金
仕
事
の
出
現
な
る
過
程
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
い
か
な
る
結
果
を
郷

0

0

0

0

0

0

0

0
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民0

［
民
族
］
芸
術
の
領
域
に

0

0

0

0

0

0

引
起
し
た
か
。
こ
の
領
域
で
も
、
政
治
的
領
域
と
経
済
的
領
域
の
出
来
事
間
の
極
め
て
緊
密
な
並
行
関
係

は
ま
ざ
ま
ざ
と
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

自
律
的
家
族
所
帯
の
家
内
仕
事
の
な
か
で
、
さ
き
に
見
た
通
り
、
自
分
で
消
費
す
る
た
め
に
作
る
品
々
を
当
然
な
が
ら
人
間
は
、
で

き
る
だ
け
善
く
、
で
き
る
だ
け
美
し
く
形
作
ろ
う
と
努
め
る
。
こ
の
努
力
の
も
と
は
、
み
ず
か
ら
使
用
し
て
消
費
す
る
は
ず
の
品
に
作

り
手
は
最
大
限
の
個
人
的
関
心
を
も
つ
と
い
う
事
情
に
あ
る
、
と
わ
れ
わ
れ
は
見
た
。
だ
が
、
こ
の
絶
対
的
自
己
関
心
は

0

0

0

0

0

0

0

0

、
家
族
所
帯

の
必
要
と
す
る
品
を
生
む
た
め
に
奴
隷
が
引
入
れ
ら
れ
る
や
大
部
分
が
失
せ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
な
る
ほ
ど
奴
隷
は
家
族
所
帯
に
受
入
れ
ら
れ
て
家
族

の
幸
不
幸
に
与
っ
た
し
、
こ
う
し
て
か
な
り
の
程
度
ま
で
は
、
自
分
が
作
る
品
々
の
共
同
消
費
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
働
い
た
最

大
の
分
け
前
は
主
人
や
血
族
の
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
奴
隷
で
は
ど
う
し
て
も
、
品
物
は
で
き
る
だ
け
善
く

0

0

作
ろ
う
と
す
る
最
高

度
の
自
己
関
心
に
も
と
づ
く
拍
車
が
掛
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
奴
隷
に
強
い
て
品
々
を
関
心
事
と
さ
せ
る
の
は
大
体
は
強
制
、
つ
ま
り

主
人
の
拳
な
の
で
あ
る
。

　

奴
隷
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
賃
金
仕
事
師
（Lohnw

erker

）
に
当
嵌
る
。
奴
隷
は
少
く
と
も
な
お
自
分
が
作
る
品
々
の

消
費
者
仲
間
で
あ
っ
た
の
に
、
こ
の
限
ら
れ
た
分
け
前
ま
で
も
が
賃
金
仕
事
師
で
は
失
せ
て
し
ま
う
。
賃
金
仕
事
師
は
も
は
や
自
分
が

作
る
品
々
の
享
受
に
は
全
く
与
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
賃
金
で
自
分
に
任
さ
れ
た
仕
事
を
善
く
果
す
と
す
れ
ば
、
こ
の
と
き
（
奴
隷
で
は

強
制
で
あ
っ
た
が
）
賃
金
仕
事
師
を
導
い
て
い
る
の
は
業
務
利
益
（Geschäftsinteresse

）
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
業
務
利
益
は
推
進
力
の
強

さ
に
お
い
て
原
始
的
な
家
内
仕
事
に
打
込
む
自
己
関
心
（Eigeninteresse

）
に
到
底
及
ば
な
い
。
家
内
仕
事
で
の
関
心
は
絶
対
的
関
心

で
あ
っ
た
が
、
業
務
利
益
は
幾
重
に
も
制
約
さ
れ
た
関
心
で
あ
る
。
第
一
に
は
労
働
に
約
定
さ
れ
た
賃
金
次
第
の
関
心
で
あ
り
、
他
よ

り
支
払
い
が
良
け
れ
ば
、
こ
の
者
は
当
然
な
が
ら
、
賃
金
に
頼
る
賃
金
仕
事
師
が
わ
か
ら
の
、
よ
り
善
い
作
業
を
受
取
っ
た
。
第
二
に

は
需
要
次
第
の
関
心
で
あ
り
、
需
要
が
大
き
く
、
賃
金
仕
事
師
の
能
力
が
多
方
面
か
ら
是
非
に
も
と
切
望
さ
れ
る
と
き
に
は
、
質
の
劣
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る
作
業
で
も
得
意
先
に
不
当
な
要
求
を
呑
ま
せ
つ
つ
、
し
か
も
仕
事
は
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
う
し
て
品
々
の
作
ら
れ
る
の
が
家
内
仕
事
経
済
の
第
二
段
階
す
な
わ
ち
奴
隷
制
の
も
と
に
で
あ
れ
、
賃
金
労
働
の
道
に
お
い
て
で

あ
れ
、
も
は
や
価
値
［
善
さ
・
良
さ
］
そ
の
も
の
は
品
々
の
性
質
で
な
か
っ
た
。
そ
し
て
い
ま
や
、
原
始
的
な
家
内
仕
事
に
お
い
て
の

ご
と
く
品
々
は
で
き
る
だ
け
美
し
く

0

0

0

作
る
、
と
い
う
こ
と
も
お
よ
そ
消
え
て
、
さ
よ
う
、
向
後
こ
の
美
し
い
と
い
う
性
質
は
良
い
と
い

う
性
質
以
上
に
、
も
は
や
絶
対
的
性
質
と
言
え
な
く
な
っ
た
。
家
政
で
何
か
に
役
立
た
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
製
品
（
例
え
ば
道
具
）
は

十
分
な
使
用
に
耐
え
る
頑
丈
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
品
物
の
有
用
性
に
と
っ
て
飾
り
は
決
し
て

欠
か
せ
な
い
条
件
で
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
奴
隷
経
済
の
登
場
で
、
作
る
品
々
に
注
ぐ
作
り
手
の
絶
対
的
自
己
関
心
と
も
ど
も
、
当

の
品
々
を
で
き
る
だ
け
美
し
く
形
成
し
よ
う
と
す
る
努
力
も
ま
た
失
せ
て
し
ま
っ
た
。

　

だ
が
こ
の
こ
と
は
以
後
の
郷
民
芸
術
の
形
成
物
に
と
っ
て
、
経
済
事
情
に
生
じ
た
変
化
の
な
か
で
は
、
ま
だ
結
果
の
重
要
度
の
低
い

方
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
奴
隷
に
し
て
も
、
も
と
も
と
の
家
族
所
帯
で
輝
い
て
い
た
生
れ
つ
き
の
芸
術
趣
味
を
手
放
す
こ
と
が
、
で

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
郷
民
芸
術
こ
れ
か
ら
の
運
命
に
と
っ
て
遥
か
に
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
い
ま
や
、
こ
れ
ま
で
縁
の
な
か
っ
た
二

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

つ
の
郷
民
芸
術
圏
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
し
か
も
き
わ
め
て
多
く
の
ば
あ
い
両
者
衝
突
の
と
き
ま
で
は
勝
者
も

敗
者
も
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
芸
術
形
式
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
、
勝
者
は
お
の
れ
固
有
の
芸
術
形
式
を
も
手
本
と
し
て

降
服
者
に
課
し
た
と
見
込
ま
れ
る
が
、
こ
れ
は
肉
体
面
で
の
勝
者
が
精
神
面
芸
術
面
の
優
越
者
で
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
い
つ
で
も
生

じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
明
る
く
な
っ
た
歴
史
時
代
の
経
験
が
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
、
逆
の
事
情
で
は
肉
体
面
で
劣
る
者
が
自

分
の
芸
術
的
法
則
を
勝
者
に
課
す
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
こ
う
し
た
双
方
の
事
例
は
全
般
的
に
、
ぶ
つ
か
り
合
う
双
方
と
も
ま
だ
家
内

仕
事
の
段
階
に
あ
っ
た
原
始
的
な
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
普
通
に
は
、
総
じ
て
郷
民
芸
術
は
簡
素
な

飾
粧
の
段
階
を
越
え
て
出
ら
れ
な
い
ゆ
え
に
、
諸
力
は
一
方
へ
他
方
へ
と
等
し
く
頒
た
れ
て
、
双
方
で
芸
術
発
展
の
高
さ
は
ほ
ぼ
同
等
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で
あ
っ
た
、
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
ひ
と
つ
の
芸
術
趣
味
が
無
理
矢
理
に
は
抹
殺
さ
れ
な
い
以
上
、
お
よ
そ
奴
隷
は
、
強
制
に

し
た
が
い
主
人
の
芸
術
形
式
を
採
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
き
で
す
ら
、
い
ざ
仕
上
げ
と
な
ら
ば
自
分
自
身
の
伝
承
す
る
芸
術
趣
味

に
左
右
さ
れ
て
し
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
縁
の
な
か
っ
た
も
の
の
影
響
と
は
、
あ
る
［
時
］
点
で
は
不
意
に
、
別
の
［
時
］

点
で
は
気
付
か
れ
も
せ
ず
に
現
れ
た
り
起
き
た
り
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
の
ば
あ
い
で
も
伝
統
撃
破

0

0

0

0

（D
urchbrechung der 

T
radition 

伝
統
を
押
破
っ
て
通
る
こ
と
）
で
あ
っ
た
し
、
さ
き
に
わ
れ
わ
れ
が
、
あ
ら
ゆ
る
郷
民
芸
術
の
極
め
て
本
質
的
な
特
性
を
成
す

と
説
い
た
静
止
状
の
自
己
進
展
（Sichfortentw

ickeln

）、
自
身
の
航
跡
で
動
き
が
ほ
と
ん
ど
な
い
静
止
と
等
し
く
な
っ
て
い
る
自
己
進

展
を
無
理
矢
理
に
乱
す
暴
力
的
騒
擾
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
き
ほ
ど
（
原
文S.13.

本
論
叢
第
百
二
十
七
集
八
六
頁
）
わ
れ
わ
れ
は
伝
統
を

郷
民
芸
術
が
生
き
る
た
め
の
正
常
な
大
気
（Lebensluft

）
と
名
付
け
た
が
、
伝
統
の
止
む
と
こ
ろ
で
国
際
的
な
流モ

ー
ド行

（internationale 

M
ode　

様
態
）
が
始
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
道
で
奴
隷
身
分
の
登
場
は
徐
々
に
、
し
か
し
不
可
抗
力
的
に
、
郷
民
芸
術
の
撃
破
お
よ
び
解

体
へ
と
導
い
た
に
違
い
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
郷
民
芸
術
の
存
続
は
第
二
の
側
面
で
奴
隷
経
済
に
よ
っ
て
掘
崩
さ
れ
た
。
郷
民
芸
術
の
定
義
の
第
二
部
分
は
、
郷
民
芸
術
あ

れ
こ
れ
の
形
式
（Form

　

形
体
）
は
郷
民
に
属
す
る
全
員

0

0

が
当
て
に
し
て
全
員

0

0

が
用
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
原
始
的
な
家
内
仕
事
に
階
級
差
別
は
あ
り
得
な
か
っ
た
と
は
っ
き
り
表
明
さ
れ
た
こ
と
に
も
な
る
。
と
こ
ろ
が
奴
隷
身

分
の
制
度
が
こ
の
事
実
自
体
（ipso facto

）
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
差
別
を
打
立
て
る
。
主
人
は
芸
術
［K

unst　

技
芸
］
の
領
域
で

も
強
者
の
権
利
を
行
使
す
る
。
美
も
ま
た
、
ま
さ
し
く
強
さ
の
発
現
形
式
で
あ
り
、
着
飾
り
豊
か
な
者
は
身
な
り
の
貧
し
い
者
よ
り
確

か
に
引
立
っ
て
見
え
る
。
虚
栄
心
も
政
治
的
野
心
も
主
人
を
宝
飾
着
用
へ
と
駆
立
て
、
こ
う
し
た
装
身
具
は
奴
隷
が
調
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
が
、
奴
隷
自
身
の
着
用
は
禁
じ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
一
方
で
個
々
の
芸
術
形
式
が
単
独
階
級
専
有
の
特
権
財
産
と
な
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に

反
し
て
、
こ
の
こ
と
が
旺
盛
な
当
の
形
式
産
出
活
動
を
廃
れ
さ
せ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
こ
う
し
た
形
式
を
徐
々
に
忘
れ
さ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
第
二
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の
側
面
か
ら
も
、
郷
民
芸
術
は
商
取
引
関
係
を
結
ん
で
旧
来
よ
り
大
き
な
範
囲
を
得
て
き
た
と
し
て
よ
い
の
に
、
最
終
的
に
は
、
郷
民

芸
術
の
崩
落
は
必
至
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
す
で
に
奴
隷
身
分
の
制
度
が
、
表
向
き
は
家
内
仕
事
の
経
済
組
織
を
固
守
し
つ
つ
、
最
終
的
に
は
郷
民
芸
術
の
現
存
を
破

滅
さ
せ
る
因
由
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
況
し
て
や
賃
金
仕
事

0

0

0

0

（Lohnw
erk

）
の
突
発
し
た
と
こ
ろ
で
の
事
態
は
言

う
ま
で
も
な
か
っ
た
。
賃
金
仕
事
師
（Lohnw

erker

）
は
な
る
ほ
ど
自
由
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
奴
隷
生
来
の
も
の
な
ら
ぬ
芸
術
形

式
を
受
入
れ
て
自
分
用
に
仕
上
げ
よ
と
、
主
人
が
奴
隷
に
行
使
で
き
る
強
制
の
も
と
に
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
雇
主
は
、
い
ま
や

自
由
に
な
っ
た
労
働
者
つ
ま
り
賃
金
仕
事
師
に
、
か
つ
て
主
人
が
奴
隷
に
行
使
し
た
よ
り
少
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
遥
か
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
と
い
う
の
も
仕
事
の
出
来
に
善
さ
や
美
し
さ
の
差
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
い
か
な
る
事
情
の
も
と
で
も
奴
隷
は

主
人
に
生
計
供
与
を
求
め
て
よ
か
っ
た
の
に
、
こ
の
点
で
賃
金
仕
事
師
が
頼
れ
る
の
は
お
の
れ
の
労
働
の
成
果
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
労
働
を
得
る
た
め
に
は
何
よ
り
も
顧
客
の
希
望
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
希
望
を
芸
術
［
技
芸
］
的
関
係

に
お
い
て
も
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
ま
す
ま
す
確
実
に
、
こ
の
さ
き
も
引
続
き
同
じ
顧
客
に
雇
わ
れ
て
、

そ
れ
だ
け
ま
す
ま
す
高
ま
る
賃
金
を
得
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
仕
事
師
も
能
力
や
作
業
の
申
出
に
つ
い
て
大
抵
は
自
分
た
だ
ひ
と
り

と
参
ら
ず
、
で
き
る
だ
け
顧
客
は
満
足
さ
せ
た
い
と
同
じ
く
全
力
を
尽
し
た
に
違
い
な
い
競
争
相
手
が
い
た
。
こ
う
し
て
賃
金
仕
事
師

の
あ
い
だ
で
は
、
こ
れ
ま
た
人
間
の
あ
い
だ
で
支
配
す
る
不
平
等
の
一
結
果
だ
が
、
自
然
必
然
的
に
競
り
合
い
が
繁
く
な
ら
ず
に
は
い

な
か
っ
た
─
─
競
争

0

0

（K
onkurrenz

）
の
成
立
で
あ
る

（
＊
）。

誰
も
が
互
い
に
作
業
で
勝
と
う
と
努
め
た
し
、
発
明
的
に
な
っ
て
、
よ
り

よ
く
目
的
に
合
う
道
具
や
、
こ
れ
ま
で
よ
り
時
間
節
約
で
心
地
よ
い
技
術
的
処
理
や
、
新
た
な
模
様
を
考
え
出
し
た
が
、
こ
う
し
た
こ

と
す
べ
て
が
同
時
に
、
伝
統
撃
破
の
強
力
な
梃
子
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
賃
金
仕
事
は
早
か
れ
晩
か
れ
郷
民
芸
術
に
止
め
を

刺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
─
─
よ
う
や
く
手
仕
事
（H

andw
erk　

前
出
四
七
頁
）
を
最
終
的
に
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
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た
だ
格
別
に
恵
ま
れ
た
個
々
の
部
門
に
お
い
て
で
し
か
な
か
っ
た
。

　

�（
＊
）
ち
な
み
に
競
争
は
す
で
に
奴
隷
で
も
、こ
の
奴
隷
が
他
人
の
経
済
と
結
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
始
ま
る
（
前
掲
四
七
頁
）。
こ
の
ば
あ
い
主
人
が
、

奴
隷
の
作
業
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
賃
金
小
部
分
の
受
納
を
奴
隷
に
認
め
た
。

　

こ
の
よ
う
に
国
体
形
成
（Staatenbildung

）
の
結
果
と
し
て
原
始
的
な
家
父
長
制
的
家
族
所
帯
の
解
消
が
生
じ
、
と
も
ど
も
原
始
的

な
家
内
仕
事
が
奴
隷
経
済
お
よ
び
賃
金
仕
事
に
よ
る
交
代
と
な
り
、
こ
う
し
た
経
済
と
仕
事
が
ま
た
郷
民
芸
術
の
絶
滅
を
招
く
。
政
治

的
領
域
と
経
済
的
領
域
に
お
け
る
原
始
的
状
態
が
一
掃
さ
れ
て
、
い
ま
や
両
領
域
で
は
ま
す
ま
す
高
次
組
織
へ
の
進
展
が
あ
る
こ
と
を

見
て
き
た
の
だ
が
、
相
似
た
こ
と
が
郷
民
芸
術
に
も
言
え
て
、
滅
び
ゆ
く
郷
民
芸
術
は
芸
術
創
造
作
用
の
高
次
段
階
へ
と
至
る
実
り
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
た
ら
す
温
床
と
な
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
誰
し
も
郷
民
芸
術
の
長
所
に
盲
目
で
あ
る
に
は
及
ば
ず
、
そ
の
創
造
作
用
の
素
朴
な
安
ら
ぎ
と
壊
し
が
た

い
確
か
さ
と
に
、
出
来
た
品
の
入
念
さ
と
慎
ま
し
い
可
愛
ら
し
さ
と
に
、
そ
の
諸
々
の
形
式
が
習
俗
や
宗
教
、
総
じ
て
当
芸
術
の
助
成

に
責
務
あ
る
郷
民
の
行
状
全
体
と
内
的
に
一
体
化
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
に
、
讃
美
の
籠
も
る
喝
采
や
理
解
に
充
ち
る
敬
重
を
示
す
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
以
下
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
人
間
の
芸
術
創
造
作
用
が
永
遠
に
郷
民
芸
術
の
段
階
を
守
り
続
け
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
こ
の
段
階
を
見
棄
て
る
と
は
、
た
ん
に
一
方
で
取
返
し
が
つ
か
ず
議
論
の
余
地
な
き
長
所
の
断
念
を
指
す

ば
か
り
で
な
く
、
他
方
で
は
芸
術
発
展
の
、
同
時
に
ま
た
全
般
的
な
人
間
文
化
発
展
の
、
ま
さ
し
く
本
質
的
で
決
定
的
な
進
歩
を
も
指

し
て
い
る
こ
と
を
、
偏
見
な
く
し
て
は
誤
魔
化
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

仮
に
永
遠
に
郷
民
芸
術
に
留
ま
る
ま
ま
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
記
念
碑
的
（m

onum
ental

）
な
建
築
や
彫
刻
や
絵
画
の
展
開
に
至
る
こ

と
は
不
可
能
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
住
居
と
し
て
木
の
幹
で
丸
太
小
屋
の
部
屋
造
り
は
原
始
的
家
内
仕
事
の
治
下
な
ら
ば
誰
に
で
も
で
き

た
し
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
段
階
で
の
建
造
術
は
な
お
真
の
郷
民
芸
術
で
あ
っ
た
。
だ
が
例
え
ば
神
の
記
念
碑
的
家
屋
た
る
神
殿
を
不
朽
の

材
料
で
建
立
と
な
れ
ば
、家
内
仕
事
の
第
一
人
者
と
て
向
き
で
な
く
、ひ
と
り
の
建
築
家
が
必
要
で
あ
っ
た
。建
築
家
に
な
り
た
い
者
は
、



54

細井　雄介

他
人
は
必
要
と
し
な
い
大
量
の
知
見
を
身
に
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
や
が
て
施
工
す
る
建
築
家
と
し
て
天
職
を
ひ
と
た
び
果

す
や
、
こ
の
職
で
は
完
璧
で
あ
る
こ
と
を
も
求
め
ら
れ
て
、
例
え
ば
併
せ
て
自
分
の
畑
を
耕
し
た
り
、
自
分
の
家
畜
を
飼
う
、
等
々
の

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
で
は
一
体
だ
れ
が
建
築
家
に
記
念
碑
的
建
造
活
動
の
契
約
を
与
え
た
の
か
。
や
は
り
家
父
長
制
の
家
父
で
な

く
、
全
く
別
の
、
力
強
い
属
性
そ
の
も
の
と
化
し
た
我が

　い意
の
人
で
あ
り
、
こ
の
人
物
が
労
働
力
に
も
絶
対
の
命
令
を
出
し
た
が
、
労
働

力
た
る
人
々
も
従
う
外
な
か
っ
た
の
は
、
た
だ
血
縁
に
よ
っ
て
ば
か
り
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
主
神
の
た
め
の
神
殿
建
立
へ

と
導
い
た
直
か
の
弾は

ず

み
自
体
は
確
か
に
し
ば
し
ば
戦
争
と
勝
利
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
思
え
ば
こ
そ
、
神
に
感
謝
の
義
務
を
果
さ
な
け
れ

ば
、
の
気
持
に
急せ

か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
ひ
と
り
立
つ
建
築
家
の
実
存
（Existenz　
現
に
在
る
こ
と
）
に
は
、
前
提
と
し
て
、

原
始
的
な
家
内
仕
事
の
日
々
か
ら
成
し
遂
げ
ら
れ
て
き
た
変
化
、
人
間
社
会
の
組
成
や
生
き
方
に
お
け
る
種
々
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
の
連

鎖
全
体
の
あ
る
こ
と
が
解
る
。
も
と
よ
り
同
じ
こ
と
は
諸
他
の
造
形
芸
術
に
つ
い
て
も
当
嵌
る
。
小
刀
の
柄
を
何
か
相
称
の
形
体
に
刻

む
こ
と
は
、
家
内
仕
事
の
時
代
に
は
誰
に
で
も
で
き
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
だ
が
神
の
像
を
理
想
的
で
精
神
の
貫
く
人
間
形
体
と
し
て

鑿の
み

で
彫
上
げ
る
に
は
彫
刻
家
が
必
要
で
あ
っ
た
。
同
じ
ほ
ど
の
距
た
り
が
、
丸
太
小
屋
の
粘
土
壁
を
何
か
目
に
楽
し
い
明
る
い
色
で
塗

る
家
娘
と
、
フ
レ
ス
コ
の
歴
史
画
を
仕
上
げ
る
画
家
と
の
あ
い
だ
に
も
存
在
す
る
。

　

こ
う
見
る
と
郷
民
芸
術
の
段
階
に
固
執
し
て
い
た
な
ら
ば
、
決
し
て
高
次
の
記
念
碑
的
芸
術
の
隆
盛
に
は
到
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
だ
が
原
初
の
自
律
的
家
族
所
帯
の
完
結
態
も
ひ
と
た
び
一
時
点
で
壊
れ
て
、
他
人
と
他
人
と
が
こ
れ
ま
で
よ
り
近
し
い
持
続
的
接

触
に
入
る
だ
け
で
進
行
過
程
が
、
す
な
わ
ち
、
自
然
必
然
的
に
範
囲
を
ま
す
ま
す
拡
げ
、
ま
す
ま
す
多
く
の
郷
民
芸
術
を
壊
す
か
仲
間

に
す
る
か
し
て
、
ま
す
ま
す
高
次
の
組
織
へ
と
導
か
ず
に
は
い
な
い
進
行
過
程
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
両
者
そ
れ
ぞ
れ
の
形
体
を
触
れ

合
せ
混
ぜ
合
せ
る
こ
と
で
郷
民
芸
術
の
段
階
を
越
え
て
進
ま
せ
る
、
ま
ず
最
初
の

0

0

0

0

0

刺
戟
を
与
え
た
郷
民
芸
術
の
双
方
に
は
、
当
然
な
が

ら
、以
後
の
発
展
過
程
に
と
っ
て
の
格
別
な
意
義
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。や
は
り
両
者
こ
そ
が
互
い
に
感
化
し
合
い
浸
透
し
合
っ
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て
初
め
て
何
か
、
よ
り
完
全
な
る
も
の
を
仕
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
し
、
こ
の
完
全
な
る
も
の
が
次
代
に
、
よ
り
低
い
未
だ
純
粋
に
郷
民

芸
術
的
な
る
も
の
と
ぶ
つ
か
り
、
こ
れ
と
互
い
に
受
精
し
合
っ
て
共
通
の
新
た
な
る
も
の
を
産
み
だ
し
た
と
き
、
こ
の
所
産
の
な
か
で

は
、最
初
す
で
に
、よ
り
完
全
だ
っ
た
部
分
が
、よ
り
強
き
も
の
と
し
て
、よ
り
決
定
的
で
指
導
的
な
成
分
と
な
る
の
は
必
至
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
い
ま
述
べ
た
こ
と
を
説
明
し
確
証
を
得
る
た
め
に
芸
術
史
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
、
目
の
前
に
明
瞭
確
然
た
る
輪
郭
を
具
え
て
横

た
わ
っ
て
い
る
範
囲
内
で
、
ざ
っ
と
大
観
し
よ
う
。
記
念
碑
的
芸
術
活
動
、
す
な
わ
ち
成
果
の
永
遠
な
る
存
続
を
目
指
す
芸
術
活
動
の

登
場
と
と
も
に
始
ま
る
本
来
の
芸
術
史
（K

unstgeschichte

）
の
頭
初
に
立
つ
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
人
の
古
王
国
が
遺
し
て
く
れ
た
諸
々

の
作
品
で
あ
る
。
地
上
あ
ら
ゆ
る
他
民
族
の
生
活
や
行
動
に
つ
い
て
、
依
然
わ
れ
わ
れ
回
顧
者
に
は
見
通
せ
な
い
暗
闇
が
延
び
て
い
る

時
代
に
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
は
不
朽
の
材
料
で
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
築
き
、
神
々
や
王
た
ち
の
立
像
を
彫
り
、
自
分
ら
の
墓
壁
に
は
、
も
の

ご
と
の
内な

か
み容

や
墓
標
の
高
次
目
的
を
呈
示
す
る
形
像
を
描
い
て
い
た
。
並
行
す
る
事
柄
と
し
て
芸
術
作
品
建
立
者
の
姿
に
見
ら
れ
る
の

は
身
分
に
よ
る
住
民
の
編
成
で
あ
り
、
発
達
せ
る
市
政
で
あ
る
。
こ
の
ナ
イ
ル
河
谷
［
上
エ
ジ
プ
ト
］
最
古
の
文
化
発
生
地
［
火
床
］
が

作
物
を
育
て
る
暖
か
さ
を
四
方
八
方
へ
と
放
射
す
る
が
、
と
り
わ
け
東
方
へ
向
け
て
で
あ
る
。
こ
の
接
触
過
程
の
細
か
い
こ
と
に
つ
い

て
は
十
分
に
情
報
を
教
え
ら
れ
て
い
な
い
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
根
柢
的
な
解
明
は
も
は
や
望
め
る
こ
と
で
も
あ
る
ま
い
。
ま
た
わ
れ

わ
れ
に
、
原
始
的
な
家
内
仕
事
か
ら
古
王
国
の
エ
ジ
プ
ト
人
が
、
い
か
に
多
く
の
段
階
を
経
て
、
い
か
な
る
最
遠
の
時
点
に
ま
で
進
ん

で
い
た
の
か
と
見
定
め
る
力
は
な
い
。
け
れ
ど
も
ひ
と
つ
、
諸
々
の
遺
例
に
よ
っ
て
明
瞭
に
証
明
さ
れ
て
い
る
の
は
、
西
ア
ジ
ア
の
最

古
の
芸
術
に
お
い
て
も
到
る
と
こ
ろ
で
、
ま
さ
し
く
紛
れ
も
な
い
、
種
別
的
に
エ
ジ
プ
ト
芸
術
独
得
の
形
体
に
出
合
う
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
人
や
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
あ
い
だ
で
も
指
導
的
な
装
飾
意モ

テ
ィ
ー
フ

匠
と
し
て
蓮ロ

ー
ト
ス花

や
パ
ル
メ
ッ
ト
の
形
体
に

出
合
う
が
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
あ
り
得
な
い
。
エ
ジ
プ
ト
の
記
念
碑
的
芸
術
と
西
ア
ジ
ア
の
郷
民
芸
術
と
の
最
初
の
衝
突
で

は
、
前
者
こ
そ
が
強
者
で
あ
っ
て
、
お
の
れ
の
諸
形
式
を
後
者
に
押
付
け
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
た
だ
の
奴
隷
的
受
納
と
い
う
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だ
け
に
は
留
ま
ら
ず
、
他
人
が
他
人
と
逢
え
ば
必
ず
新
た
な
る
も
の
を
産
む
、
の
法
則
通
り
、
当
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
人
と
フ
ェ
ニ
キ

ア
人
の
エ
ジ
プ
ト
形
式
模
倣
に
も
前
進
（Fortbildung

）
が
結
付
い
て
い
て
、
多
く
の
点
で
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
ジ
ア
的
と
言
わ
れ
る
芸

術
の
な
か
に
エ
ジ
プ
ト
人
に
比
べ
て
の
真
の
芸
術
的
進
歩
（Fortschritt

）
を
見
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
ペ
ル
シ
ア
人
に
至
る
ま
で
も
、

西
ア
ジ
ア
で
各
々
別
箇
に
、
政
治
的
支
配
に
達
し
て
は
結
果
と
し
て
高
次
の
文
化
繁
栄
に
も
達
し
た
民
族
は
、
間
接
的
に
せ
よ
直
接
的

に
せ
よ
、
こ
と
ご
と
く
エ
ジ
プ
ト
人
の
決
定
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

さ
て
人
間
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
と
同
じ
く
個
々
の
民
族
に
も
、
自
然
に
よ
っ
て
創
造
能
力
の
限
界
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
人

に
わ
れ
わ
れ
は
、
芸
術
を
継
続
的
に
創
造
す
る
作
用
が
次
第
に
弱
ま
っ
て
ゆ
く
、
原
因
で
は
な
く
と
も
随
伴
す
る
諸
事
情
を
は
っ
き
り

と
摑
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
民
族
に
は
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
、
諸
他
の
民
族
と
の
実
り
を
も
た
ら
す
接
触
や
結
合
に
入
る
能
力
が
失

せ
て
し
ま
っ
た
。
勿
体
ぶ
っ
て
自
分
自
身
に
閉
籠
り
、
絶
え
ず
新
鮮
な
若
返
り
の
精
気
を
注
い
で
く
れ
た
で
も
あ
ろ
う
運
河
を
封
鎖
し

た
。
そ
の
間
に
諸
他
の
民
族
は
エ
ジ
プ
ト
人
か
ら
頂
戴
し
た
も
の
で
建
造
を
先
へ
進
め
た
が
、
こ
の
こ
と
は
早
く
も
古
代
オ
リ
エ
ン
ト

の
大
世
界
の
専
制
君
主
国
の
が
わ
で
起
き
て
い
た
。
ア
ッ
シ
リ
ア
人
の
都
市
建
設
や
歴
史
的
浮
彫
群
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
輸
出
や
交
易

の
活
動
、
こ
れ
ら
は
当
時
、
西
ア
ジ
ア
で
は
全
般
的
に
、
ど
れ
ほ
ど
家
内
仕
事
や
郷
民
芸
術
を
越
え
出
て
い
た
か
の
鮮
か
な
証
拠
で
あ

る
。
だ
が
、
こ
の
方
向
へ
の
最
も
決
定
的
な
最
大
の
歩
み
を
進
め
た
の
は
活
動
的
な
ギ
リ
シ
ア
の
民
族
で
あ
っ
た
。

　

世
界
史
年
表
へ
の
精
確
な
嵌
込
み
を
少
く
と
も
今
日
ま
で
は
な
お
拒
ん
で
い
る
時
代
に
あ
っ
て
、
早
く
も
後
代
へ
ラ
ス
の
住
民
は
、

こ
れ
ま
で
よ
り
高
次
の
芸
術
創
造
へ
と
召
出
さ
れ
た
特
別
な
天
職
を
紛
れ
も
な
く
記
録
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
芸
術
の
遺

品
群
に
横
た
わ
っ
て
い
る
の
が
証
拠
で
あ
る
。
こ
の
芸
術
は
格
別
に
教
え
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
さ
せ
、
他
方
今
日
ま
で
、
こ
れ
の
判
定

や
理
解
は
途
方
も
な
く
難
し
い
と
さ
せ
て
き
た
も
の
は
、
ま
さ
し
く
、
こ
こ
に
は
っ
き
り
と
観
取
で
き
る
衝
突
、
こ
れ
ま
で
は
互
い
に

他よ

所そ

者
で
通
し
て
き
た
二
つ
の
芸
術
の
遣
り
方
の
衝
突
作
用
で
あ
る
。
一
つ
は
エ
ジ
プ
ト
芸
術
の
流
儀
、
も
う
一
つ
は
明
か
に
現
地
土
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着
芸
術
の
流
儀
で
あ
っ
た
。
だ
が
現
地
の
芸
術
は
や
は
り
、
も
は
や
郷
民
芸
術
で
あ
っ
た
と
は
見
え
な
い
。
言
い
か
え
る
と
、
そ
の
芸

術
的
組
織
や
影
響
多
大
な
意
義
に
お
い
て
、
エ
ジ
プ
ト
人
を
含
め
て
の
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
人
が
こ
れ
ま
で
に
果
し
て
き
た
も
の
ご
と
一

切
に
越
え
出
る
要
素
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
完
成
せ
る
ヘ
ラ
ス
芸
術
の
万
般
統
治
の
典
型
と
見
て
よ
か
ろ
う
装
飾
文
様
、
あ
の
植

物
蔓
草
文
（Pflanzenranke

）
こ
そ
は
早
く
も
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
芸
術
に
お
い
て
、
た
だ
の
手
本
に
留
ま
ら
ぬ
仕
上
げ
に
達
し
た
姿
と
し
て

も
呈
示
さ
れ
た
の
に
、
他
方
の
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
人
は
、
こ
の
方
向
で
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
完
成
態
へ
の
決
定
的

一
歩
に
ま
で
は
最
後
ま
で
踏
出
せ
な
か
っ
た
。
い
か
な
る
源
泉
か
ら
「
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
」
民
族
の
、
こ
う
し
た
現
地
自
生
と
見
え
る
芸
術

所
持
が
溢
れ
て
き
た
の
か
、
こ
れ
ま
た
推
測
で
は
何
も
言
え
な
い
。
た
だ
ひ
と
つ
明
か
な
の
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
地
で
の
以
後
の
発
展
が
、

価
値
乏
し
き
も
の
は
多
く
を
確
か
に
棄
て
つ
つ
、
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
独
自
の
装
飾
文
様
法
の
完
成
態
、
わ
け
て
も
植
物
蔓
草
文
の
断
念
は
一

度
と
し
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
文
化
面
で
の
先
行
者
オ
リ
エ
ン
ト
人
の
達
成
し
た
も
の
か
ら
、
頼
る
の
は
感

性
的
［
美
的
］
吟
味
だ
け
と
し
て
、
最
も
役
立
つ
も
の
を
限
ら
れ
た
範
囲
で
し
か
用
い
て
い
な
い
。
こ
う
し
て
ギ
リ
シ
ア
人
の
手
で
築

か
れ
た
の
が
、
発
展
の
高
さ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
芸
術
指
導
の
諸
民
族
が
行
っ
て
き
た
こ
と
す
べ
て
を
凌
駕
す
る
芸
術
形
式
お
よ
び

作モ
テ
ィ
ー
フ

因
［
意
匠
］
の
宝
庫
で
あ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ア
芸
術
が
相
手
で
は
立
場
は
不
利
、
と
即
座
に
オ
リ
エ
ン
ト
の
諸
芸
術
は
痛
感
す
る
。
ま

ず
は
ペ
ル
シ
ア
人
の
芸
術
が
ヘ
ラ
ス
の
諸
形
式
に
幅
広
く
入
場
を
認
め
て
、
こ
う
し
た
形
式
に
よ
る
完
全
な
オ
リ
エ
ン
ト
征
服
の
下
拵

え
は
す
で
に
、
後
日
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
無
敵
大
軍
に
伴
っ
て
、
ア
ッ
テ
ィ
カ
芸
術
が
い
ま
や
公
的
に
も
西
方
ア
ジ
ア
在
来
の
世

界
中
心
部
へ
の
入
場
を
果
し
た
と
き
に
は
、
根
本
的
に
仕
上
が
っ
て
い
た
。

　

す
で
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
大
人
物
の
努
力
目
標
で
あ
っ
た
現
実
の
世
界
君
主
国
（W

eltm
onarchie

）
の
創
設
は
、
ロ
ー
マ
人
の
手
で
は
じ

め
て
最
終
的
に
成
っ
た
。
無
論
た
だ
限
ら
れ
た
意
味
、
な
か
に
地
中
海
文
化
つ
ま
り
源
は
ナ
イ
ル
の
地
に
発
し
て
放
射
状
に
地
中
海
沿

岸
に
拡
が
っ
た
文
化
に
属
す
る
、
少
く
と
も
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
民
族
が
一
王
笏
の
も
と
に
纏
め
ら
れ
た
、
と
い
う
意
味
で
し
か
な
く
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と
も
、
と
に
か
く
の
世
界
君
主
国
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
の
世
界
支
配
と
並
ん
で
は
ロ
ー
マ
の
普
遍
芸
術
（U

niversalkunst

）
も
、
い
ま
や

古
代
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
文
化
地
方
を
手
に
入
れ
た
。
普
遍
芸
術
は
、
世
界
帝
国
（W

eltreich

）
が
自
立
的
家
族
所
帯
と
対
峙
す
る
極

点
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、
郷
民
芸
術
の
最
も
極
端
な
敵
対
者
を
成
す
と
見
え
る
が
、
実
際
に
は
、
世
界
帝
国
に
し
て
も
普
遍
芸
術
に
し

て
も
、
要
素
的
な
る
も
の
単
純
な
る
も
の
を
無
限
大
へ
と
高
め
た
だ
け
の
も
の
で
、
そ
れ
だ
け
に
双
方
と
も
姿
は
も
は
や
元
へ
戻
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
国
際
的
な
ロ
ー
マ
普
遍
芸
術
は
キ
リ
ス
ト
紀
元
最
初
の
二
百
年
で
頂
点
に
達
し
た
。
ロ
ー
マ
普
遍
芸
術
の

諸
々
の
形
式
は
、
以
後
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
、
途
方
も
な
い
帝
国
の
精
神
的
に
疲
弊
し
た
と
目
に
映
る
地
方
全
体
に
お
い
て
、
き
わ
め

て
権
威
あ
る
威
信
お
よ
び
不
可
侵
性
を
要
請
し
て
き
た
と
思
え
る
ゆ
え
に
、こ
の
こ
と
に
起
因
す
る
停
滞
を
挙
げ
る
だ
け
で
も
十
分
に
、

な
ぜ
ロ
ー
マ
帝
国
で
は
、
紀
元
三
世
紀
四
世
紀
に
政
治
的
な
勢
力
充
溢
の
翳
り
が
始
ま
る
か
始
ま
ら
な
い
か
の
う
ち
に
、
早
く
も
芸
術

創
造
の
領
域
で
の
手
酷
い
後
退
が
人
目
に
付
い
た
の
か
、
と
い
う
事
情
の
説
明
に
な
ろ
う
。
古
い
郷
民
芸
術
は
ま
さ
し
く
死
ん
で
飲
込

ま
れ
て
い
た
し
、
帝
国
の
辺
境
に
あ
っ
て
使
い
尽
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
郷
民
芸
術
に
見
ら
れ
る
も
の
は
余
り
に
も
卑
小
些
末
で
、
地
中

海
沿
岸
何
千
年
に
も
わ
た
る
芸
術
繁
栄
の
豊
か
な
実
り
で
あ
る
圧
倒
的
な
記
念
碑
的
ロ
ー
マ
芸
術
が
相
手
で
は
、
さ
し
あ
た
り
極
小
の

影
響
力
す
ら
行
使
で
き
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
古
代
か
ら
遺
さ
れ
た
諸
々
の
形
式
が
芸
術
的
精
練
で
は
ま
こ
と
に
貧
弱
な
段
に
ま

で
引
下
げ
ら
れ
、
こ
う
な
っ
た
古
い
形
式
と
の
新
た
な
実
り
あ
る
結
合
を
、
世
界
帝
国
の
辺
境
か
ら
押
寄
せ
て
新
鮮
で
未
使
用
程
度
も

か
な
り
の
郷
民
芸
術
が
大
胆
に
進
め
る
に
は
、
芸
術
的
要
求
と
芸
術
的
創
造
作
用
と
の
力
強
い
逆
戻
り
が
必
要
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ

う
し
た
郷
民
芸
術
の
育
て
親
た
る
担
い
手
は
同
時
に
、ロ
ー
マ
人
の
政
治
の
普
遍
的
支
配
を
終
ら
せ
る
人
々
で
も
あ
っ
た
。そ
し
て
ロ
ー

マ
帝
国
の
崩
壊
が
結
果
と
し
て
北
方
の
侵
略
者
の
が
わ
で
家
父
長
制
的
家
族
所
帯
の
再
建
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、
伝
来
の
ギ
リ

シ
ア
・
ロ
ー
マ
芸
術
に
代
え
て
北
方
ど
れ
か
の
郷
民
芸
術
を
据
え
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
政
治
に
お
い
て
も
芸
術
に
お
い
て
も
、

中
世
の
初
頭
に
新
た
な
形
像
を
合
成
す
る
際
の
指
導
的
要
素
が
古
代
に
変
り
な
か
っ
た
の
は
、古
代
の
方
が
強
者
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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以
前
の
ロ
ー
マ
の
土
台
に
蛮
族
の
君
侯
は
国
政
を
据
え
た
が
、こ
れ
は
ロ
ー
マ
の
遺
産
と
何
千
も
の
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
し
、西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
中
世
に
花
開
く
芸
術
は
正
当
に
も
ロ
マ
ネ
ス
ク
芸
術
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
最
後
こ
の
政
治
と
芸
術
と
の
並
行
に
は
第
三
の
契

機
、経
済
も
欠
け
て
い
な
い
と
し
て
よ
い
。
見
て
貰
い
た
い
の
は
、ま
た
し
て
も
ゲ
ル
マ
ン
的
ロ
マ
ン
［
ラ
テ
ン
］
的
中
世
の
賦
役
農
地
、

も
と
よ
り
こ
れ
は
依
然
と
し
て
古
代
世
界
の
奴
隷
経
済
と
同
じ
経
済
的
体
系
［
方
式
］
に
、
言
い
か
え
る
と
、
不
自
由
身
分
制
に
変
容

し
た
第
二
段
階
の
家
内
仕
事
（H

ausfleiß

）
の
体
系
に
も
と
づ
い
て
い
た
。

　

以
前
の
ロ
ー
マ
の
地
で
政
治
や
芸
術
の
更
新
を
呼
ぶ
こ
と
に
蛮
族
は
い
つ
で
も
比
較
的
短
期
間
し
か
成
功
し
て
い
な
い
が
、
理
由
は

主
に
、
や
は
り
北
方
の
森
か
ら
出
て
自
分
の
使
命
に
向
け
て
歩
む
に
は
、
俄
か
の
こ
と
で
蛮
族
に
は
全
く
準
備
も
な
か
っ
た
事
情
に
あ

る
。
本
来
の
国
体
形
成
の
領
域
に
お
い
て
と
同
様
、
す
で
に
多
々
ロ
ー
マ
人
の
芸
術
で
も
蛮
族
が
自
分
の
力
を
試
し
て
き
た
の
は
、
西

ロ
ー
マ
帝
国
に
オ
ド
ア
ケ
ル
（O

doaker, 433-476-493

）
で
ゲ
ル
マ
ン
人
最
初
の
統
治
者
を
与
え
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

青
銅
器
時
代
の
出
土
品
に
つ
い
て
は
今
日
な
お
、
な
か
で
現
地
の
郷
民
芸
術
の
持
分
は
何
か
、
地
中
海
芸
術
の
影
響
は
何
か
、
と
議
論

の
余
地
が
あ
る
に
せ
よ
、ロ
ー
マ
皇
帝
時
代
五
百
年
に
つ
い
て
は
、も
は
や
誰
ひ
と
り
、こ
の
期
間
内
の
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
ま
さ
し
く
ロ
ー
マ
期
（röm

ische Periode

）
と
語
っ
て
よ
い
こ
と
を
疑
う
ま
い
。
関
り
あ
る
出
土
品
に
は
確
か
に
南
方
で
仕
上
げ

て
北
方
へ
輸
出
の
品
も
多
か
ろ
う
。
し
か
し
疑
い
な
く
大
多
数
は
明
る
み
に
出
た
地
方
で
生
産
の
品
々
で
あ
り
、
こ
う
し
て
地
中
海
芸

術
が
わ
か
ら
の
影
響
が
否
定
し
が
た
く
証
明
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
他
方
で
、
当
の
出
土
品
で
知
ら
れ
る
個
々
の
金
工
技
術
の
熟
達
度

が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
は
、
も
は
や
原
始
的
な
家
内
仕
事
（H

ausfleiß
）
体
系
に
固
執
し
て
い
る
在
り
方
と
は
ほ
と
ん
ど
合
わ
ず
、
そ

れ
ゆ
え
ゲ
ル
マ
ン
人
で
は
、
早
く
も
部
族
の
時
代
に
少
く
と
も
部
分
的
に
は
賃
金
仕
事
（Lohnw

erk

）
へ
の
移
行
が
あ
っ
た
と
確
実
に

推
測
で
き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
す
べ
て
を
挙
げ
る
と
ま
す
ま
す
、
以
前
の
西
ロ
ー
マ
帝
国
属
州
の
政
治
的
支
配
者
と
な
る
や
、
比
較
的

ま
こ
と
に
速
く
、
な
ぜ
ゲ
ル
マ
ン
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
環
境
に
順
応
し
、
わ
け
て
も
世
襲
定
住
の
ロ
マ
ン
［
ス
］
人
と
の
新
た
な
政
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治
的
一
体
化
、
国
民
的
、
宗
教
的
、
芸
術
的
な
一
体
化
へ
と
溶
込
ん
だ
の
か
、
適
切
に
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

ロ
ー
マ
の
普
遍
芸
術
お
よ
び
、
少
く
と
も
間
接
的
に
ロ
ー
マ
の
経
済
的
体
系
は
圏
内
に
、
ロ
ー
マ
人
の
政
治
的
支
配
が
一
度
と
し
て

踏
込
ま
な
か
っ
た
地
域
を
も
引
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
地
に
原
始
的
家
内
仕
事
や
郷
民
芸
術
を
探
し
て
あ
ち

こ
ち
見
回
し
た
い
と
望
む
な
ら
ば
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ゲ
ル
マ
ン
系
民
族
に
多
く
を
求
め
て
は
な
ら
ず
、
ゲ
ル
マ
ン

人
に
代
り
徐
々
ス
ラ
ヴ
の
部
族
が
移
っ
て
い
た
東
方

0

0

（O
sten

）
へ
目
を
向
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
人
々
は
、
あ
ら
ゆ
る
領
域

へ
の
地
中
海
地
方
の
影
響
に
も
、
決
し
て
ゲ
ル
マ
ン
人
ほ
ど
深
刻
に
は
心
を
動
か
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
西
や
南
の
古
文
化
所
在
地

の
近
く
へ
進
出
で
き
た
の
は
、
自
分
ら
の
家
内
仕
事
や
郷
民
芸
術
の
伝
統
を
保
護
し
固
持
す
る
こ
と
に
と
っ
て
、
考
え
ら
れ
る
限
り
絶

好
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
境
遇
下
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
い
ま
や
文
化
の
担
い
手
た
る
ゲ
ル
マ
ン
人
が
中
世
初
頭
の

世
紀
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
の
は
、
政
治･
経
済
・
芸
術
と
の
関
り
に
つ
い
て
、
自
分
ら
自
身
の
限
界
内
で
身
を
固
め
る
こ
と
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
自
己
強
化
に
あ
る
程
度
ま
で
成
功
し
た
後
、
征
服
欲
あ
る
ド
イ
ツ
人
と
、
エ
ル
ベ
河
を
越
え
て
深
く
ア
ル
プ
ス
に
ま

で
前
進
せ
る
ス
ラ
ヴ
人
と
の
あ
い
だ
で
確
か
に
敵
対
的
接
触
は
生
じ
た
も
の
の
、
南
方
西
方
を
相
手
に
捲
込
ま
れ
た
紛
糾
に
よ
り
ド
イ

ツ
人
の
拡
張
傾
向
は
直
ち
に
向
き
を
変
え
た
。
反
し
て
ス
ラ
ヴ
人
と
な
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
領
域
で
伝
統
の
流
儀
に
変
ら
ず
固
執
す

る
こ
と
で
は
、
生
れ
つ
き
程
度
ま
こ
と
に
特
別
な
能
力
が
具
わ
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
人
の
政
治
的
功
名
心
が
な
く
、
抑
え
ら
れ
ぬ
征
服

欲
や
喧
嘩
癖
が
欠
け
て
い
た
。
穏
や
か
で
平
和
好
み
の
習
俗
に
つ
い
て
は
同
時
代
あ
れ
こ
れ
の
書
き
手
が
誌
し
て
い
る
。
家
父
長
制
的

家
族
所
帯
は
、
明
る
く
な
っ
た
歴
史
時
代
で
も
ス
ラ
ヴ
人
で
は
依
然
は
っ
き
り
と
際
立
っ
て
見
出
さ
れ
る
。
ど
こ
で
も
国
体
形
成
に
ま

で
到
る
の
は
、
よ
う
や
く
ド
イ
ツ
人
の
干
渉
に
よ
っ
て
の
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ス
ラ
ヴ
人
は
奴
隷
身
分
の
制
度
を
知
ら
な
か
っ

た
し
、
ま
た
隷
属
関
係
［
農
奴
］
に
し
て
も
一
度
と
し
て
、
あ
の
ゲ
ル
マ
ン
や
ロ
マ
ン
［
ス
］
の
国
々
に
見
ら
れ
る
ほ
ど
の
険
し
い
形

を
取
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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こ
う
し
た
好
都
合
す
べ
て
が
重
な
り
合
っ
て
起
り
得
た
の
が
、
東
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
家
内
仕
事
や
、
こ
れ
と
密
接
に
結
ば
れ
る

郷
民
芸
術
が
引
続
き
優
勢
の
ま
ま
で
通
せ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
部
や
南
部
で
は
加
速
度
的
に
、
一

方
で
は
賃
金
仕
事
（Lohnw

erk

）
か
ら
手
仕
事
（H

andw
erk

）
へ
、
十
六
世
紀
か
ら
は
工
場
経
営
（Fabriksbetrieb

）
と
家
内
工
業

（H
ausindustrie

）
へ
の
進
歩
が
、
他
方
で
は
ロ
マ
ネ
ス
ク
・
ゴ
テ
ィ
ク
・
諸
種
ル
ネ
サ
ン
ス
な
ど
国
際
的
様
式
い
く
つ
か
の
相
次
ぐ
連

鎖
が
遂
行
さ
れ
た
。
も
と
よ
り
西
方
と
の
長
い
間
に
は
避
け
ら
れ
ず
次
第
に
増
し
て
く
る
接
触
は
、結
果
な
し
に
済
む
こ
と
が
で
き
ず
、

経
済
や
芸
術
の
伝
統
で
は
原
初
の
純
粋
性
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
混
濁
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
し
、
西
方
へ
向
い
て
横
た
わ
る
当
地
が
幅
広
け

れ
ば
広
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
作
用
は
速
く
て
強
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
で
は
ボ
ヘ
ミ
ア
（Böhm

en　

チ
ェ
コ
西
部
地
方
）
が
最
上
の
証
拠

を
見
せ
て
く
れ
る
。
だ
が
き
わ
め
て
長
い
あ
い
だ
、
や
は
り
当
の
影
響
が
及
ぶ
の
は
上
流
人
士
、
支
配
層
に
だ
け
で
あ
っ
て
、
本
来
そ

の
数
が
民
族
を
表
す
地
方
郷
民
は
貴
族
間
の
趣
味
変
遷
と
は
無
縁
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
家
内
仕
事
や
郷
民
芸
術
そ
の
も
の
は
決
し
て
人

類
の
経
済
・
芸
術
発
展
の
最
高
理
想
で
な
い
、
と
す
で
に
中
世
の
早
く
に
東
部
地
方
の
支
配
者
層
は
見
抜
い
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ

そ
、
こ
と
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
地
で
ガ
リ
チ
ア
（Galizien

）
地
方
や
ジ
ー
ベ
ン
ビ
ュ
ル
ゲ
ン
（Siebenbürgen

）
地

方
に
ま
で
例
は
き
わ
め
て
多
く
に
な
る
ほ
ど
、
都
市
の
基
礎
や
都
市
風
の
賃
金
仕
事
や
手
仕
事
の
基
礎
を
作
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
の
市

民
層
を
引
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
種
の
影
響
と
も
地
方
郷
民
は
全
般
的
に
無
縁
の
ま
ま
で
あ
っ
て
、
東
方
に
横
た
わ
る
個
々

の
地
方
で
は
、
西
方
文
化
の
勢
力
圏
に
属
す
る
地
方
と
の
内
的
国
家
連
盟
に
入
っ
た
か
ら
と
て
、
こ
う
し
た
事
情
自
体
の
な
か
で
何
ひ

と
つ
変
ら
な
か
っ
た
。
習
俗
が
温
和
に
な
り
政
治
の
基
準
が
和
解
を
尚
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
し
く
、
あ
の
偉
大
な
ザ
ク
セ
ン

皇
帝
［O

tto der Große, 912-936-973.　

九
六
二
年
に
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
初
代
皇
帝
戴
冠
］
身
内
の
辺
境
伯
ゲ
ー
ロ
［Gero, ?-965

］
が
エ
ル
ベ

河
ス
ラ
ヴ
族
を
根
絶
し
た
時
代
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
、
進
歩
せ
る
工
業
地
方
に
と
っ
て
は
自
分
ら
の
工
芸
的
生
産
品
で

産
業
に
乏
し
い
地
方
を
、
と
な
れ
ば
と
り
わ
け
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
の
地
方
を
喜
ば
す
こ
と
こ
そ
が
、
政
治
的
努
力
の
実
質
的
本
務
で
あ
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る
と
い
う
、
今
日
の
商
業
の
原
則
は
ま
だ
通
用
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
南
ス
ラ
ヴ
地
方
で
は
今
日
わ
れ
わ
れ
の
［
十
九
］
世
紀
に
ま

で
も
、
い
わ
ゆ
る
家
内
共
同
体
（H

auskom
m

union

［en

］）
の
保
持
な
ど
と
い
う
こ
と
が
起
り
得
た
が
、
こ
れ
は
自
律
的
な
家
父
長
制

的
家
族
所
帯
の
、
後
年
も
の
な
が
ら
忠
実
な
模
像
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
無
論
も
と
も
と
同
じ
経
済
的
基
盤
に
北
ス
ラ
ヴ

地
方
の
賦
役
関
係
も
依
拠
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
賦
役
関
係
が
よ
う
や
く
除
去
さ
れ
た
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
十
九
世
紀
中
葉
に
強

力
な
変
革
に
よ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
技
術
的
発
明
の
結
果
に
伴
う
交
通
の
便
宜
が
、
今
日
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
地
方
の
原
始
的
経
済
事
情
に
決
定
的
な
破
壊
と

絶
滅
の
道
を
開
い
て
、
す
で
に
部
分
的
に
は
こ
と
を
済
ま
せ
た
。
と
り
わ
け
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
で
は
、
古
来
こ
こ
で

は
密
接
こ
の
上
な
い
ほ
ど
西
方
的
改
進
熱
と
東
方
的
固
執
癖
と
が
隣
合
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
今
し
も
不
揃
い
な
二
勢
力
の
格
闘
が

見
世
物
で
あ
り
、
一
方
の
攻
撃
的
で
近
代
的
な
勢
力
は
あ
ら
ゆ
る
外
面
的
長
所
を
身
に
付
け
、
他
方
の
防
衛
的
で
家
郷
的
な
旧
来
的
流

儀
は
、
ひ
た
す
ら
と
ば
か
り
不
可
量
な
る
も
の
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
当
の
民
族
性
の
ど
こ
ま
で
も
保
守
的
な
感
覚
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

守
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
今
日
な
お
比
較
的
少
く
な
い
残
り
も
の
、
ほ
ん
の
何
十
年
か
昔
の

オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
な
お
際
限
な
く
通
用
し
て
い
た
経
済
・
芸
術
関
係
の
残
存
物
を
見
出
せ
る
と
は
、
驚
か
ず
に
い
ら

れ
な
い
。

　

こ
こ
で
最
も
頻
繁
に
出
合
う
の
は
、さ
ま
ざ
ま
な
家
内
仕
事

0

0

0

0

（H
ausfleiß

）
か
ら
賃
金
仕
事

0

0

0

0

0

0

（Lohnw
erk

）
へ
の
過
渡
的
形
体

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。

き
わ
め
て
特
徴
的
な
こ
と
に
手
仕
事
（H

andw
erk

）
が
な
く
、
少
く
と
も
地
方
で
は
、
ほ
と
ん
ど
完
全
に
欠
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
今

日
で
は
原
始
的
形
体
に
仲
立
ち
な
く
工
場
体
系
（Fabriksystem

）
や
家
内
工
業
（H

ausindustrie

）
が
結
付
き
、
通
常
の
発
展
で
は
中

間
体
を
成
し
て
い
た
は
ず
の
手
仕
事
が
抜
落
ち
る
。
思
慮
あ
ら
ば
誰
し
も
、
も
は
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
期
段
階
の
原
始
的
家
内
仕
事

に
出
合
え
る
と
は
期
待
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
時
は
過
ぎ
、
原
料
が
手
当
り
次
第
で
は
見
出
せ
な
い
事
物
に
ま
で
も
当
然
な
が
ら
必
需
品
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は
拡
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
ど
こ
で
も
家
族
所
帯
は
も
は
や
、
必
要
と
す
る
も
の
一
切

0

0

を
自
身
の
家
政
で
賄
え
る
状
況

に
な
い
。
そ
こ
で
保
守
的
こ
の
上
な
い
農
民
で
す
ら
原
則
と
し
て
金
具
は
買
求
め
る
か
買
換
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
陶
土
も
ま
た
ど

こ
に
で
も
は
見
出
せ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
先
史
時
代
か
ら
陶
器
は
重
要
な
交
易
品
で
あ
っ
た
。
と
な
れ
ば
距
離
が
遠
か
れ
近
か
れ
、
ど
こ

に
で
も
農
民
な
ら
ぬ
住
民
で
都
市
や
市
場
が
生
じ
、
こ
こ
へ
農
民
が
農
地
生
産
物
の
余
剰
品
を
降
す
こ
と
に
慣
れ
て
か
ら
久
し
い
。
こ

う
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
無
論
す
で
に
、
例
え
ば
右
の
金
具
や
陶
器
の
購
入
手
段
を
得
る
た
め
に
で
あ
る
。
し
か
し
生
産
物
で
、
自
分

で
作
る
に
は
原
料
が
入
手
で
き
な
い
と
か
技
術
的
加
工
が
困
難
だ
か
ら
と
、は
や
農
民
の
が
わ
で
手
を
引
く
の
で
な
い
も
の
は
す
べ
て
、

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
個
々
の
地
方
で
は
実
の
と
こ
ろ
今
日
で
も
な
お
純
然
た
る
家
内
仕
事
の
遣
り
方
で
、
言
い
か
え
る
と
自
分
の
得
た
原
料

か
ら
、
自
作
の
道
具
で
、
自
分
の
労
働
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
欲
の
な
い
、
こ
と
に
ス
ラ
ヴ
の
地
方
住

民
で
は
、
自
分
で
作
り
出
せ
る
も
の
の
方
が
、
買
わ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
を
遥
か
に
越
え
る
の
で
、
こ
こ
で
は
確
か
に
わ
れ
わ
れ
も
、

真
正
な
る
家
内
仕
事
を
語
っ
て
よ
い
し
、
ま
た
飾
り
形
式
の
観
察
だ
け
に
絞
る
な
ら
ば
、
現
実
の
郷
民
芸
術
を
語
る
の
も
正
し
い
。

　

も
と
よ
り
今
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
も
は
や
、
原
始
的
家
内
仕
事
に
つ
い
て
は
出
合
え
る
と
し
て
よ
い
か
と
見
え
た
ほ
ど
、
原
始
時

代
の
絶
対
的
に
純
粋
な
郷
民
芸
術
に
出
合
え
る
と
の
期
待
は
な
る
ま
い
。
南
ス
ラ
ヴ
の
、
原
始
的
な
家
父
長
制
的
家
族
所
帯
を
な
お
も

最
も
忠
実
に
守
っ
て
い
る
家
内
共
同
体
［
前
出
］
で
す
ら
、
こ
の
十
九
世
紀
初
頭
に
は
す
で
に
、
わ
れ
わ
れ
が
人
間
文
化
発
展
の
交
易

な
き
初
期
時
代
の
原
始
的
家
族
所
帯
と
思
浮
べ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
、あ
の
相
互
孤
絶
の
状
態
か
ら
は
限
り
な
く
遠
く
な
っ
て
い
た
。

さ
よ
う
、
お
よ
そ
地
球
上
に
今
日
な
お
、
お
の
れ
の
家
内
仕
事
お
の
れ
の
郷
民
芸
術
あ
る
原
始
的
家
族
所
帯
の
完
全
に
忠
実
な
る
模
像

を
差
出
す
人
間
種
族
が
見
出
せ
る
か
、
こ
れ
自
体
が
疑
わ
し
い
。
こ
の
方
向
に
お
け
る
明
確
な
判
断
は
、
研
究
の
現
状
に
照
せ
ば
、
ま

だ
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
残
念
な
こ
と
に
、
旅
行
者
の
報
告
や
、
科
学
的
に
観
察
す
る
民
族
学
者
す
ら
の
報
告
で
は
、

異エ
キ
ゾ
テ
ィ
ク

国
風
自
然
民
族
の
、
ま
さ
に
経
済
的
な
諸
々
の
関
係
こ
そ
が
、
完
全
に
無
視
で
は
な
く
と
も
、
ほ
ん
の
副
次
的
に
し
か
扱
わ
れ
て
い
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な
い
と
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
切
実
に
望
ま
れ
る
の
は
、
将
来
で
は
民
族
学
的
調
査
が
研
究
下
に
置
い
た
民
族
の
、
経
済
的

諸
関
係
に
も
然
る
べ
き
注
意
を
払
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
す
で
に
古
代
で
家
内
仕
事
（H

ausfleiß

）
の
第
二
段
階
、
す
な
わ
ち
確
か
に
な
お
原
始
的
な
経
済
的
生
産
活
動
の
本
質

的
徴
標
す
べ
て
を
見
せ
は
す
る
も
の
の
、
や
が
て
生
じ
た
奴
隷
身
分
な
る
外
的
因
子
に
よ
る
変
容
、
経
済
史
発
展
の
次
な
る
大
き
な
里

程
た
る
賃
金
仕
事
（Lohnw

erk

）
を
準
備
せ
る
変
容
を
も
蒙
っ
た
第
二
段
階
は
よ
く
学
び
知
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
郷
民

芸
術
の
現
代
に
残
る
も
の
の
判
定
に
お
い
て
も
、
さ
き
の
、
た
だ
原
始
的
な
人
間
発
展
の
交
易
な
き
時
代
に
し
か
完
全
に
は
通
用
せ
ぬ
、

い
わ
ば
抽
象
的
定
義
に
、
何
か
係
数

0

0

（K
oeffizient[en]

）
を
付
加
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
今
日
な

お
見
出
さ
れ
る
郷
民
芸
術
の
残
存
物
に
、
さ
き
の
定
義
に
含
ま
れ
る
真
の
郷
民
芸
術
の
徴
標
（M

erkm
al

）
が
、
ど
の
程
度
ま
で
認
め

ら
れ
る
か
と
調
べ
て
み
た
い
。
郷
民
芸
術
の
徴
標
の
一
つ
は
、
諸
々
の
形
式
が
当
の
郷
民
に
属
す
る
全
員
に
知
ら
れ
て
い
て
現
に
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
、と
説
明
さ
れ
た
。こ
の
点
は
今
日
も
は
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ど
こ
に
も
絶
対
に
見
当
ら
ず
、す
で
に
中
世
で
も
、

も
は
や
無
条
件
で
は
通
用
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
政
治
の
発
展
過
程
で
到
る
と
こ
ろ
に
身
分
の
相
違
が
生
じ
て
い
た
。
郷
民
芸
術
に

忠
実
で
あ
り
続
け
た
の
は
、
お
よ
そ
原
始
時
代
に
は
た
だ
こ
れ
の
み
の
身
分
、
農
民
階
級
だ
け
で
あ
っ
た
。
郷
民
芸
術
第
二
の
本
質
的

徴
標
と
し
て
わ
れ
わ
れ
が
挙
げ
た
の
は
、
諸
々
の
形
式
に
お
い
て
の
、
少
く
と
も
表
面
的
な
目
に
は
不
動
と
見
え
る
伝
統
の
支
配
で
あ

る
。
こ
の
伝
統
が
外
国
の
要
素
を
受
入
れ
る
こ
と
で
壊
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
郷
民
芸
術
も
、
お
の
れ
の
特
殊
性
格
を
失
う
危
険
、
国

際
的
流モ

ー
ド行

に
場
を
明
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
危
険
を
冒
す
。
原
始
的
時
代
の
現
地
自
生
の
諸
形
式
へ
の
永
続
的
固
執
を
主
に
支
え
た
事

情
は
、
交
易
が
絶
対
に
無
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
、
と
わ
れ
わ
れ
は
見
た
。
と
こ
ろ
で
東
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
あ
れ
こ
れ
の
地
方
が
相
互
の
交

易
や
、
さ
ら
に
広
い
周
囲
と
の
交
易
へ
と
引
込
ま
れ
た
の
は
、
決
し
て
鉄
道
、
等
々
の
あ
る
近
代
が
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に

比
較
的
低
い
文
化
段
階
で
、
あ
れ
こ
れ
否
応
な
し
と
感
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
必
要
は
、
疑
い
な
く
早
く
も
先
史
時
代
に
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
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パ
東
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
商
取
引
の
動
因
に
な
っ
て
い
た
。
わ
け
て
も
例
え
ば
、
さ
き
に
述
べ
た
金
属
で
あ
り
、
こ
れ
は
原
料
が

ど
こ
に
で
も
は
見
付
か
ら
ず
、
容
易
く
加
工
も
で
き
な
か
っ
た
し
、
二
番
手
は
陶
器
で
、
こ
れ
は
産
地
が
限
局
さ
れ
る
の
は
好
適
な
陶

土
の
有
無
に
左
右
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
品
々
と
も
ど
も
一
体
の
芸
術
形
式
も
北
方
に
渡
り
、
こ
れ
ら
の
形
式
が
ど
れ
ほ
ど

深
い
影
響
を
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
民
族
の
芸
術
創
造
作
用
に
与
え
た
か
、
い
わ
ゆ
る
青
銅
器
時
代
や
鉄
器
時
代
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
知
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
東
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
郷
民
芸
術
に
つ
い
て
も
、
何
百
年
か
の
あ
い
だ
に
国
際
的
芸
術
の
影
響
が
生
じ
て
い
た
か

も
知
れ
な
い
可
能
性
に
は
、
つ
ね
に
目
を
見
開
い
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
今
日

0

0

0

0

0

0

の
芸
術
的
発
現
事
象
に
な
お
も
郷
民
芸
術
と
算
え
て
よ
い
も
の
を
見
定
め
る
た
め
に
、
郷
民
芸
術
の

概
念
に
つ
い
て
、
さ
き
［
原
文S.13
本
論
叢
第
百
二
十
七
集
八
六
頁
］
に
与
え
た
定
義
を
あ
く
ま
で
厳
格
に
用
い
た
い
な
ど
と
思
え
ば
、
全

く
郷
民
芸
術
の
名
前
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
残
る
ま
い
。
そ
れ
で
も
わ
れ
わ
れ
に
は
、
こ
の
定
義
を
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

し
、
こ
の
定
義
の
底
に
横
た
わ
る
注
目
、
経
済
的
な
諸
々
の
関
係
へ
の
注
目
を
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
郷
民
芸
術
の
残
存

物
か
と
推
測
し
た
い
と
こ
ろ
で
、
目
の
前
に
あ
る
の
は
家
内
仕
事
か
、
賃
金
仕
事
か
、
輸
入
交
易
品
か
と
、
そ
の
つ
ど
の
生
産
活
動
の

経
済
的
種
類
を
入
念
に
吟
味
す
る
こ
と
以
外
に
、何
が
一
体
こ
れ
ほ
ど
の
確
実
さ
で
郷
民
芸
術
の
痕
跡
を
教
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

だ
が
家
内
仕
事
（
ど
こ
ろ
か
賃
金
仕
事
さ
え
も
）
の
生
産
活
動
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
伝
承
の
芸
術
形
式
の
表
皮
を
剥
い
で
郷
民
芸
術
の

核
心
を
取
出
せ
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
付
加
さ
れ
た
混
濁
係
数
（T

rübungs= K
oefficienten

）
か
ら
、
歴
史
的
＝
国
際
的

（H
istorisch= International

）
な
る
も
の
は
切
離
し
、
野
生
の
も
の
、
純
然
た
る
郷
民
芸
術
的
な
る
も
の
だ
け
を
剥
出
し
と
す
る
た
め
に
、

芸
術
史
的
批
判
の
開
始
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
こ
で
な
お
ひ
と
つ
の
事
情
、
今
日
そ
の
重
要
性
は
う
す
う
す
感
じ
ら
れ
る
だ
け
だ
が
、
郷
民
芸
術
の
目
に
見
え
る
残
存
物
に
一
段

と
深
く
踏
込
ん
で
は
じ
め
て
十
全
の
意
義
が
摑
め
る
と
し
て
よ
い
事
情
を
考
え
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
オ
リ
エ
ン
ト
の
諸
地
方
で
紛
れ
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も
な
く
観
察
さ
れ
る
し
、
現
れ
る
か
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
土
壌
で
も
今
日
す
で
に
重
大
な
症
候
が
語
ら
れ
る
類
の
、
芸
術
創
造
作
用

の
領
域
に
お
け
る
退
化

0

0

（Rückbildung

［en

］）
の
姿
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
の
大
体
は
以
下
の
ご
と
く
経
過
し
た
で
あ
ろ
う
─
以
前

は
豊
か
に
耕
さ
れ
て
い
た
文
化
土
壌
が
、
政
治
的
変
革
参
入
の
結
果
と
し
て
孤
立
化
し
、
こ
の
た
め
に
文
化
の
全
領
域
で
ま
ず
は
停
滞
、

さ
ら
に
時
は
移
っ
て
退
化
ま
で
も
が
登
場
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
例
え
ば
今
日
の
小
ア
ジ
ア
で
は
、
往
昔
の
文
化
繁
栄
の

地
で
純
然
た
る
家
内
仕
事
の
物
づ
く
り
に
出
合
う
。
諸
々
の
進
歩
せ
る
芸
術
形
式
は
、
無
論
も
は
や
取
外
せ
な
い
が
、
あ
れ
こ
れ
の
拘

束
も
仕
方
な
く
受
け
る
し
か
な
く
、
こ
う
し
て
郷
民
芸
術
風
の
性
格
に
ま
た
も
近
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
こ
と
に
興
味
深

く
意
義
深
い
こ
と
明
か
な
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
判
定
す
る
に
あ
た
り
、
ど
れ
ほ
ど
決
定
的
な
役
割
が
、
一
方
で
は
芸
術
史
の
研
究
の

も
の
、
他
方
で
は
経
済
的
生
産
関
係
の
綿
密
精
確
な
観
察
の
も
の
、
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
明
々
白
々
で
あ
る
。

　

郷
民
の
文
化
お
よ
び
経
済
的
発
展
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
当
然
そ
れ
だ
け
郷
民
芸
術
の
残
り
を
突
止
め
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
そ

の
際
ま
す
ま
す
慎
重
な
芸
術
史
的
批
判
に
大
き
な
重
要
性
が
托
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
例
え
ば
高
度
に
文
明
化
さ
れ
た
ド
イ
ツ
で
今

日
な
お
疑
い
な
く
往
昔
の
郷
民
芸
術
の
紛
れ
も
な
い
痕
跡
が
い
く
つ
も
見
出
さ
れ
る
。
引
合
い
に
出
す
の
は
エ
ル
ベ
河
低
地
の
刺
繡
や

北
ド
イ
ツ
の
農
民
家
具
だ
け
と
し
て
も
、
ア
ル
プ
ス
地
方
で
は
例
え
ば
金
属
縫ア

プ
リ
ケ

 

付
け
革ベ

ル
ト帯

が
古
ゲ
ル
マ
ン
衣
服
の
成
分
と
認
め
ら
れ
て

い
る
し
、
木
片
や
骨
片
に
銀
を
嵌
込
む
象
眼
細
工
あ
れ
こ
れ
も
間
違
い
な
く
太
古
郷
民
の
常
習
に
戻
せ
る
と
見
て
よ
い
。
だ
が
東
部
へ

深
入
り
ど
こ
ろ
か
、よ
り
原
始
的
な
当
地
経
済
の
生
産
方
式
に
迫
れ
ば
迫
る
ほ
ど
、そ
れ
だ
け
易
々
と
確
実
に
、こ
う
し
た
方
式
や
個
々

の
混
濁
態
・
移
行
過
程
を
入
念
に
調
べ
る
こ
と
で
、
郷
民
芸
術
の
諸
形
式
を
見
抜
け
る
域
に
達
し
て
、
そ
れ
だ
け
ま
す
ま
す
芸
術
史
的

批
判
を
手
控
え
ず
に
済
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
部
で
も
家
父
長
制
時
代
の
純
然
た
る
家
内
仕
事
は
も
は

や
無
い
と
し
て
も
、
そ
こ
で
は
な
お
、
疑
い
な
く
混
濁
は
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
農
民
家
内
仕
事
と
し
て
知
ら
れ
る
経
済
的
外
観
に
直
面

す
る
か
ら
で
あ
り
、
同
じ
く
当
地
に
点
々
と
し
て
な
お
、
確
か
に
わ
れ
わ
れ
の
定
義
す
る
絶
対
的
に
純
粋
な
郷
民
芸
術
で
は
な
く
と
も
、
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避
け
ら
れ
ぬ
混
濁
が
あ
っ
て
も
特
徴
は
依
然
は
っ
き
り
見
抜
け
る
と
言
え
る
郷
民
芸
術
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

家
内
仕
事
と
郷
民
芸
術
が
生
残
っ
て
い
る
例
を
東
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
恐
ら
く
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
の
ル
ー
マ
ニ
ア
人
（Rum

äne

［n

］ in der 

Bukow
ina

ル
ー
マ
ニ
ア
北
部
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
と
接
す
る
丘
陵
地
帯
）
が
最
も
み
ご
と
に
提
供
す
る
。
言
語
で
は
確
か
に
ロ
マ
ン
［
ス
］
語

族
だ
が
、
何
に
で
も
ス
ラ
ヴ
の
民
族
性
が
強
く
満
ち
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
居
所
の
地
理
的
位
置
の
ゆ
え
に
、
こ
の
民
族
は
み
な
何
百

年
も
西
方
や
西
方
の
商
業
・
発
明
な
ど
か
ら
か
な
り
遠
ざ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
比
較
的
純
粋
な
形
式
群
と
し
て
家
内
仕
事
の

生
残
り
に
出
合
っ
て
も
、
こ
こ
で
の
驚
き
は
他
所
で
よ
り
は
少
か
ろ
う
。

　

ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
の
農
民
が
自
分
の
経
済
で
十
全
に
用
を
足
せ
る
の
は
と
り
わ
け
着
物（K

leidung

）で
あ
る
。
亜
麻（Flachs

）と
麻（H

auf

）

は
当
地
の
農
民
が
植
え
、
砕
き
、
紡
ぎ
、
織
り
、
晒
し
て
亜リ

ネ

ン

麻
布
（Leinen

）
に
な
る
。
羊
と
山
羊
も
同
じ
農
民
が
飼
い
、
刈
り
、
毛

糸
は
紡
が
れ
、
染
め
ら
れ
、
織
ら
れ
て
布
地
（T

uch

）
や
粗ロ

ー
デ
ン
ク
ロ
ス

織
布
（Loden

）
と
な
る
。
亜リ

ネ

ン

麻
布
か
ら
は
襯シ

ャ
ツ衣

（H
em

d

）
が
縫
わ
れ
て

刺
繡
（Stickerei

）
で
飾
ら
れ
る
し
、
男
性
服
（M

ännertracht

）
に
属
す
る
ズ
ボ
ン
下
（Beinkleid

）
や
女
性
服
（Frauentracht

）
の

さ
ま
ざ
ま
な
布
切
れ（T

ücher< T
uch

ス
カ
ー
フ
や
シ
ョ
ー
ル
な
ど
）が
作
ら
れ
る
。
羊
と
山
羊
の
毛
織
物
か
ら
は
農
婦
の
外コ

ー
ト套（Ü

berrock

）

や
農
夫
の
大
外
套
（Leibrock

）、さ
ら
に
前
垂
れ
（Schürze

）、絨
毯
（T

eppich

）、フ
ェ
ル
ト
敷
物
（Filzdecke

）、腰ベ
ル
ト帯

（Gürtelbinde

）
等
々

が
仕
度
さ
れ
る
。
同
じ
こ
と
が
革
服
（Lederpelz

）、
農
民
靴
（Bundschuh

）、
麦
藁
帽
（Strohhut

）
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
そ
の
さ

い
郷
民
芸
術
を
代
表
す
る
の
は
殊
に
婦
人
肌
着
（Frauenhem

d
）
の
胸
部
・
袖
部
の
刺
繡
（Stickerei

）
で
あ
り
、こ
う
し
た
刺
繡
が
ル
ー

マ
ニ
ア
人
で
は
模
様
（M

uster

図
柄
）
と
並
ん
で
、と
り
わ
け
、ま
こ
と
に
き
ら
び
や
か
で
目
覚
ま
し
い
色
階
（Farbenskala

）
に
よ
っ

て
際
立
つ
。

　

さ
て
、
折
々
そ
の
よ
う
な
家
財
織
布
の
一
片
を
現
金
か
な
り
の
値
段
で
手
放
せ
る
と
な
れ
ば
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
農
婦
は
う
れ
し
い
は

ず
、
と
お
考
え
に
も
な
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
久
し
い
こ
と
当
の
農
婦
は
都
市
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ツ
（Chernovtsy　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
。
ド
イ
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ツ
名Czernow

itz

）
の
市
場
な
ど
へ
車
を
曳
い
て
鶏
卵
や
家
禽
を
運
び
、
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
鳴
る
硬
貨
と
換
え
る
の
に
慣
れ
て
い
た
。
去

年
の
冬
に
は
手
持
ち
の
必
要
以
上
に
織
り
成
し
た
が
、
こ
の
差
当
り
使
い
道
の
全
然
な
い
絨
毯
を
も
、
同
じ
市
場
で
鶏
卵
ほ
か
の
食
品

並
み
に
、
ど
う
し
て
農
婦
は
売
り
に
出
そ
う
と
し
な
い
の
か
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
一
歩
を
農
婦
が
い
ざ
踏
出
そ
う
も
の
な
ら
、

前
代
未
聞
の
騒
ぎ
と
な
ろ
う
。
全
く
解
ら
な
い
と
思
え
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
は
覆
せ
な
い
事
実
で
あ
っ
て
─
─
こ
れ

が
事
由
で
職
務
の
主
要
目
的
を
果
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
腹
立
ち
気
味
に
打
明
け
る
が
─
─
私
自
身
た
び
た
び
試
し
て
は
例
外

な
く
確
か
な
り
と
認
め
た
の
は
、
自
分
自
身
の
手
に
成
る
家
財
を
ル
ー
マ
ニ
ア
の
農
婦
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
商
品
と
し
て
は
根
本
的
に
手
放
そ
う
と
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
い

0

0

、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
名
誉
問
題
で
あ
り
、
農
婦
の
思
い
に
は
、
自
分
の
手
に
成
る
着
物
を
自
分
自
身
か
最
も

近
い
身
内
以
外
の
者
に
渡
す
ど
こ
ろ
か
持
た
せ
る
こ
と
す
ら
、
入
る
余
地
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
多
々
あ
る
が
、
た
だ
ひ
と
つ
だ
け
、
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
の
ル
ー
マ
ニ
ア
農
婦
た
ち
が
自
分
ら
の
織
布
を
手
放
さ
な
い
頑
固
さ
の

実
例
を
述
べ
よ
う
。
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
（Bessarabia

）
境
界
間
近
の
小
村
ロ
ヴ
ォ
セ
リ
ツ
ァ
（Row

osselitza

）
で
議
員
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
富
裕
地
主
の
フ
ォ
ン
・
ツ
ォ
タ
博
士
（D

r. von Zotta

）
が
、
あ
る
農
婦
の
小
屋
（H

ütte

）
へ
私
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
農

婦
が
思
い
が
け
ず
大
量
に
な
っ
た
襯シ

ャ
ツ衣

と
絨
毯
を
蔵
内
に
貯
め
て
い
る
こ
と
を
氏
は
知
っ
た
の
で
あ
る
。
お
宝
を
見
せ
て
貰
え
な
い
か

と
の
フ
ォ
ン
・
ツ
ォ
タ
氏
の
願
い
は
あ
っ
さ
り
断
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
さ
い
見
て
貰
っ
て
の
虚
栄
心
の
満
足
と
も
旨
く
合
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
襯
衣
一
枚
を
商
品
と
し
て
手
放
す
気
は
な
い
か
、
と
い
つ
も
投
げ
ら
れ
る
問
は
、
予
想
通
り
農
婦
に
拒
絶
さ
れ
た

し
、こ
の
よ
う
な
願
い
に
見
込
み
の
な
い
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
も
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
、二
度
と
繰
返
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
フ
ォ

ン
・
ツ
ォ
タ
氏
は
農
婦
に
、
襯
衣
の
一
枚
を
何
週
間
か
自
分
に
貸
し
て
、
丁
度
そ
の
と
き
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ツ
で
開
催
の
「
オ
リ
エ
ン
ト

織
布
と
国
産
織
布
」
展
覧
会
に
置
か
せ
て
く
れ
な
い
か
と
切
願
し
た
。
こ
れ
に
も
農
婦
は
、
フ
ォ
ン
・
ツ
ォ
タ
氏
の
善
意
は
あ
っ
て
も

襯
衣
が
失
せ
な
い
か
と
の
懸
念
か
ら
、
理
解
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
フ
ォ
ン
・
ツ
ォ
タ
氏
は
百
グ
ル
デ
ン
小
切
手
を
取
出
し
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て
、
こ
れ
を
農
婦
に
、
襯
衣
の
担
保
金
で
無
傷
で
戻
る
こ
と
へ
の
抵
当
金
と
し
て
差
出
し
た
。
百
グ
ル
デ
ン
と
は
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
の
農
民

事
情
で
は
当
然
ど
こ
か
西
方
の
大
都
市
に
お
い
て
よ
り
限
り
な
く
大
き
な
金
額
だ
が
、微
塵
の
印
象
す
ら
も
農
婦
に
は
与
え
な
か
っ
た
。

農
婦
は
拒
絶
の
ま
ま
で
あ
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ツ
の
人
々
は
自
分
ら
の
展
覧
会
を
、
ロ
ヴ
ォ
セ
リ
ツ
ァ
の
襯
衣
は
見
る
こ
と
な
く
閉
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

で
は
農
婦
の
、
全
く
愚
か
し
い
と
わ
れ
わ
れ
に
は
見
え
た
振
舞
い
を
説
き
明
し
て
く
れ
る
も
の
は
何
か
。
ち
な
み
に
襯
衣
な
ら
ば
農

婦
は
な
お
蔵
内
に
未
使
用
の
二
十
七
枚
を
貯
え
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
全
品
よ
り
遙
か
に
高
価
な
品
々
で
も
百
グ
ル
デ
ン
あ
れ
ば
多
数

買
え
る
こ
と
な
ど
一
瞬
た
り
と
も
思
付
か
な
か
っ
た
と
き
、
ど
れ
ほ
ど
強
い
思
い
が
農
婦
の
心
に
満
ち
て
い
た
の
か
。
農
婦
に
は
明
か

に
、
自
分
の
手
で
仕
度
し
て
刺
繡
し
た
襯
衣
を
、
も
と
も
と
の
狙
い
は
先
祖
か
ら
伝
わ
る
習
俗
・
伝
統
に
適
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
に
、

別
の
規
定
に
向
う
か
も
し
れ
ぬ
危
険
に
曝
す
だ
け
で
も
、
不
正
な
こ
と
と
見
え
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
ま
さ
し
く
、
資
本
の
概

0

0

0

0

念
を
知
ら
ず

0

0

0

0

0

、
労
働
自
体
の
た
め
に
労
働
を
重
ん
じ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
真
の
家
内
仕
事

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
小
屋
を
後
に
し
た
と
き
、
も
は
や
私
に
農
婦
の
一

途
な
愚
か
さ
へ
の
腹
立
ち
は
な
く
、
捧
げ
る
の
は
心
か
ら
の
讃
美
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
私
に
は
「
黄
金
時
代
」
に
お
け
る
人
間
の
創

造
作
用
と
習
俗
と
を
隅
な
く
照
す
、
光
輝
の
閃
き
が
走
っ
た
こ
と
を
告
白
す
る
。

　

も
と
よ
り
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
の
ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
村
を
出
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
に
混
濁
な
き
至
純
の
家
内
仕
事
の
例
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王

国
［
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
わ
］
半
分
の
地
で
は
も
は
や
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
。
あ
れ
ば
大
方
は
フ
ツ
ー
レ
人
（H

uzule

［n

］）
す
な
わ
ち
ガ
リ

チ
ア
の
南
東
隅
で
カ
ル
パ
チ
ア
山
脈
を
背
に
し
て
住
ま
う
ル
テ
ニ
ア
人
（Ruthene

［n

］）
の
も
と
に
お
い
て
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
が

わ
の
地
で
は
、わ
れ
わ
れ
の［
十
九
］世
紀
開
始
時
の
経
済
的
諸
関
係
は
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
わ
の
ツ
ィ
ス
ラ
イ
タ
ニ
エ
ン（Zisleithanien

）

地
方
に
お
け
る
よ
り
恐
ら
く
一
層
古
風
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
［
対
ト
ル
コ
］
軍
事
境
界
線
地
帯
で
は
家
内
共
同
体
（H

auskom
m

union

前

出
）
の
制
度
が
あ
っ
て
、
混
濁
の
な
い
家
内
仕
事
の
生
産
活
動
お
よ
び
郷
民
芸
術
を
保
持
し
て
い
た
。
だ
が
ま
さ
し
く
［
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
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わ
の
］
ト
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ニ
エ
ン
（T

ransleithanien

）
地
方
に
お
い
て
こ
そ
、
右
の
ご
と
く
生
永
ら
え
て
き
た
諸
々
の
関
係
の
残
存
状

態
に
、
多
く
の
点
で
人
為
的
介
入
が
始
ま
り
、
こ
れ
ら
多
く
の
点
が
、
地
方
住
民
に
と
っ
て
は
近
代
資
本
主
義
な
る
意
味
で
の
新
た
な

経
済
的
利
益
の
源
と
な
り
、
こ
の
事
実
の
結
果
（ipso facto

）、
家
内
仕
事
の
性
格
な
ら
び
に
郷
民
芸
術
の
性
格
も
等
し
く
失
わ
れ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
見
て
、
郷
民
芸
術
の
領
域
で
の
現
下
火
急
の
問
題
に
、
わ
れ
わ
れ
が
駈
付
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
［
二
─
了
］

　
　
［
一
八
九
四
年
］


